
番 号

令和 7 年 10 月 3 日

殿

学長　湊　長博

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○

（注）  1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、そ
の診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

呼吸器内科、消化器内科、腎臓内科、血液内科、内分泌内科、代謝内科、感染症内科、アレルギー疾患内科またはアレル
ギー科、リウマチ科の内容は内科で診療している。
神経内科の診療内容は脳神経内科にて提供している。

〒606-8507　　京都府京都市左京区聖護院川原町54番地

電話（　　　075　　　）　　751　－　3111　　　　　　　

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第50
号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和6年度の業務に関して報告します。

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入する
こと。

住所

氏名

〒606-8501　京都府京都市左京区吉田本町

国立大学法人　京都大学

京都大学医学部附属病院

京都大学医学部附属病院の業務に関する報告について

９感染症内科

診療実績

内科 有

厚生労働大臣 開設者名 国立大学法人京都大学

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科 ４腎臓内科

５神経内科

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環器
疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

（様式第10）



（2）外科

○

○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

（注）

（４）歯科

○ ○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

５　病床数

（単位：床）50 0 5 0 1,066 1,121

標榜している診療科名について記入すること。

精神 感染症 結核 療養

外科 有

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外
科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載
すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支
えないこと）。

2消化器外科 ３乳腺外科

一般 合計

標榜している診療科名に〇印を付けること。

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

消化器外科、乳腺外科、内分泌外科、小児外科の内容は外科で診療している。

１精神科 2小児科 ３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

９婦人科 10眼科

歯科 無

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科 ３歯科口腔外科

脳神経内科 形成外科 リハビリテーション科 病理診断科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名として
「歯科」を含まない病院については記入すること。



６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

562 477 726.3 42 0

13 9 19.9 29 87

90 6 94.6 13 0

0 0 0.0 10 0

62 0 62.0 0 0

1306 45 1340.6 34 14

0 0 0.0 0 84

7 1 7.7 3 473

20 3 22.3 73 277

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 5 年 4 月 1 日

９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

1073.7

169

6

24

697.2

1626.9

10.9

71

708.1

1698

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員数
の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　　髙折　晃史　　　　） 任命年月日

平成26年12月から平成31年3月まで医療安全管理委員会の委員として医療に係る安全管理の業務に従事した。

歯科等以外 歯科等 合計

合計

14

11

8

8

19

15

11

277

耳鼻咽喉科専門医

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

救急科専門医産婦人科専門医 4

87

53

13

21

11

3

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の
員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞれの
員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

あん摩マッサージ指圧師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

義肢装具士

臨床工学士

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

助産師

看護師 医療社会事業従事者



人

（注）

10　施設の構造設備

79 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

766 ㎡ （主な設備）

199 ㎡ （主な設備）

349.2 ㎡ （主な設備）

57 ㎡ （主な設備）

39,751.39 ㎡ （主な設備）

496 ㎡ 室数 室 人

785 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人

（注）

15,127

23,958

5,725

22,332

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数

算出
根拠

密閉式自動固定包埋装置、全自動H&E染色装置、自動
免疫染色装置

解剖台、写真撮影装置

電子顕微鏡、遠心分離機

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

紹介率 97.12 逆紹介率 125.96

2

7

収容定員

蔵書数

329

218,145

病床数 1402371.42

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

73.12

全自動生化学・免疫分析装置、全自動血球計算装置

全自動微生物培養検出装置、全自動細菌培養感受性装
置

床面積

共用する室名

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

講義室

図書室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

床面積

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

無菌病室等
台数

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
1590.47

鉄筋コンクリート 人工呼吸装置

412

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ
以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記入
すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入する
こと。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入すること。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条の
二の算定式に基づき算出すること。

必要（准）看護師数

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。



12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

有

無

無

無

○ 無

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

利害
関係

委員の要件
該当状況

笠井　正俊
京都大学副学長（法務・コ

ンプライアンス担当）
総長が指名する副学長 3

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由

平野　哲郎
立命館大学　法科大学院

教授
法律に関する専門的知

識を有する者
1

中村　猛
京都府立医科大学　医療

安全推進部　部長

医療に係る安全管理に
関する専門的知識を有

する者
1

伊藤　英樹
広島大学病院　医療安全

管理部　部長

医療に係る安全管理に
関する専門的知識を有

する者
1

山口　育子
認定NPO法人　ささえあ

い医療人権センター
COML　理事長

医療を受ける者その他
の医療従事者以外の者

2

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

京都大学ホームページに掲載。

有

有



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

64人

4人

3人

1人

22人

0人

6

94人

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

ウイルスに起因する難治性の眼感染疾患に対する迅速診断（ＰＣＲ法）

	多項目迅速ウイルスＰＣＲ法によるウイルス感染症の早期診断

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

タイムラプス撮像法による受精卵・胚培養

子宮内膜受容能検査1

子宮内細菌叢検査1

二段階胚移植術

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

2人

0人

2人

1人

1人

0人

6

6人

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

自家膵島移植術

先　進　医　療　の　種　類   

アスピリン経口投与療法　家族性大腸腺腫症

ネシツムマブ静脈内投与療法　切除が不可能なＥＧＦＲ遺伝子増幅陽性固形がん（食道がん、胃がん、小
腸がん、尿路上皮がん又は乳がんに限る。）

術前のゲムシタビン静脈内投与及びナブ―パクリタキセル静脈内投与の併用療法 切除が可能な膵臓が
ん（七十歳以上八十歳未満の患者に係るものに限る。）

生体肝移植術　切除が不可能な肝門部胆管がん

生体肝移植術　切除が不可能な転移性肝がん（大腸がんから転移したものであって、大腸切除後の患者
に係るものに限る。）

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 キメラ抗原受容体T細胞療法（CAR-T療法） 取扱患者数 38人

当該医療技術の概要

医療技術名 血液がん遺伝子パネル検査 取扱患者数 989人　

当該医療技術の概要

医療技術名 膵β細胞イメーイング 取扱患者数 13人　

当該医療技術の概要

インスリノーマ・高インスリン血性低血糖症に対して、GLP-1受容体標的PETイメージングでの責任病変の質的・局在診断を行う。

医療技術名 難治性甲状腺眼症に対する集学的治療 取扱患者数 30 人　

当該医療技術の概要

甲状腺眼症はしばしば既存治療を行っても再発し、難治性となる。放射線療法、眼窩減圧術、テッペーザを含めて治療している。

医療技術名
悪性機能性神経内分泌腫瘍、褐色細胞腫/パラガングリオーマに対する集学的治
療

取扱患者数 10人　

当該医療技術の概要

化学療法、放射線療法（PRRT、内照射）、支持療法、手術の組み合わせによる最適化治療を実施。

医療技術名 ＴSH不適切分泌症候群（SITSH）の鑑別診断 取扱患者数 5人　

当該医療技術の概要

検査異常除外のためPEG処理下測定や2stepアッセイ法による測定を行っている。さらにTHRB遺伝子変異の有無を

サンガ―シークエンスで行い、甲状腺ホルモン不応症の診断に繋げている。

医療技術名 単一遺伝子異常による糖尿病の成因、診断、治療に関する調査研究 取扱患者数 72人　

当該医療技術の概要

糖尿病診断時年齢35歳未満、1型糖尿病関連自己抗体陰性、肥満歴のない発端者・血縁者を対象とし、

11遺伝子（HNF4A, GCK, HNF1A, PDX1, HNF1B, NEUROD1, INS, ABCC8, KCNJ11, WFS1, INSR ）を解析する。

医療技術名 内視鏡的乳頭切除術 取扱患者数 6人　

当該医療技術の概要

医療技術名  超音波内視鏡下胆管胃吻合術 取扱患者数 10人　

当該医療技術の概要

医療技術名 超音波内視鏡下膵管ドレナージ術 取扱患者数 17人　

当該医療技術の概要

医療技術名 脳磁図 取扱患者数 71人　

当該医療技術の概要

高度の医療の提供の実績

再発・難治性のB細胞腫瘍（急性白血病，悪性リンパ腫）や多発性骨髄腫の治療として、患者自身から採取したT細胞に、CD19に対する
キメラ抗原受容体を遺伝子導入し、増殖させた後、患者に投与する。

造血器腫瘍の遺伝子変異をターゲットシーケンスにより同定する。

十二指腸乳頭部腫瘍（腺腫、上皮内癌）に対して十二指腸鏡下にスネアを用いて内視鏡的に切除する。
非常に侵襲度の高い外科的な膵頭十二指腸乳頭切除術の代替治療として、低侵襲の治療が提供可能となる。

超音波内視鏡を用いて胃から肝臓左葉の肝内胆管を穿刺し、胆管ステントを留置することで胆管と胃に瘻孔を作成する。
従来の十二指腸鏡を用いた胆管ドレナージ法が施行できない患者に対しても胆管ドレナージを行うことが可能となる。

j超音波内視鏡を用いて胃から膵管を穿刺し、膵管ステントを留置することで膵管と胃に瘻孔を作成する。
従来の十二指腸鏡を用いた膵管ドレナージ法が施行できない患者に対しても膵管ドレナージを行うことが可能となる。

脳磁図はてんかんの患者に対する手術部位の診断や手術方法の選択を含めた治療方針の決定のために欠かせない非侵襲的な脳機
能検査法であり、原発性及び続発性てんかん、中枢神経疾患に伴う感覚障害及び運動障害の鑑別診断としても行われる。脳波に比べ
優れた空間解像度と、MRI/PETより優れた時間解像度を併せ持つ。てんかん診療支援センターの関連科・部署である脳機能センター、
脳神経内科、脳神経外科、小児科、てんかん・運動異常生理学講座が協力して提供している。

（様式第2）



医療技術名 ヌシネルセンの髄腔内投与 取扱患者数 4人　

当該医療技術の概要

医療技術名 定位的頭蓋内脳波（SEEG） 取扱患者数 6人　

当該医療技術の概要

医療技術名 体重10kg以下の小児体外循環 取扱患者数 4人　

当該医療技術の概要

医療技術名
遺伝子パネル検査による遺伝子プロファイリングに基づく複数の分子標的治療に
関する患者申出療養

取扱患者数 29人　

当該医療技術の概要

医療技術名 光線力学的療法 取扱患者数  8人　

当該医療技術の概要

医療技術名 NOBEL-ioPDT 取扱患者数 10 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 膵癌に対する化学放射線療法＋ニボルマブ 取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

医療技術名
進行固形癌:単剤療法およびベバシズマブとの併用療法としての
ABBV-400-国際共同 first-in-human 試験

取扱患者数 4人　

当該医療技術の概要

医療技術名
特定の進行性固形癌を対象とした ABBV-400 の有効性および安全性を評価する
第 I 相非盲検試験

取扱患者数 7人　

当該医療技術の概要

医療技術名
進行固形がんの成人患者を対象とした ABBV-706 単独投与及び budigalimab
(ABBV-181),カルボプラチン又はシスプラチン併用投与の安全性,薬物動態及び
有効性を評価する第 I 相ヒト初回投与試験

取扱患者数 3人　

当該医療技術の概要

医療技術名
成人の転移性去勢抵抗性前立腺癌患者を対象とした ABBV-969 の安全性,薬物
動態及び有効性を評価する第I相ヒト初回投与試験

取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

医療技術名
HER2 陽性の切除不能な局所進行性または転移性胃食道腺癌(GEA)
患者を対象としたチスレリズマブ併用又は非併用下で化学療法と組
み合わせた zanidatamab の無作為化、多施設共同、第 III 相試験

取扱患者数 3人　

当該医療技術の概要

脊髄性筋萎縮症の治療として、SMN2遺伝子の転写産物に対するアンチセンス核酸（ヌシネルセン）の髄腔内投与を行っている。

薬剤抵抗性焦点てんかんに対し、てんかん原性領域を直接かつ精緻に評価できる最先端の高度医療である。専門知識を持つ専門医
による綿密な電極留置計画と高精度の電極留置手技、さらに脳神経内科・脳神経外科・小児科を含む多診療科・多職種の緊密な連携
を要するため、限られた専門施設でのみ実施可能である。

極めて体重の軽い小児の体外循環を安全に行える施設は少ない。当院では、急性肝不全などの症例の移植前に体外循環を行ってい
る。

がん遺伝子パネル検査で見つかった適用外の候補治療薬を患者申出療養で実施。

食道がんに対する化学放射線療法後の遺残再発に対する根治的救済治療。

切除不能進行再発食道がん及び胃がんに対する免疫チェックポイント阻害剤(ICI)と光線力学的療法(PDT)の併用療法の有効性と安全
性を評価する多施設共同第II相医師主導治験

切除可能境界・局所進行膵癌に対する化学放射線療法＋ニボルマブの有用性を検証する第III相臨床試験（医師主導治験）

ABBV-400 の安全性,忍容性,及び薬物動態を評価し, ABBV-400 を単剤投与又はベバシズマブと併用したときの第 II 相試験の推奨
用量を決定する。

進行性固形癌の治療のために成人患者にABBV-400を投与したときの有害事象と疾患活動性の変化を評価する。

ABBV-706を単剤投与及びbudigalimab、カルボプラチン又はシスプラチンと併用投与したときの安全性、忍容性、薬物動態及び予備的
有効性を評価することである。

ABBV-969の用量を最適化し、mCRPCに対する単剤療法としてのABBV-969の第II相試験推奨用量（RP2D）を決定する。

切除不能な局所進行性、再発性又は転移性のHER2陽性GEA患者を対象に、チスレリズマブの併用又は非併用下で化学療法を併用し
たときのZanidatamabの有効性を、化学療法との併用によるトラスツズマブの有効性と比較する。



医療技術名
再発、進行又は転移性固形がん患者を対象にネクチン-4 を標的とする
抗体薬物複合体 LY4101174 を検討する第 I 相試験

取扱患者数 3人　

当該医療技術の概要

医療技術名
TRG035 の健康成人を対象とした第 I 相単回投与試験
−二重盲検ランダム化プラセボ対照用量漸増試験−

取扱患者数 25人　

当該医療技術の概要

医療技術名 ロボット支援大腸全摘術 取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

医療技術名 減量・代謝改善手術 取扱患者数 3人　

当該医療技術の概要

医療技術名 生体肝移植術 取扱患者数 67人　

当該医療技術の概要

医療技術名 脳死肝移植術 取扱患者数 17人　

当該医療技術の概要

医療技術名 脳死小腸移植術 取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

医療技術名 脳死膵島移植術 取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

医療技術名 脳死膵臓移植術 取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

医療技術名 難治緑内障に対するチューブシャント手術 取扱患者数 50人

当該医療技術の概要

医療技術名 難治性視神経炎の診断と治療 取扱患者数 15人　

当該医療技術の概要

医療技術名 次世代シーケンサーを用いた網膜色素変性の遺伝子変異診断 取扱患者数 100人

当該医療技術の概要

特定の進行固形がんを有する患者を対象にLY4101174の推奨用量を決定する。

健康成人男性におけるTRG035の単回静脈投与による安全性、忍容性および薬物動態を検討する。

潰瘍性大腸炎を背景とする結腸・直腸癌に対して手術支援ロボットを使用して大腸全摘術を施行している

減量もしくは代謝改善のための腹腔鏡下袖状胃切除術を行うもの。

生体ドナーから肝臓を提供いただき非代償性肝硬変、肝不全レシピエントに移植手術を行う。

脳死ドナーから肝臓を提供いただき非代償性肝硬変、肝不全レシピエントに移植手術を行う。

脳死ドナーから小腸を提供いただき小腸不全レシピエントに移植手術を行う。また、肺小腸同時移植も行なっている。

脳死ドナーから膵臓を提供いただき膵島分離し再生医療として、1型糖尿病レシピエントに移植手術を行う。

脳死ドナーから膵臓を提供いただき1型糖尿病レシピエントに移植手術を行う。

従来の緑内障手術や点眼加療では十分な眼圧下降が得られない難治性緑内障にたいして、バルベルト®緑内障インプラントやアーメド
緑内障バルブを用いた治療を行い、良好な治療成績が得られている。

視神経炎はステロイド点滴治療のみで改善し予後良好と考えられてきたが、ステロイド抵抗性や依存性の視神経炎も存在するため造影
MRIや光干渉断層計を用いた評価、および症例に応じて血漿交換・免疫抑制剤を併用した治療を行っている。

網膜色素変性を含む遺伝性網膜変性疾患に対し、次世代シーケンサーを用いた網羅的な遺伝子解析を行い、約半数の症例で原因と
なる遺伝子変異を同定した。



医療技術名 増殖糖尿病網膜症に対する小切開硝子体手術 取扱患者数 50人

当該医療技術の概要

医療技術名 糖尿病黄斑浮腫に対する抗VEGF療法 取扱患者数 30人

当該医療技術の概要

医療技術名 仮面症候群及び急性網膜壊死に対する硝子体手術 取扱患者数 30人

当該医療技術の概要

医療技術名 滲出型加齢黄斑変性に対する抗VEGF療法 取扱患者数 400人

当該医療技術の概要

医療技術名 萎縮型加齢黄斑変性及びその前駆病変の眼底イメージングによる評価法の確立 取扱患者数 200人

当該医療技術の概要

医療技術名 フォン・ヒッペル・リンドウ病における網膜血管腫の眼底イメージングによる評価法の確立 取扱患者数 40人

当該医療技術の概要

医療技術名 再生医療　PBMC (自己末梢血リンパ球) 取扱患者数 3人　

当該医療技術の概要

医療技術名
若年女性のがん、免疫疾患、および早発卵巣機能不全患者における妊孕能温存
のための卵子凍結保存

取扱患者数 13人　

当該医療技術の概要

医療技術名 小児・若年女性のがん患者における妊孕能温存のための卵巣組織凍結保存 取扱患者数 3人　

当該医療技術の概要

医療技術名 ミルベツキシマブ ソラブタンシン（TAK-853) 取扱患者数 3人　

当該医療技術の概要

医療技術名 治験　PIK3CA阻害薬（CYH33） 取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

難治性の網膜疾患である増殖糖尿病網膜症に対して、低侵襲な小切開硝子体手術を行い、合併症が少なく、良好な治療成績を得て
いる。

難治性の慢性疾患である糖尿病黄斑浮腫への新規治療である抗VEGF療法を行った。

仮面症候群は悪性腫瘍に伴うブドウ膜炎で、予後不良の疾患である。また、急性網膜壊死はヘルペスウイルスによる視力障害が重篤な
疾患である。これらに対して、診断目的もしくは視機能改善を目指した硝子体手術を施行した。

滲出型加齢黄斑変性に対して、ブロルシズマブ、アフリベルセプト、ラニビズマブ、ファリシマブ硝子体注射を行った。

萎縮型加齢黄斑変性およびその前駆病変（ドルーゼン）の患者に対して、カラー眼底写真、蛍光眼底造影、光干渉断層計、光干渉断
層計血管造影、眼底自発蛍光などの眼底イメージングによる評価を行った。

フォン・ヒッペル・リンドウ病患者およびその血縁者に対して、広角カラー眼底写真、広角蛍光眼底造影、光干渉断層計、光干渉断層計
血管造影などの眼底イメージングによる評価を行った。

着床不全を原因とする難治性不妊症患者に対する自己末梢血リンパ球を用いた免疫療法

小児・若年がん患者等に対してがん治療開始前に、体外受精と同様の方法で、未受精卵子を採卵し、凍結保存する方法。パートナー
がいる場合には受精卵凍結を行うこともある。

小児・若年がん患者に対してがん治療開始前に、卵巣組織を腹腔鏡にて摘出し、保存する方法。

葉酸受容体α陽性の進行卵巣癌又はその他の固形がんを有する日本人患者を対象としてmirvetuximab soravtansine(TAK-853)の安
全性、忍容性、有効性及び薬物動態を評価する第1/2相非盲検試験

再発／持続性の卵巣癌、卵管癌又は原発性腹膜明細胞癌の患者を対象として選択的PI3Kα阻害剤CYH33の有効性及び安全性を検
討する第II相非盲検多施設共同試験



医療技術名 治験　デュルバルマブ、オラパリブ、ベバシズマブ 取扱患者数 3人　

当該医療技術の概要

医療技術名 小児カテーテル治療 取扱患者数 60人　

当該医療技術の概要

医療技術名 胎児心エコー診断 取扱患者数 70人　

当該医療技術の概要

医療技術名 在宅肺高血圧治療薬持続点滴 取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

医療技術名 小児経皮的心房中隔欠損閉鎖術 取扱患者数 15人　

当該医療技術の概要

医療技術名 小児経皮的動脈管閉鎖術 取扱患者数 8人　

当該医療技術の概要

医療技術名 経皮的肺動脈弁置換術 取扱患者数 5人　

当該医療技術の概要

医療技術名 原発性免疫不全症患者を対象としたシロリムスの臨床試験 取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

医療技術名 キメラ抗原受容体T細胞療法（CAR-T療法） 取扱患者数 4人　

当該医療技術の概要

医療技術名
小児APDS（活性化ホスホイノシチド 3-キナーゼデルタ症候群）患者を対象とした
leniolisibの治験

取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

医療技術名 体重10kg以下の小児体外循環 取扱患者数 5人　

当該医療技術の概要

医療技術名 治験：リードスルー薬Ataluren 取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

医療技術名 治験：抗てんかん発作薬Cannabidiol 取扱患者数 8人　

当該医療技術の概要

心臓血管内手術をカテーテルにより経皮的に行う。

胎児期に心臓エコーで先天性心疾患を診断。

重症肺高血圧治療の一環として在宅点滴医療。

カテーテルを用いた、心房中隔欠損孔の経皮的閉鎖術。

カテーテルを用いた、動脈管の経皮的閉鎖術。

カテーテルを用いた肺動脈弁の経皮的置換術。

原発性免疫不全症患者を対象としたシロリムスの有効性および安全性を検討する第Ⅱ相臨床試験

再発・難治性のB細胞腫瘍の治療として、患者自身から採取したT細胞に、CD19に対するキメラ抗原受容体を遺伝子導入し、増殖させ
た後、患者に投与する。

小児（1～6 歳）APDS（活性化ホスホイノシチド 3-キナーゼデルタ症候群）患者を対象とした leniolisibの治験

極めて体重の軽い小児の体外循環を安全に行える施設は少ない。当院では、急性肝不全などの症例の移植前に体外循環を行ってい
る。

ナンセンス変異型デュシェンヌ型筋ジストロフィー患者を対象としたリードスルー薬Atalurenの非盲検試験

薬剤抵抗性てんかんを有するDravet症候群、結節性硬化症、Lennox-Gastaut症候群を対象とする、大麻由来抗てんかん発作薬の
Cannabidiolの非盲検試験

新たに診断された進行卵巣癌患者を対象として、デュルバルマブと化学療法及びベバシズマブとの併用投与後にデュルバルマブ、ベ
バシズマブ及びオラパリブを維持療法として投与する無作為化二重盲検プラセボ対照多施設共同第III相試験



医療技術名 T1b以上の腎細胞癌に対するロボット支援下腎部分切除術 取扱患者数 2人　

当該医療技術の概要

医療技術名
がんパネル検査結果に基づく、CDK12変異陽性去勢抵抗性前立腺癌症例に対す
るオプジーボの自費投与

取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

医療技術名 Level 2 以上IVC塞栓を伴う腎癌に対する腎摘除術 取扱患者数 2人　

当該医療技術の概要

医療技術名 全身化学療法後の精巣腫瘍に対する後腹膜リンパ節郭清 取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

医療技術名 術後尿管狭窄に対するロボット支援下尿路再建術 取扱患者数 2人　

当該医療技術の概要

医療技術名 経鼻内視鏡下前頭蓋底悪性腫瘍手術 取扱患者数 １人　

当該医療技術の概要

医療技術名 広範頭蓋底腫瘍切除・再建術 取扱患者数 １人　

当該医療技術の概要

医療技術名 早期肺癌および肝癌に対する動体追尾定位放射線治療 取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

医療技術名 前立腺癌に対する寡分割画像誘導強度変調放射線治療 取扱患者数 52人

当該医療技術の概要

医療技術名 前立腺癌に対する腫瘍内ブースト併用寡分割画像誘導強度変調放射線治療 取扱患者数 46人

当該医療技術の概要

医療技術名
骨盤リンパ節転移を伴う前立腺癌への標的体積内同時ブースト併用全骨盤強度
変調放射線治療

取扱患者数 4人

当該医療技術の概要

医療技術名
傍大動脈リンパ節転移を伴う前立腺癌への標的体積内同時ブースト併用全骨盤
強度変調放射線治療

取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

医療技術名 食道癌に対する強度変調放射線治療 取扱患者数 40人

当該医療技術の概要

cT1b(4cm以上）の腎細胞癌に対してロボット支援下腎部分切除術を行う（一般的な適応はcT1a(4cm以下）まで）。

現在本邦では免疫チェックポイント阻害剤は多くの癌腫で保険承認されているが、遺伝学的不安定性を誘発しネオ抗原の増加が予想
されるCDK12変異症例という範疇での適応はない。がんパネル検査でCDK12異常が同定されエキスパートパネルでオプジーボを推奨
されたので保険適応外で自費診療としてオプジーボを投与した。

肝内IVCのレベルまで進展した腫瘍塞栓を伴う腎癌に対する腎摘除術を安全・確実に行う。

全身化学療法後に強固に癒着した後腹膜リンパ節組織を安全・確実に郭清する。

婦人科がんや消化器がんの治療に伴う尿管狭窄に対して手術支援ロボットを用いて正確な手術手技にて確実な尿路再建を行う。

前頭蓋底悪性腫瘍に対する摘出術、再建術を内視鏡単独で行う。

頭蓋底腫瘍（悪性腫瘍含む）に対する摘出手術及び切除後再建手術を、外切開手術・内視鏡手術単独あるいは開頭手術と組み合わ
せた術式で行う。

肺がんや肝がんの呼吸性移動に合わせて放射線治療ビームの方向を追従させ、がんに限局した照射を行う放射線治療である。従来法
と比較して、がん病巣への線量を損なうことなく、正常肺、肝臓の線量を約20%低減することが可能となった。

前立腺癌に対して寡分割画像誘導強度変調放射線治療を適用することにより治療期間を約3週間と従来の半分以下に短縮することが
可能となり、患者負担を軽減する治療である。

前立腺癌への寡分割画像誘導強度変調放射線治療において、前立腺内の画像上指摘しうる病変へ同時ブースト法を用いて線量増加
を行うことで、安全に病変部位の線量増加が可能となった。

骨盤リンパ節転移を伴う前立腺癌に対し標的体積内同時ブースト併用全骨盤強度変調放射線治療を適応することにより、腸管などの正
常臓器への線量を抑え、病変へ必要な線量を安全に投与することが可能になった。

傍大動脈リンパ節転移を伴う前立腺癌に対し標的体積内同時ブースト併用強度変調放射線治療を適応することにより、腸管などの正常
臓器への線量を抑え、傍大動脈から骨盤領域へ必要な線量を安全に投与することが可能になった。

食道癌に対して強度変調放射線治療を利用することで、従来は実現不能だった脊髄への線量を抑え、癌病巣に必要な線量を投与する
ことが可能となった。



医療技術名 肛門管癌に対する強度変調放射線治療 取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

医療技術名 Dynamic SwingArc照射法 取扱患者数 52人

当該医療技術の概要

医療技術名 下部直腸癌に対する強度変調放射線治療 取扱患者数 18人

当該医療技術の概要

医療技術名 多発脳転移に対するsingle isocenter volumetric-modulated arc radiosurgery 取扱患者数 40人

当該医療技術の概要

医療技術名 コーンビームCT画像を用いた即時適応放射線治療 取扱患者数 55人

当該医療技術の概要

医療技術名 婦人科腫瘍に対する組織内照射併用腔内照射 取扱患者数 12人

当該医療技術の概要

医療技術名 MRIガイド下画像誘導密封小線源治療 取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

医療技術名 急性虚血性脳卒中のCT-Perfusion 検査 取扱患者数 103人　

当該医療技術の概要

医療技術名 前立腺癌の骨転移検出を目的とした全身骨MRI（DWIBS） 取扱患者数 31人　

当該医療技術の概要

医療技術名 68Ga-DOTATOC-PET/CT検査 取扱患者数 24人　

当該医療技術の概要

医療技術名 68Ga-PSMA11-PET/CT(MRI)検査 取扱患者数 59人　

当該医療技術の概要

医療技術名 FES-PET/CT検査 取扱患者数 38人　

当該医療技術の概要

医療技術名 10歳以下の小児もやもや病の治療 取扱患者数 14人

当該医療技術の概要

肛門管癌に対して強度変調放射線治療を利用することで、外陰部、膀胱、小腸への不要な高線量被曝を抑え、癌病巣へ必要な線量を
投与することが可能となった。

OXRAYではその構造上の特徴から、患者を動かすことなく非同一平面からの照射を用いた回転式の強度変調放射線治療を行うことが
可能となり、病巣の周囲の正常臓器への線量を通常の回転式強度変調放射線治療よりも低減することが可能となった。

下部直腸癌に対して強度変調放射線治療を利用することで、小腸、大腸への不要な高線量被曝を軽減し、原発巣と所属リンパ領域へ
適切な線量を投与可能となった。

多発脳転移に対して強度変調放射線治療と定位放射線治療を併用することにより、短い治療時間で病巣に必要な線量を投与すること
が可能となった。

照射前のコーンビームCT画像とAIを用いて，日々変化する患者の解剖学的特徴，腫瘍の位置や形状変化に合わせ，放射線治療計画
を最適化し，再治療計画を行う即時適応放射線治療を行うことにより、標的に確実に線量を投与し、正常臓器への照射も低減させること
が可能になった。

婦人科腫瘍に対する密封小線源治療において、腔内照射ではカバーできない標的部分に組織内照射を追加することで、正常臓器の
線量増加を回避しつつ標的目標線量を達成することが可能となった。

密封小線源治療において、アプリケータを留置した状態でMRIを撮影することにより、アプリケータ・腫瘍・正常臓器の位置関係をリアル
タイムかつ高精度に把握することが可能となり、腫瘍への高線量投与と正常臓器への線量低減との両立が可能となった。

急性虚血性脳卒中 患者に対し、CT-Perfusionの結果から脳組織の血流状態を詳細に把握することで、血栓溶解療法や血管内治療の
適応や効果を判断できるようになり最適な治療法の選択が可能となった。

前立腺癌患者に対してDWIBSを使用した全身拡散強調MRIにより、造影剤や放射性同位元素等を用いず放射線被ばくなしで、頸椎か
ら骨盤部までの広範囲の骨転移スクリーニングが可能となった。

自家合成したPET製剤(68Ga-DOTATOC)を投与してPET/CTを撮像し、神経内分泌腫瘍の病巣検索やルタテラによる内照射治療の適
否を決めるためのソマトスタチン受容体イメージングを行うものである。従来のオクトレオスキャンより診断精度が高く、ソマトスタチン受容
体イメージングとしては欧米では本検査が主流であるが、本邦では当施設のみ施行している。

自家合成したPET製剤(68Ga-PSMA11)を投与後にPET/CTまたはPET/MRIを撮像し、前立腺癌の病巣検索を行うものである。これまで
行われてきた画像診断(CT、骨シンチグラフィ)では得られない病変が明瞭に描出され、本検査は欧米では必須の検査と位置づけられ
ているが、本邦では施行できる施設が限られている。

検査薬としてエストロゲン受容体に親和性を有するPET製剤を投与し、集積状態を画像化することで、エストロゲン受容体を発現している
乳癌の病巣を検索する。日常診療で行われるFDGを用いたPET検査では陽性描画されない病変の同定に役立つことがある。

厳密な呼吸管理の元、10歳以下のもやもや病に対するカテーテル検査、バイパス手術を行う。



医療技術名 小児てんかん手術 取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

医療技術名 propofoを用いたWADA test 取扱患者数 5人　

当該医療技術の概要

医療技術名 3歳以下の小児脳腫瘍に対する治療 取扱患者数 2人　

当該医療技術の概要

医療技術名 開頭経鼻内視鏡同時手術 取扱患者数 4人　

当該医療技術の概要

医療技術名
凍結保存同種組織（ホモグラフト）を用いた胸部大動脈人工血管感染に対する手
術

取扱患者数 1人　

当該医療技術の概要

医療技術名 脳死肺移植 取扱患者数 ２８人　

当該医療技術の概要

医療技術名 生体肺移植 取扱患者数 ８人　

当該医療技術の概要

医療技術名 ハイブリッド肺移植 取扱患者数 ２人　

当該医療技術の概要

医療技術名 自家肺移植 取扱患者数 １人　

当該医療技術の概要

医療技術名 薬理遺伝学的検査 取扱患者数 634人　

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数 89

取扱い患者数の合計（人） 3871

中枢型肺癌に対して、病変側の片肺を摘出し、体外でがんのある肺葉切除を行なったのちに、残った正常肺葉を移植する。

3歳以下のてんかんの診断、てんかんの外科手術を行う。

頚動脈よりプロポフォールを投与し、優位半球となる言語、記憶機能半球を同定する。

3歳以下の脳腫瘍に対する診断、外科手術、化学療法を小児科と共同して行う。

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する
特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該医療技術が極めて先駆
的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

医薬品の薬効や副作用の個人差の要因となる遺伝子多型を評価する薬理遺伝学的（ファーマコゲノミクス：PGx）検査

頭蓋内外に進展する巨大頭蓋底腫瘍にたいして、開頭術と経鼻内視鏡手術を同時におこなう。単独手術と比較し、より安全な摘出と、よ
り強固な頭蓋底再建が可能となる。

胸部大動脈の人工血管感染に対して、感染人工血管の除去およびホモグラフト置換による再建を行う。

重症呼吸不全患者に対する脳死ドナーからの両肺および片肺移植を行っている。

脳死肺移植を待機できない重症例に対して生体肺移植を行っている。

ハイブリッド肺移植とは片方に脳死ドナー肺を対側に生体ドナー肺を移植する。生体ドナー肺と組み合わせて、ハイブリッド肺移植を行
うことにより、本来使用できないと思われる脳死ドナー肺を用いた肺移植が可能となる。



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 6 56 ベーチェット病 118
2 筋萎縮性側索硬化症 52 57 特発性拡張型心筋症 68
3 脊髄性筋萎縮症 12 58 肥大型心筋症 19
4 原発性側索硬化症 0 59 拘束型心筋症 0
5 進行性核上性麻痺 21 60 再生不良性貧血 37
6 パーキンソン病 391 61 自己免疫性溶血性貧血 2
7 大脳皮質基底核変性症 8 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 8
8 ハンチントン病 2 63 特発性血小板減少性紫斑病 33
9 神経有棘赤血球症 0 64 血栓性血小板減少性紫斑病 0
10 シャルコー・マリー・トゥース病 3 65 原発性免疫不全症候群 34
11 重症筋無力症 138 66 IgＡ 腎症 42
12 先天性筋無力症候群 0 67 多発性嚢胞腎 49
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 86 68 黄色靱帯骨化症 5

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
20 69 後縦靱帯骨化症 57

15 封入体筋炎 4 70 広範脊柱管狭窄症 5
16 クロウ・深瀬症候群 2 71 特発性大腿骨頭壊死症 71
17 多系統萎縮症 48 72 下垂体性ADH分泌異常症 25
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 55 73 下垂体性TSH分泌亢進症 6
19 ライソゾーム病 5 74 下垂体性PRL分泌亢進症 7
20 副腎白質ジストロフィー 4 75 クッシング病 12
21 ミトコンドリア病 9 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 0
22 もやもや病 162 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 28
23 プリオン病 0 78 下垂体前葉機能低下症 133

24 亜急性硬化性全脳炎 0 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 0

25 進行性多巣性白質脳症 1 80 甲状腺ホルモン不応症 0
26 HTLV-1関連脊髄症 2 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 0
27 特発性基底核石灰化症 0 82 先天性副腎低形成症 0
28 全身性アミロイドーシス 58 83 アジソン病 0
29 ウルリッヒ病 0 84 サルコイドーシス 104
30 遠位型ミオパチー 0 85 特発性間質性肺炎 211
31 ベスレムミオパチー 0 86 肺動脈性肺高血圧症 98
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 1
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 44
34 神経線維腫症 46 89 リンパ脈管筋腫症 33
35 天疱瘡 20 90 網膜色素変性症 98
36 表皮水疱症 6 91 バッド・キアリ症候群 13
37 膿疱性乾癬（汎発型） 8 92 特発性門脈圧亢進症 5
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 2 93 原発性胆汁性肝硬変 89
39 中毒性表皮壊死症 0 94 原発性硬化性胆管炎 41
40 高安動脈炎 71 95 自己免疫性肝炎 14
41 巨細胞性動脈炎 18 96 クローン病 192
42 結節性多発動脈炎 28 97 潰瘍性大腸炎 321
43 顕微鏡的多発血管炎 47 98 好酸球性消化管疾患 2
44 多発血管炎性肉芽腫症 16 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 2
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 39 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0
46 悪性関節リウマチ 42 101 腸管神経節細胞僅少症 0
47 バージャー病 6 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 0
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 8 103 CFC症候群 0
49 全身性エリテマトーデス 564 104 コステロ症候群 0
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 279 105 チャージ症候群 0
51 全身性強皮症 217 106 クリオピリン関連周期熱症候群 8
52 混合性結合組織病 68 107 若年性特発性関節炎 8
53 シェーグレン症候群 134 108 TNF受容体関連周期性症候群 1
54 成人スチル病 27 109 非典型溶血性尿毒症症候群 1
55 再発性多発軟骨炎 30 110 ブラウ症候群 0

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
111 先天性ミオパチー 0 161 家族性良性慢性天疱瘡 0
112 マリネスコ・シェーグレン症候群 0 162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 10
113 筋ジストロフィー 17 163 特発性後天性全身性無汗症 12
114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 1 164 眼皮膚白皮症 1
115 遺伝性周期性四肢麻痺 0 165 肥厚性皮膚骨膜症 8
116 アトピー性脊髄炎 0 166 弾性線維性仮性黄色腫 5
117 脊髄空洞症 0 167 マルファン症候群 27
118 脊髄髄膜瘤 0 168 エーラス・ダンロス症候群 13
119 アイザックス症候群 0 169 メンケス病 0
120 遺伝性ジストニア 0 170 オクシピタル・ホーン症候群 0
121 神経フェリチン症 0 171 ウィルソン病 6
122 脳表ヘモジデリン沈着症 2 172 低ホスファターゼ症 1

123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性白質
脳症

0 173 VATER症候群 0

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優性脳
動脈症

0 174 那須・ハコラ病 1

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性びまん性
白質脳症

1 175 ウィーバー症候群 0

126 ペリー症候群 0 176 コフィン・ローリー症候群 0
127 前頭側頭葉変性症 3 177 ジュベール症候群関連疾患 0
128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 1 178 モワット・ウィルソン症候群 0
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 0 179 ウィリアムズ症候群 0
130 先天性無痛無汗症 0 180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 0
131 アレキサンダー病 1 181 クルーゾン症候群 0
132 先天性核上性球麻痺 0 182 アペール症候群 0
133 メビウス症候群 0 183 ファイファー症候群 0
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 0 184 アントレー・ビクスラー症候群 0
135 アイカルディ症候群 0 185 コフィン・シリス症候群 0
136 片側巨脳症 0 186 ロスムンド・トムソン症候群 0
137 限局性皮質異形成 1 187 歌舞伎症候群 0
138 神経細胞移動異常症 0 188 多脾症候群 0
139 先天性大脳白質形成不全症 0 189 無脾症候群 0
140 ドラベ症候群 0 190 鰓耳腎症候群 0
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 4 191 ウェルナー症候群 0
142 ミオクロニー欠神てんかん 0 192 コケイン症候群 0
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 0 193 プラダー・ウィリ症候群 2
144 レノックス・ガストー症候群 1 194 ソトス症候群 0
145 ウエスト症候群 1 195 ヌーナン症候群 0
146 大田原症候群 0 196 ヤング・シンプソン症候群 0
147 早期ミオクロニー脳症 0 197 １p36欠失症候群 0
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 198 ４p欠失症候群 0
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0 199 ５p欠失症候群 0
150 環状20番染色体症候群 0 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0
151 ラスムッセン脳炎 0 201 アンジェルマン症候群 0
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 202 スミス・マギニス症候群 0
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 3 203 22q11.2欠失症候群 0

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん性脳
症

0 204 エマヌエル症候群
0

155 ランドウ・クレフナー症候群 0 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0
156 レット症候群 0 206 脆弱X症候群 0
157 スタージ・ウェーバー症候群 0 207 総動脈幹遺残症 0
158 結節性硬化症 5 208 修正大血管転位症 1
159 色素性乾皮症 1 209 完全大血管転位症 0
160 先天性魚鱗癬 1 210 単心室症 1



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

211 左心低形成症候群 0 259
レシチンコレステロールアシルトランスフェラーゼ
欠損症 0

212 三尖弁閉鎖症 1 260 シトステロール血症 0
213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 1 261 タンジール病 0
214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 2 262 原発性高カイロミクロン血症 0
215 ファロー四徴症 4 263 脳腱黄色腫症 0
216 両大血管右室起始症 1 264 無βリポタンパク血症 0
217 エプスタイン病 1 265 脂肪萎縮症 2
218 アルポート症候群 4 266 家族性地中海熱 11
219 ギャロウェイ・モワト症候群 0 267 高ＩｇＤ症候群 0
220 急速進行性糸球体腎炎 2 268 中條・西村症候群 0

221 抗糸球体基底膜腎炎 0 269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アクネ症
候群 0

222 一次性ネフローゼ症候群 35 270 慢性再発性多発性骨髄炎 8
223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 4 271 強直性脊椎炎 39
224 紫斑病性腎炎 4 272 進行性骨化性線維異形成症 3
225 先天性腎性尿崩症 0 273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 1
226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 3 274 骨形成不全症 0
227 オスラー病 2 275 タナトフォリック骨異形成症 0
228 閉塞性細気管支炎 0 276 軟骨無形成症 1
229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 11 277 リンパ管腫症/ゴーハム病 2
230 肺胞低換気症候群 1 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 0
231 α1－アンチトリプシン欠乏症 0 279 巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病変） 1
232 カーニー複合 0 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 1
233 ウォルフラム症候群 0 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 1

234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロフィーを
除く。）

0 282 先天性赤血球形成異常性貧血
0

235 副甲状腺機能低下症 2 283 後天性赤芽球癆 1
236 偽性副甲状腺機能低下症 0 284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 1
237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 0 285 ファンコニ貧血 0
238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 4 286 遺伝性鉄芽球性貧血 2
239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 0 287 エプスタイン症候群 0
240 フェニルケトン尿症 0 288 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 0
241 高チロシン血症1型 1 289 クロンカイト・カナダ症候群 5
242 高チロシン血症2型 0 290 非特異性多発性小腸潰瘍症 0
243 高チロシン血症3型 0 291 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸型） 0
244 メープルシロップ尿症 0 292 総排泄腔外反症 0
245 プロピオン酸血症 0 293 総排泄腔遺残 0
246 メチルマロン酸血症 0 294 先天性横隔膜ヘルニア 0
247 イソ吉草酸血症 0 295 乳幼児肝巨大血管腫 0
248 グルコーストランスポーター1欠損症 0 296 胆道閉鎖症 71
249 グルタル酸血症1型 0 297 アラジール症候群 3
250 グルタル酸血症2型 0 298 遺伝性膵炎 0
251 尿素サイクル異常症 3 299 嚢胞性線維症 0
252 リジン尿性蛋白不耐症 0 300 ＩｇＧ４関連疾患 30
253 先天性葉酸吸収不全 0 301 黄斑ジストロフィー 0
254 ポルフィリン症 0 302 レーベル遺伝性視神経症 0
255 複合カルボキシラーゼ欠損症 0 303 アッシャー症候群 1
256 筋型糖原病 1 304 若年発症型両側性感音難聴 0
257 肝型糖原病 2 305 遅発性内リンパ水腫 1

258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランスフェ
ラーゼ欠損症

0 306 好酸球性副鼻腔炎
48



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
307 カナバン病 0 331 特発性多中心性キャッスルマン病 22
308 進行性白質脳症 0 332 膠様滴状角膜ジストロフィー 0
309 進行性ミオクローヌスてんかん 0 333 ハッチンソン・ギルフォード症候群 0
310 先天異常症候群 0 334 脳クレアチン欠乏症候群 0
311 先天性三尖弁狭窄症 0 335 ネフロン癆 0
312 先天性僧帽弁狭窄症 1 336 家族性低βリポタンパク血症1（ホモ接合体） 0
313 先天性肺静脈狭窄症 1 337 ホモシスチン尿症 0
314 左肺動脈右肺動脈起始症 0 338 進行性家族性肝内胆汁うっ滞症 1

315
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／ＬＭＸ
１Ｂ関連腎症

0
339

MECP2重複症候群
0

316 カルニチン回路異常症 0
340

線毛機能不全症候群（カルタゲナー症候群を含
む。） 1

317 三頭酵素欠損症 0 341 TRPV4異常症 0
318 シトリン欠損症 1 342 LMNB1 関連大脳白質脳症
319 セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）欠損症 0 343 PURA関連神経発達異常症

320
先天性グリコシルホスファチジルイノシトール
（GPI）欠損症

0 344 極長鎖アシル-CoA 脱水素酵素欠損症

321 非ケトーシス型高グリシン血症 0 345 乳児発症 STING 関連血管炎
322 β―ケトチオラーゼ欠損症 0 346 原発性肝外門脈閉塞症
323 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 0 347 出血性線溶異常症
324 メチルグルタコン酸尿症 0 348 ロウ症候群
325 遺伝性自己炎症疾患 2
326 大理石骨病 0

327
特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるものに
限る。）

1

328 前眼部形成異常 0
329 無虹彩症 0
330 先天性気管狭窄症／先天性声門下狭窄症 0

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

疾患数 161
合計患者数（人） 5,293



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

・精神科身体合併症管理加算 ・特定集中治療室管理料２

・精神科リエゾンチーム加算 ・ハイケアユニット入院医療管理料１

・摂食障害入院医療管理加算
・総合周産期特定集中治療室管理料（母体・胎児集中治療室管理
料）

・緩和ケア診療加算 ・精神科急性期医師配置加算２のロ

・小児緩和ケア診療加算 ・地域医療体制確保加算

・精神科応急入院施設管理加算 ・救命救急入院料3

・無菌治療室管理加算１ ・精神科入退院支援加算

・無菌治療室管理加算２ ・せん妄ハイリスク患者ケア加算

・放射線治療病室治療管理加算（治療用放射性同位元素による場
合）

・精神疾患診療体制加算

・看護補助加算１ ・データ提出加算２イ・４イ

・療養環境加算 ・入退院支援加算１

・重症者等療養環境特別加算 ・入退院支援加算３

・医師事務作業補助体制加算2（２０対１） ・病棟薬剤業務実施加算１

・急性期看護補助体制加算（２５対１　看護補助者５割以上、夜間１
００対１、看護補助体制充実加算　）

・病棟薬剤業務実施加算２

・看護職員夜間配置加算（１２対１配置加算１ イ １） ・薬剤業務向上加算

・救急医療管理加算 ・精神科救急搬送患者地域連携紹介加算

・超急性期脳卒中加算 ・術後疼痛管理チーム加算

・診療録管理体制加算1 ・後発医薬品使用体制加算１

・歯科診療特別対応連携加算 ・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

・特定機能病院入院基本料(一般病棟)７対１入院基本料 ・ハイリスク妊娠管理加算

・特定機能病院入院基本料(結核病棟)７対１入院基本料 ・ハイリスク分娩管理加算

・地域歯科診療支援病院歯科初診料 ・感染対策向上加算１

・歯科外来診療医療安全対策加算２ ・患者サポート体制充実加算

・歯科外来診療感染対策加算３ ・重症患者初期支援充実加算

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・情報通信機器を用いた診療 ・栄養サポートチーム加算

・医療DX推進体制整備加算１ ・医療安全対策加算１

（様式第2）



・短期滞在手術等基本料１

・看護職員処遇改善評価料

・新生児治療回復室入院医療管理料

・小児入院医療管理料２

・精神科急性期治療病棟入院料１

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・総合周産期特定集中治療室管理料（新生児集中治療室管理料）

・新生児特定集中治療室重症児対応体制強化管理料



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

・慢性腎臓病透析予防指導管理料 ・骨髄微小残存病変量測定

・院内トリアージ実施料 ・ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査

・夜間休日救急搬送医学管理料の注３に掲げる救急搬送看護体制
加算

・がんゲノムプロファイリング検査

・二次性骨折予防継続管理料１
・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しない持続血
糖測定器を用いる場合）

・二次性骨折予防継続管理料３ ・遺伝学的検査

・下肢創傷処置管理料 ・染色体検査の注2

・腎代替療法指導管理料
・在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料の注２に掲げる遠隔モニタリン
グ加算

・一般不妊治療管理料 ・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

・生殖補助医療管理料1
・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する持続血糖
測定器を用いる場合）及び皮下連続式グルコース測定

・小児運動器疾患指導管理料 ・精神科退院時共同指導料２

・乳腺炎重症化予防ケア・指導料
・歯科疾患管理料の注11に掲げる総合医療管理加算及び歯科治療
時医療管理料

・婦人科特定疾患治療管理料 ・救急患者連携搬送料

・移植後患者指導管理料（臓器移植後） ・薬剤管理指導料

・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後） ・医療機器安全管理料１

・糖尿病透析予防指導管理料 ・医療機器安全管理料２

・がん患者指導管理料ハ ・ハイリスク妊産婦連携指導料２

・がん患者指導管理料ニ ・肝炎インターフェロン治療計画料

・外来緩和ケア管理料 ・こころの連携指導料（Ⅱ）

・がん性疼痛緩和指導管理料 ・療養・就労両立支援指導料の注３に掲げる相談支援加算

・がん患者指導管理料イ ・がん治療連携計画策定料

・がん患者指導管理料ロ ・ハイリスク妊産婦連携指導料１

・外来栄養食事指導料の注2 ・がん薬物療法体制充実加算

・外来栄養食事指導料の注３ ・連携充実加算

・糖尿病合併症管理料 ・ニコチン依存症管理料

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・心臓ペースメーカー指導管理料 遠隔モニタリング加算 ・外来放射線照射診療料

・ウイルス疾患指導料 ・外来腫瘍化学療法診療料1

（様式第2）



・全視野精密網膜電図 ・全身ＭＲＩ撮影加算

・ロービジョン検査判断料 ・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

・コンタクトレンズ検査料１ ・外来化学療法加算１

・神経学的検査 ・乳房ＭＲＩ撮影加算

・補聴器適合検査 ・小児鎮静下ＭＲＩ撮影加算

・黄斑局所網膜電図 ・頭部ＭＲＩ撮影加算

・脳磁図（その他のもの） ・血流予備量比コンピューター断層撮影

・終夜睡眠ポリグラフィー（安全精度管理下で行うもの） ・外傷全身ＣＴ加算

・脳波検査判断料１ ・心臓ＭＲＩ撮影加算

・長期継続頭蓋内脳波検査 ・乳房用ポジトロン断層撮影

・長期脳波ビデオ同時記録検査１ ・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影

・脳磁図（自発活動を測定するもの） ・冠動脈ＣＴ撮影加算

・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト
・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影（アミロイドPETイメー
ジング剤を用いた場合に限る）

・胎児心エコー法
・ポジトロン断層・磁気共鳴コンピューター断層複合撮影（アミロイド
PETイメージング剤を用いた場合を除く）

・ヘッドアップティルト試験
・ポジトロン断層・磁気共鳴コンピューター断層複合撮影（アミロイド
PETイメージング剤を用いた場合に限る）

・遺伝カウンセリング加算
・ポジトロン断層撮影（アミロイドPETイメージング剤を用いた場合を除
く）

・遺伝性腫瘍カウンセリング加算
・ポジトロン断層撮影（アミロイドPETイメージング剤を用いた場合に限
る）

・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算
・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影（アミロイドPETイメー
ジング剤を用いた場合を除く）

・検体検査管理加算(Ⅰ) ・口腔細菌定量検査

・検体検査管理加算(Ⅳ) ・精密触覚機能検査

・国際標準検査管理加算 ・画像診断管理加算4

・抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査）及び抗ＨＬＡ抗体（抗体特異性
同定検査）

・前立腺針生検法（ＭＲＩ撮影及び超音波検査融合画像によるもの）

・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判定） ・ＣＴ透視下気管支鏡検査加算

・ウイルス・細菌核酸多項目同時検出 ・経気管支凍結生検法

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・先天性代謝異常症検査 ・小児食物アレルギー負荷検査

・抗アデノ随伴ウイルス9型（AAV9）抗体 ・内服・点滴誘発試験



・移植後抗体関連型拒絶反応治療における血漿交換療法
・頭蓋内電極植込術（脳深部電極によるもの（7本以上の電極による
場合）に限る。）

・ストーマ合併症加算 ・舌下神経電気刺激装置植込術

・歯科技工士連携加算１及び光学印象歯科技工士連携加算 ・角結膜悪性腫瘍切除手術

・導入期加算3及び腎代替療法実績加算 ・内視鏡下脳腫瘍生検術及び内視鏡下脳腫瘍摘出術

・透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算 ・脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術

・難治性高コレステロール血症に伴う重度尿蛋白を呈する糖尿病性
腎症に対するLDLアフェレシス治療

・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失調症治
療指導管理料に限る。）

・腫瘍脊椎骨全摘術

・医療保護入院等診療料 ・脳腫瘍覚醒下マッピング加算

・人工腎臓 ・原発性悪性脳腫瘍光線力学療法加算

・精神科作業療法 ・人工股関節置換術（手術支援装置を用いるもの）

・精神科ショート・ケア「大規模なもの」「小規模なもの」 ・後縦靱帯骨化症手術（前方進入によるもの）

・精神科デイ・ケア「大規模なもの」「小規模なもの」 ・椎間板内酵素注入療法

・救急患者精神科継続支援料
・四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の注に掲げる
処理骨再建加算

・認知療法・認知行動療法１
・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（同種骨移植（非生体）（同種骨移
植（特殊なものに限る。）））

・依存症集団療法2（ギャンブル依存症の場合） ・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に限る。）

・歯科口腔リハビリテーション料２ ・皮膚移植術（死体）

・療養生活継続支援加算 ・自家脂肪注入

・児童思春期支援指導加算 ・組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合に限る。）

・摂食機能療法の注３に規定する摂食嚥下機能回復体制加算１ ・静脈圧迫処置（慢性静脈不全に対するもの）

・がん患者リハビリテーション料 ・多血小板血漿処置

・リンパ浮腫複合的治療料
・皮膚悪性腫瘍切除術（センチネルリンパ節加算を算定する場合に
限る。）

・脳血管疾患等リハビリテーション料(Ⅰ) ・ＣＡＤ／ＣＡＭ冠及びＣＡＤ／ＣＡＭ冠インレー

・運動器リハビリテーション料(Ⅰ) ・歯科技工加算１及び２

・呼吸器リハビリテーション料(Ⅰ) ・処置の休日加算１、時間外加算１及び深夜加算１（医科）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・無菌製剤処理料 ・歯科技工士連携加算２

・心大血管疾患リハビリテーション料(Ⅰ) ・光学印象



・乳腺悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法
・植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮下植込
型リードを用いるもの）、植込型除細動器交換術（その他のもの）及び
経静脈電極抜去術

・胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（心筋電極の場
合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術（心筋電極
の場合）

・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈電極の場
合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術（経静脈電
極の場合）

・乳がんセンチネルリンパ節加算２及びセンチネルリンパ節生検（単
独）

・両心室ペースメーカー移植術（心筋電極の場合）及び両心室ペー
スメーカー交換術（心筋電極の場合）

・乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴わないも
の）及び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うもの））

・両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及び両心室
ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）
・植込型除細動器移植術（心筋リードを用いるもの）及び植込型除細
動器交換術（心筋リードを用いるもの）

・内視鏡下甲状腺悪性腫瘍手術 ・経皮的中隔心筋焼灼術

・頭頸部悪性腫瘍光線力学療法 ・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

・乳がんセンチネルリンパ節加算１及びセンチネルリンパ節生検（併
用）

・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リードレスペー
スメーカー）

・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科診療以外の診療
に係るものに限る。）、下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）
（歯科診療以外の診療に係るものに限る。）

・経カテーテル弁置換術（経皮的肺動脈弁置換術）

・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）、下顎骨形成
術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）

・経皮的僧帽弁クリップ術

・内視鏡下甲状腺部分切除、腺腫摘出術、内視鏡下バセドウ甲状
腺全摘（亜全摘）術（両葉）、内視鏡下副甲状腺（上皮小体）腺腫過
形成手術

・不整脈手術 左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によるもの）

・内喉頭筋内注入術（ボツリヌス毒素によるもの） ・胸腔鏡下弁形成術

・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術 ・胸腔鏡下弁置換術

・喉頭形成手術（甲状軟骨固定用器具を用いたもの）
・経カテーテル弁置換術（経心尖大動脈弁置換術及び経皮的大動
脈弁置換術）

・植込型骨導補聴器（直接振動型）植込術、人工内耳植込術、植込
型骨導補聴器移植術及び植込型骨導補聴器交換術

・縦隔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）及び経鼻内視
鏡下鼻副鼻腔悪性腫瘍手術（頭蓋底郭清、再建を伴うもの）

・食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下胃、十二
指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、小腸瘻閉
鎖術（内視鏡によるもの）、結腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、腎（腎
盂）腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、尿管腸瘻閉鎖術（内視鏡による
もの）、膀胱腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、腟腸瘻閉鎖術（内視鏡
によるもの）

・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。）、鏡視
下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。）（内視鏡手
術用支援機器を用いる場合）及び鏡視下喉頭悪性腫瘍手術（内視
鏡手術用支援機器を用いる場合）

・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）

・網膜再建術 ・同種死体肺移植術

・経外耳道的内視鏡下鼓室形成術 ・生体部分肺移植術

・人工中耳植込術
・胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

・緑内障手術（濾過胞再建術（needling法））
・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除で内視鏡支援機器を用いる
場合）

・毛様体光凝固術（眼内内視鏡を用いるものに限る。）
・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は１肺葉を超えるもので内
視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いるもの） ・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（気管支形成を伴う肺切除）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートのあるも
の））

・胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

・緑内障手術（緑内障手術（流出路再建術（眼内法））及び水晶体
再建術併用眼内ドレーン挿入術）

・胸腔鏡下肺切除術（区域切除及び切除術又は１肺葉を超えるもの
に限る）（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）



・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術 ・精巣内精子採取術

・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術

・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術
・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるも
の）

・同種死体肝移植術 ・精巣温存手術

・腹腔鏡下膵中央切除術 ・女子性器悪性腫瘍手術センチネルリンパ節生検加算

・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術
・膀胱頚部形成術（膀胱頚部吊上術以外）、埋没陰茎手術、陰嚢水
腫手術（鼠径部切開によるもの）

・腹腔鏡下肝切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） ・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

・移植用部分肝採取術（生体）（腹腔鏡によるもの） ・尿道狭窄グラフト再建術

・生体部分肝移植術 ・人工尿道括約筋植込・置換術

・腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの） ・生体腎移植術

・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以上）を伴
うものに限る。）

・膀胱水圧拡張術、ハンナ型間質性膀胱炎手術（経尿道的）

・腹腔鏡下肝切除術
・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

・腹腔鏡下胃全摘術（単純全摘術）（内視鏡手術用支援機器を用い
る）及び腹腔鏡下胃全摘術（悪性腫瘍手術）（内視鏡手術用支援機
器を用いる

・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの)、
腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの)

・腹腔鏡下胃縮小術（スリーブ状切除によるもの） ・腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術 ・同種死体腎移植術

・腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するもの）
・腹腔鏡下直腸切除・切断術（切除術、低位前方切除術及び切断術
に限る。）（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・腹腔鏡下胃切除術（単純切除術）（内視鏡手術用支援機器を用い
る）及び腹腔鏡下胃切除術（悪性腫瘍手術）（内視鏡手術用支援機
器を用いる）

・腹腔鏡下副腎摘出手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）及
び腹腔鏡下副腎髄質腫瘍摘出手術（褐色細胞腫）（内視鏡手術用支
援機器を用いるもの）

・腹腔鏡下噴門側胃切除術（単純切除術）（内視鏡手術用支援機
器を用いる）及び腹腔鏡下噴門測胃切除術（悪性腫瘍手術）（内視
鏡手術用支援機器を用いる）

・腎腫瘍凝固・焼灼術（冷凍凝固によるもの）

・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈） ・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

・腹腔鏡下リンパ節群郭清術術（側方） ・内視鏡的小腸ポリープ切除術

・内視鏡的逆流防止粘膜切除術
・腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

・補助人工心臓 ・同種死体膵島移植術

・経皮的下肢動脈形成術 ・生体部分小腸移植術

・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（後腹膜） ・同種死体小腸移植術

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）
・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの） ・同種死体膵移植術、同種死体膵腎移植術



・周術期薬剤管理加算

・放射線治療専任加算

・外来放射線治療加算

・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

・麻酔管理料（Ⅰ）

・麻酔管理料（Ⅱ）

・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 ・歯科外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）

・胃瘻造設時嚥下機能評価加算 ・入院ベースアップ評価料

・凍結保存同種組織加算

・輸血管理料Ⅰ ・歯科矯正診断料

・コーディネート体制充実加算
・顎口腔機能診断料（顎変形症（顎離断等の手術を必要とするものに
限る。）の手術前後における歯科矯正に係るもの）

・同種クリオプレシピテート作製術 ・外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）

・医科点数表第２章第10 部手術の通則の16 に掲げる手術（胃瘻造
設術

・病理診断管理加算２

・医科点数表第２章第10部手術の通則の19に掲げる手術（遺伝性
乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房切除術に限る。）

・悪性腫瘍病理組織標本加算

・医科点数表第２章第10部手術の通則の19に掲げる手術（遺伝性
乳癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附属器腫瘍摘出術）

・クラウン・ブリッジ維持管理料

・胎児輸血術及び臍帯穿刺 ・保険医療機関間の連携による病理診断

・体外式膜型人工肺管理料
・保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による術中迅速
病理組織標本作製

・手術の休日加算１、時間外加算１及び深夜加算１（医科）
・保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による迅速細胞
診

・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。） ・定位放射線治療

・腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術 ・定位放射線治療呼吸性移動対策加算

・胎児胸腔・羊水腔シャント術 ・画像誘導密封小線源治療加算

・腹腔鏡下腟式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡手術用
支援機器を用いる場合）

・画像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ）

・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。) ・体外照射呼吸性移動対策加算

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・腹腔鏡下仙骨膣固定術 ・高エネルギー放射線治療

・腹腔鏡下仙骨膣固定術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） ・１回線量増加加算



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 21 例

剖検率（％） 5.90%

　 (注）2 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

　・　流産検体を用いた染色体検査

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・　ＬＤＬアフェレシス療法 　・

　・　MRI撮影及び超音波検査融合画像に基づく前立腺
針生検法

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定方
法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技術に
ついて記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

注）1 　「臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況」欄については、選択肢の１・２どちらかを選択する（○で囲む等）こと

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

16 件

　・

　・

剖　検　の　状　況

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

1,612,000 補

390,000 補

650,000 補

1,950,000 補

1,300,000 補

1,560,000 補

1,170,000 補

1,300,000 補

260,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

910,000 補

910,000 補

1,560,000 補
原因不明の炎症性疾患におけるⅠ型IFN応答

遺伝の発現解析と新規炎症病態の解明
井澤　和司 小児科 文部科学省

細胞療法の治療効果予測のためのCell
Tracking PET診断用薬剤の開発

志水　陽一 放射線診断科 文部科学省

小児脳MRIにおけるMR Fingerprintingの応用 伏見　育崇 放射線診断科 文部科学省

PETイメージングを用いた慢性脳虚血がアルツ
ハイマー病理発現におよぼす影響の解明

山内　浩
精神科神経科（精

神医学）
文部科学省

乳癌縮小手術・非手術治療を可能とする高精
度マルチパラメトリックイメージングの開発

片岡　正子 放射線診断科 文部科学省

最新多角的オミックス解析を用いた慢性活動
性EBV感染症の病態解析研究

加藤　格 小児科 文部科学省

臨床検体からの抗原直接検出による薬剤耐性
菌の迅速検査法の開発と臨床評価

松村　康史 臨床病態検査学 文部科学省

CRISPRスクリーンを用いたHIV-1潜伏感染分
子メカニズムの解析

白川　康太郎 血液内科 文部科学省

大腸前がん病変におけるSpheroid増殖能の意
義とメカニズムの解明

山田　敦
腫瘍内科（腫瘍薬

物治療学）
文部科学省

医学教育における視覚教材の歴史に関する
研究

森下　真理子 医療安全管理部 文部科学省

細胞老化の誘導する非細胞自律的な代謝・炎
症制御機構の解明

三河　拓己
地域ネットワーク医

療部
文部科学省

膵癌放射線治療における腫瘍内低酸素領域
の動態と低酸素誘導因子との関係の検討

吉村　通央 放射線治療科 文部科学省

ヒトにおける細胞外マトリックスの代謝への影響
の検討

井上　真由美
先制医療・生活習
慣病研究センター

文部科学省

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

月経関連の情動、認知機能変化の包括的理
解目指した縦断的脳画像研究

植野　司
総合臨床教育・研

修センター
文部科学省

（様式第3）



1,300,000 補

1,560,000 補

1,690,000 補

1,300,000 補

1,560,000 補

1,300,000 補

1,170,000 補

1,430,000 補

780,000 補

1,430,000 補

780,000 補

520,000 補

1,170,000 補

1,300,000 補

1,170,000 補

780,000 補

松原　淳一
腫瘍内科（腫瘍薬

物治療学）
文部科学省

CXCR7の動脈硬化における機能解明とPETに
よる臨床応用に向けて

肺動脈性肺高血圧症におけるTRPC6, CNP経
路の研究

冠動脈プラークのOCT画像をAIで解析を行い
長期臨床成績を予測する研究

免疫学的恒常性の破綻と肺気腫フェノタイプ
の形成機序の解明

翻訳後修飾に着目した肉芽腫性炎症の制御
機構解明

トリフルリジンとWee1阻害による食道扁平上皮
癌に対する新たな治療戦略の確立

大橋　真也
先制医療・生活習
慣病研究センター

文部科学省

炎症性肝発癌過程におけるDNA脱メチル化
酵素の機能的役割と分子機序の解明

高井　淳 消化器内科 文部科学省

CDKN3阻害剤による大腸癌の抗癌薬治療耐
性機序の克服と新規治療法開発

正常妊娠維持および不育症におけるスフィン
ゴ脂質代謝の役割の解明

水岸　貴代美 血液内科 文部科学省

抗MDA5抗体陽性皮膚筋炎合併間質性肺炎
モデルマウスの構築と病態機序の探究

ヒトES/IPS細胞を用いた副腎皮質・血管分化
機構の解明および内分泌学的解析

肝移植後の抗体関連拒絶制御に向けた新規
バイオマーカー探索

胆道癌の腫瘍内不均一性を基盤とした新規治
療標的の開発

術後の血管内皮グリコカリックス障害予防を目
指した周術期血糖管理方法の開発

幹細胞と抗菌薬の局所投与で難治性インプラ
ント感染を制御するための基礎研究

患者由来ゼノグラフトを用いたCDK12変異前
立腺癌のPARP阻害薬不応性の克服

馬場　理

木下　秀之

山地　杏平

田辺　直也

神戸　直智

中嶋　蘭（笹井蘭）

田浦　大輔

伊藤　孝司

長井　和之

江木　盛時

黒田　隆

後藤　崇之

先制医療・生活習
慣病研究センター

地域医療システム
学講座(寄附講座）

循環器内科

リハビリテーション
科

皮膚科

免疫・膠原病内科

糖尿病・内分泌・栄
養内科

肝胆膵・移植外科

肝胆膵・移植外科

麻酔科

整形外科

泌尿器科

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省



1,430,000 補

1,040,000 補

1,300,000 補

910,000 補

1,040,000 補

780,000 補

1,170,000 補

910,000 補

910,000 補

390,000 補

1,300,000 補

1,300,000 補

910,000 補

1,560,000 補

520,000 補

1,560,000 補

炎症性膀胱疾患における慢性炎症と尿路上
皮ギャップ結合蛋白の関与の解明

難治性卵巣癌に対する、抗VEGF抗体とB7H3
を標的とした併用療法の開発

母体血流によるシェアストレスが絨毛間腔にお
いて妊娠初期絨毛に与える影響の解明

喉頭の発声機構に基づく声質の解明および音
声治療への応用

視神経症の時空間周波数特性の解析

真皮micrograft移植による自家培養表皮の生
着率向上

線維性結合組織の非線形粘弾性の解明－三
次元ダイナミックイメージングによる定量解析

咀嚼能力と死亡率の関連とその原因となるメカ
ニズムの網羅的探索

NDB・多施設レジストリー・単施設コホートの融
合による関節リウマチの合併症の解明

喫煙による肺の気腫性変化を早期に検出する
画像指標とバイオマーカーの探索

重症呼吸不全患者における肺移植術後の予
後改善に関する研究

耐糖能異常（IGT）段階で早期に診断を行うた
めの指標の探索

癌領域の医薬品、診断薬、再生医療の開発早
期に必要な臨床データに関する研究

腸内細菌による n-6系不飽和脂肪酸代謝産
物の腸管炎症おける病態生理学的役割の解

明

喉頭癌・下咽頭癌の放射線治療における喉頭
機能温存予測モデルの開発

使用用途別のインターネット嗜癖・リテラシーに
関する神経画像研究

河野　仁

村上　隆介

千草　義継

児嶋　剛

須田　謙史

坂本　道治

齊藤　晋

浅井　啓太

大西　輝

今井　誠一郎

佐藤　晋

辰巳　真貴子

永井　純正

岡部　誠

鈴木　綾（中嶋綾）

藤原　広臨

泌尿器科

産科婦人科

産科婦人科

耳鼻咽喉科・頭頸
部外科

眼科

形成外科

形成外科

歯科口腔外科

リウマチ性疾患先
進医療学講座

先制医療・生活習
慣病研究センター

呼吸管理睡眠制御
学講座

先制医療・生活習
慣病研究センター

先端医療研究開発
機構　医療開発部

消化器内科

放射線治療科

精神科神経科（精
神医学）

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省



910,000 補

1,430,000 補

1,820,000 補

1,690,000 補

910,000 補

1,820,000 補

1,950,000 補

1,430,000 補

1,560,000 補

650,000 補

2,210,000 補

1,560,000 補

1,950,000 補

1,820,000 補

1,560,000 補

2,080,000 補

医用画像QAエージェント

SR-PETによる各種腫瘍のSSTR発現評価と
PRRT適応可能性の検証

Micropapillary carcinomaの極性転換を標的と
した治療戦略

冠動脈3枝疾患の治療法選択における3次元
血管造影定量解析による機能的虚血評価の

意義

福山型筋ジストロフィーの拡張型心筋症発症・
進行機序の解明

iPS細胞由来サブタイプ特異的心筋細胞を用
いた家族性洞不全症候群の病態解明

肺癌転移性肝腫瘍における肝転移生体内観
察モデルを用いた新規治療戦略の開発

肺傷害後の再生における幹細胞の活性化と肺
胞再構築メカニズムの検討

メンデルランダム化解析による特発性肺線維
症の治療ターゲットの探索

アトピー性皮膚炎における角質細胞間脂質と
皮膚常在細菌叢のクロストークの解明

サルコイドーシスの肉芽腫形成おけるエネル
ギー代謝経路の同定

自然免疫に着目した、川崎病の病態解明およ
び新規治療法の開発

全身性エリテマトーデス患者B細胞で高発現
するTYMSのB細胞における機能的役割の解

明

非コードRNAによる褐色脂肪細胞・ベージュ脂
肪細胞の活性化機構の解明

HO-1遺伝子多型性に基づいた常温機械灌
流装置を用いた個別化治療の開発

iRGDによる胃癌免疫チェックポイント阻害剤併
用化学療法の選択的増強効果の可能性

藤本　晃司

河井　可奈江
（三宅可奈江）

小沼　邦重

塩見　紘樹

馬場　志郎

牧山　武

吉田　博徳

佐藤　篤靖

半田　知宏

中島　沙恵子

中溝　聡

山下　浩平

吉藤　元

堀江　貴裕

影山　詔一

久森　重夫

放射線診断科

放射線診断科

クリニカルバイオリ
ソース研究開発講

座（産学共同）

循環器内科

総合周産期母子医
療センター

循環器内科

呼吸器内科

呼吸器内科

呼吸器内科

皮膚科

皮膚科

血液内科

免疫・膠原病内科

循環器内科

肝胆膵・移植外科

消化管外科

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省



1,560,000 補

1,560,000 補

1,690,000 補

1,820,000 補

1,170,000 補

1,820,000 補

1,300,000 補

1,820,000 補

1,430,000 補

1,560,000 補

1,820,000 補

910,000 補

1,560,000 補

1,560,000 補

1,430,000 補

130,000 補

心臓血管外科領域におけるiPS細胞技術を用
いた新規遺伝子治療ベクターの開発

ドラッグデリバリーシステムを応用した抗菌性ス
テントグラフトの開発

中枢気道修復を目的とした新規ポリグリコール
酸素材の開発

ラット肺移植における体外肺灌流保存中の炎
症性サイトカイン制御

尿中酸素分圧に着目した腎血流低下および
急性腎障害の早期検出に関する研究

高位脛骨骨切り術の術前後のキネマティックス
および応力の解析

GWASとシングルセル解析から転写性エンハ
ンサーに着目する変形性関節症の病態解明

マクロファージ動態制御による声帯線維化予
防技術開発

ヒトiPS細胞由来気道上皮シート鼻腔移植モデ
ルの作製

鶏蝸牛有毛細胞再生過程における支持細胞
reprogramming機構の解明

Mixed Realityデバイスを用いた音声治療支援
機器開発基礎技術の研究

高齢者における内耳非依存的な中枢性聴覚
神経機能評価　高齢人工内耳装用者の新展

開

糖尿病網膜症における細胞外小胞による神経
血管ユニット障害を標的とした新規治療開発

クリスタリン網膜症治療薬の最適化検討

胆汁鬱滞においてMRTFA/Bを介したビリン発
現調節機構の解明

新生児蘇生のための遠隔講習および遠隔支
援と人材育成のためのデジタルポートフォリオ

池田　義

川東　正英

豊　洋次郎

中島　大輔

溝田　敏幸

中村　伸一郎

西谷　江平

岸本　曜

北田　有史

中川　隆之

藤村　真太郎

山崎　博司

村上　智昭

井上　由美

尾関　宗孝

岩永　甲午郎

心臓血管外科

心臓血管外科

呼吸器外科

呼吸器外科

麻酔科

運動器機能再建学
講座（寄附）（整形

外科）

整形外科

耳鼻咽喉科・頭頸
部外科

耳鼻咽喉科・頭頸
部外科

耳鼻咽喉科・頭頸
部外科

耳鼻咽喉科・頭頸
部外科

総合臨床教育・研
修センター

眼科

眼科

先端医療研究開発
機構　クリニカルバ
イオリソースセン

ター

小児科

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省



910,000 補

2,210,000 補

2,600,000 補

2,600,000 補

2,600,000 補

2,860,000 補

650,000 補

780,000 補

1,430,000 補

520,000 補

910,000 補

1,170,000 補

780,000 補

910,000 補

780,000 補

910,000 補

キメラ抗原受容体T細胞療法に対するリハビリ
テーション戦略構築に向けた挑戦

NASHの成因にブドウ糖・果糖の代謝物である
短鎖アルデヒドが果たす役割の解明

神経発達症群と腫瘍形成におけるクロストーク
の解明と新規創薬の開発

エネルギー代謝可視化と霊長類胎児腎解析
で迫るネフロン数決定機構の解明

気の利く手術室実現に向けた空間に偏在する
複数人の知的活動の情報の顕在化

タンパク質分解系を利用した神経変性疾患の
病態解明と治療法の探索

プロテオーム解析による原発性免疫不全症候
群の新生児マススクリーニング法の開発

新規腎機能評価方法論による小児移植患者
のバルガンシクロビル適正投与設計の構築

転移性脳腫瘍に対する過分割多段階照射の
最適な線量投与方法の開発と臨床評価

個別化治療に向けた大腸癌StageIV根治術症
例のctDNAバイオマーカーの探索

出血発症もやもや病の術後10年予後解明を
目指した多施設コホート研究

最適な濃度の抗菌イオンを徐放し、優れた骨
形成促進作用を有するインプラントの開発

蝸牛有毛細胞における極性形成のメカニズム

加齢黄斑変性におけるreticular pseudodrusen
の特徴

マインドフルネスの感情調節効果と痩せ：神経
性痩せ症の介入開発に向けた基盤的研究

大腸癌患者由来癌細胞ライブラリーを用いた
癌幹細胞性の可塑性に関する研究

濱田　涼太

池田　香織

滝田　順子

柳田　素子

山本　豪志朗

山門　穂高

柴田　洋史

勝部　友理恵

丹羽　恵（宇藤恵）

岡村　亮輔

舟木　健史

奥津　弥一郎

十名　洋介

上田　奈央子

野田　智美

前川　久継

リハビリテーション
部

先端医療研究開発
機構　臨床研究支

援部

小児科

腎臓内科

先制医療・生活習
慣病研究センター

脳神経内科

小児科

薬剤部

放射線治療科

消化管外科

脳神経外科

整形外科

耳鼻咽喉科・頭頸
部外科

眼科

精神科神経科（精
神医学）

がん個別化医療開
発講座（消化管外

科）

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省



260,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

130,000 補

1,430,000 補

1,170,000 補

520,000 補

1,040,000 補

1,560,000 補

1,560,000 補

1,690,000 補

390,000 補

1,430,000 補

1,300,000 補

650,000 補

520,000 補

免疫チェックポイント阻害薬の新規効果予測
因子としての腸内微生物叢の包括的解析

乳がん患者における腫瘍流入領域リンパ節の
免疫微小環境解析を用いた新規治療戦略開

発

ネクロトーシスの制御による新たなパーキンソ
ン病治療の可能性

要介護リスクに寄与するQOLの構成及び変化
パターンの解明

広帯域皮質脳波の定量化によるてんかん焦点
のバイオマーカーの開発

ギャンブル障害の臨床経過に関わる神経基盤
について

神経性やせ症の反社会的行動における非侵
襲的脳刺激法の効果

放射線治療開始までの時間短縮が可能かつ
体内状況に適応する次世代放射線治療法の

開発

放射線治療による好中球細胞外トラップを介し
た遠隔転移のメカニズム解明と予防法開発

網羅的遺伝子スクリーニング技術を用いた甲
状腺癌内用療法に対する抵抗性因子の探索

未分化型胃癌の腫瘍内heterogeneityを考慮し
た遺伝子解析研究

慢性冠症候群患者に対するアスピリンの有効
性および制酸剤の消化管出血予防効果の検

討

抗IL-5受容体抗体による好塩基球を介した獲
得免疫系への影響の解明

閉塞性睡眠時無呼吸で惹起されるミトコンドリ
ア機能異常のメカニズムとその影響の検討

特発性肺線維症における単球・マクロファージ
の疾患特異的サブタイプの検討

大規模データの機械学習解析による造血細胞
移植治療の最適化

米倉　慧

山口　絢音

中西　悦郎

紙谷　司

小林　勝哉

鶴身　孝介

磯部　昌憲

伊良皆　拓

中島　良太

子安　翔

二階堂　光洋

山本　絵里香

砂留　広伸

濱田　哲

池添　浩平

新井　康之

皮膚科

麻酔科

脳神経内科

総合臨床教育・研
修センター

脳神経内科

精神科神経科（精
神医学）

精神科神経科（精
神医学）

放射線治療科

放射線部

放射線診断科

消化器内科

先端医療研究開発
機構　医療開発部

（循環器内科）

呼吸管理睡眠制御
学講座

呼吸不全先進医療
講座（産学共同）

呼吸器内科

検査部

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省



1,690,000 補

650,000 補

845,000 補

1,040,000 補

650,000 補

650,000 補

1,040,000 補

1,040,000 補

1,820,000 補

1,170,000 補

780,000 補

910,000 補

1,690,000 補

1,300,000 補

1,300,000 補

780,000 補

核内受容体NR4Aの低分子アゴニストによる自
己免疫疾患の治療効果についての研究

ヨード輸送体ペンドリンは甲状腺機能亢進症
の治療標的となるか

食道腺癌の発癌促進作用がある菌の同定とそ
の発癌促進機構の解明

リアルワールドデータを用いたICU入室高齢患
者の退室後の要介護度についての研究

インプラント表面処理と骨形成薬による骨粗鬆
症椎体における骨結合促進効果の検討

膀胱癌同種移植マウスモデルを用いた化学療
法感受性を規定する腫瘍免疫微小環境の解

明

蝸牛有毛細胞再生機構におけるエンドセリン
受容体Bの機能解明

フォン・ヒッペル・リンドウ病における網膜血管
芽腫の臨床病態解明・評価系の確立

CNPを用いた投薬による低侵襲な顎変形症の
新規治療法の確立

非回復性睡眠が生活習慣病等の発症に影響
を及ぼすメカニズムの解明

没入型バーチャルリアリティを利用した高次脳
機能障害のリハビリテーション

人を対象とする非医学系研究に対する質の高
い研究倫理支援サービスの枠組みの構築

一酸化炭素持続放出分子を用いた新規認知
症治療薬の開発

画像・生理解析によるBAFMEの病態解明：不
随意運動か、てんかんか、変性疾患か

生理・病態下における皮質-視床関連ネット
ワークの解明

注意欠如多動症の多動を標的とした機械学習
による動画解析

日和　良介

山内　一郎

奥村　慎太郎

武田　親宗

清水　孝彬

北　悠希

松永　麻美

高橋　綾子

山中　茂樹

高橋　順美

ＬＩＵ　ＣＨＡＮＧ

渡邉　卓也

安田　謙

戸島　麻耶

宇佐美　清英

上月　遥

免疫・膠原病内科

糖尿病・内分泌・栄
養内科

消化管外科

麻酔科

整形外科

泌尿器科

耳鼻咽喉科・頭頸
部外科

眼科

歯科口腔外科

呼吸器内科（呼吸
管理睡眠制御学講

座）

リアルワールドデー
タ研究開発講座

（産学共同）

倫理支援部

脳神経内科

脳神経内科

検査部

精神科神経科（精
神医学）

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省



1,560,000 補

910,000 補

1,040,000 補

2,340,000 補

1,690,000 補

1,820,000 補

2,340,000 補

1,820,000 補

2,080,000 補

780,000 補

1,430,000 補

1,560,000 補

1,820,000 補

1,560,000 補

1,300,000 補

1,040,000 補

活性化T細胞のPET分子イメージングによる免
疫チェックポイント阻害薬の治療効果予測

前立腺癌放射線治療後局所再発に対する革
新的な救済局所再照射アプローチの開発

機能心肺温存体幹部定位放射線治療の治療
計画手法の確立

Regnase-1を介した大腸癌新規治療の開発

患者由来肺癌細胞株を用いた腫瘍内不均一
性の性質に関与する因子探索研究

糸球体内皮細胞におけるGC-Aとp38 MAPK
のクロストークの解明

ポドサイト障害におけるp38 MAPKの意義の解
明

冬眠によるエネルギー代謝機構の変化と腎保
護メカニズムの解明

皮膚局所のリンパネットワークとしてのiSALTに
ついての検討

Development of tumor-immunoprofiling to
predict therapy response against acute

lymphoblastic leukemia

B細胞リンパ腫がB細胞受容体シグナル依存
性から脱却するメカニズムとその治療応用

骨伸長の調節機構解明による新規低身長治
療法の探索

慢性膵炎における細胞外マトリックスの変化に
着目した新規膵島分離法の開発

腫瘍特異的抗体と蛍光の接合化合物を用い
た新たな蛍光ガイド手術の確立

オピオイドの精神依存形成に関与する分子生
物学的変化の検討

敗血症発症早期の骨格筋電気刺激療法が
ICU-AWに及ぼす影響の検討

野橋　智美

相澤　理人

岸　徳子

井口　恵里子

船造　智子

加藤　有希子

山田　博之

山本　伸也

小亀　敏明

石山　賢一

有馬　浩史

植田　洋平

山根　佳

西野　裕人

白木　敦子

松川　志乃

先制医療・生活習
慣病研究センター
（放射線診断科）

放射線治療科

放射線治療科

消化器内科

呼吸器内科

腎臓内科

初期診療･救急医
学

腎臓内科

皮膚科

血液内科

血液内科

糖尿病・内分泌・栄
養内科

肝胆膵・移植外科

肝胆膵・移植外科

麻酔科

麻酔科

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省



650,000 補

1,820,000 補

2,340,000 補

2,340,000 補

1,430,000 補

2,340,000 補

1,040,000 補

520,000 補

1,300,000 補

910,000 補

260,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

ヒト下垂体幹細胞の分離・分化誘導による自家
移植治療の開発

腎細胞癌の前臨床モデルを用いたカボザンチ
ニブ耐性獲得機序の解明

子宮癌肉腫における上皮間葉転換による免疫
多様性の解明

ステアリン酸が卵巣癌増殖抑制を来すメカニズ
ムの解明

放射線照射後声帯の網羅的解析

タイトジャンクション修復による糖尿病における
血管透過性亢進の治療開発

創傷専用A・G・B群溶連菌迅速診断キットの開
発による劇症型壊死性筋膜炎の早期診断

非構造的臨床データにおける特徴量重要度
の算出手法の開発と臨床研究への応用

血液透析患者におけるQT延長の発生・要因・
予後への影響の解明

入院中の造血器疾患患者に生じる骨格筋変
性の臨床的特徴と，関連因子の解明

覚醒下脳腫瘍摘出術における術中運動モニタ
リングの開発と臨床応用

マウスに対するB型肝炎ウイルス感染成立に不
可欠な宿主因子の網羅的探索

薬理学的研究と臨床研究に基づくステロイドに
よる不眠の治療アルゴリズム構築

レジリエンスを評価するのに役立つエピジェネ
ティックマーカーとその神経基盤の探索

皮膚シュワン細胞のサブタイプ分類の解析

糞便中の大腸菌クローンの網羅的かつ定量的
な新規メタゲノム解析手法の開発

佐野　徳隆

住吉　崇幸

滝　真奈

山ノ井　康二

河合　良隆

石原　健司

津下　到

日高　優

佐々木　彰

村尾　昌信

馬場　千夏

犬塚　義

重面　雄紀

稲葉　啓通

入江　浩之

津田　裕介

脳神経外科

泌尿器科

産科婦人科

産科婦人科

耳鼻咽喉科・頭頸
部外科

眼科

形成外科

先端医療研究開発
機構　クリニカルト
ライアルサイエンス

部

総合臨床教育・研
修センター

リハビリテーション
部

リハビリテーション
部

地域医療システム
学講座（寄附）（消

化器内科）

薬剤部

精神科神経科（精
神医学）

皮膚科

検査部

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省



1,430,000 補

1,300,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

600,000 補

650,000 補

1,430,000 補

1,300,000 補

900,000 補

470,000 補

470,000 補

PSTPIP1関連自己炎症性疾患におけるインフ
ラマソーム制御機構解明

肝細胞癌の発生におけるTERT遺伝子の役割
を解明する

抗インテグリンαvβ6抗体を用いた小児IBD患
者における新たな診断法と治療戦略の確立

ロングリードシーケンスによる新規SVAレトロトラ
ンスポゾンの特性と疾患関連性の解明

肝移植周術期における好中球細胞死（ネトー
シス）の意義ー基礎研究から臨床応用へ

IL18経路抑制による肝移植などに伴う肝虚血
再灌流障害の阻止とその機構の解析

光干渉断層計画像における脈絡膜の正常所
見の解明

口腔疾患が全身疾患の性差に寄与するメカニ
ズムの網羅的探索

交替制勤務者のサーカディアンリズムが代謝
に及ぼす影響の検討

細胞傷害性がん治療法による残存がん細胞の
再生メカニズムの解明と標的化

ゲノム・エピゲノム異常の統合的解析による炎
症性肝発癌メカニズムの解明

CD47に着目した腫瘍内不均一性の機序解明

がん免疫療法の新規治療戦略構築を目指し
た腸内細菌・真菌・ウイルス叢の解析

複雑脳における神経幹細胞系譜の多様性の
解析

体外循環装置使用下での一斉定量系を用い
た抗菌薬の最適投与設計法の構築

プロポフォール脳中濃度の個体間変動因子探
索による薬物動態モデル再構築

前田　由可子

三嶋　眞紗子

村本　雄哉

矢野　直子

平尾　浩史

門野　賢太郎

森　雄貴

福原　紫津子

近藤　亜樹

井上　正宏
→COPPO
ROBERTO

井口　恵里子

船造　智子

米倉　慧

岡田　信久

小島　悠輔

川田　将義

小児科

先制医療・生活習
慣病研究センター

消化器内科

小児科

肝胆膵・移植外科

肝胆膵・移植外科

眼科

歯科口腔外科

遺伝子診療部

クリニカルバイオリ
ソース研究開発講

座（産学共同）

消化器内科

呼吸器内科

皮膚科

MIC　健康加齢医
学講座

薬剤部

薬剤部

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省



460,000 補

450,000 補

470,000 補

450,000 補

460,000 補

470,000 補

37,700,000 補

7,800,000 補

3,900,000 補

20,410,000 補

2,340,000 補

3,770,000 補

4,160,000 補

2,470,000 補

3,640,000 補

2,210,000 補

薬理遺伝学的検査に基づくクロザピン個別化
投与設計法の確立

ベネトクラクスの薬物動態に影響を及ぼす因
子の探索と個別化投与設計に関する研究

薬物動態-薬力学-薬理遺伝学的解析に基づ
くエドキサバンの個別化減量基準の構築

肺移植患者における血中濃度に基づくバルガ
ンシクロビル投与方法の臨床的有用性の検証

NICUおよびGCU入室児の運動発達に影響を
及ぼす因子の検討

ICU入室患者に対する神経筋電気刺激介入
の標準化へ向けた検討

皮膚における多様な免疫応答の誘導機序と他
臓器との免疫学的連関の解明

老化変容レジレンスの修復による老化新健康
概念の創出

更年期の鉄欠乏とメンタル不調の関連：女性ホ
ルモンの衰退に抗わない予防医学の開拓

小児期から若年成人期に発症する悪性腫瘍
の克服に資する時空的多様性の解明

超高磁場MRIを用いた視床下部機能的結合
解析の新規開発と気分障害への応用

ハイブリッド療法による大腸がん治療抵抗性メ
カニズムの克服

皮下血管誘導反応の機構解明に基づく細胞
移植用免疫寛容空間構築技術の開発

卵巣がんのがん・宿主多様性の解明による新
たな診断・治療戦略の開発

タウ・アミロイドPETおよび7テスラMRI/MRSによ
る中高年期精神疾患の層別化

非転移性超高リスク前立腺癌に対する革新的
放射線治療アプローチの開発

山本　将太

山際　岳朗

渡邉　愛未

片田　佳希

浅野　伝美

吉岡　佑二

椛島　健治

近藤　祥司

江川　美保

滝田　順子

村井　俊哉

中西　祐貴

穴澤　貴行

万代　昌紀

久保田　学

溝脇　尚志

薬剤部

薬剤部

薬剤部

薬剤部

リハビリテーション
部

リハビリテーション
部

皮膚科

地域ネットワーク医
療部

産科婦人科

小児科

精神科神経科（精
神医学）

消化器内科

臓器移植医療部

産科婦人科

精神科神経科（精
神医学）

放射線治療科

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省



5,330,000 補

4,160,000 補

4,160,000 補

3,770,000 補

3,770,000 補

5,590,000 補

4,810,000 補

7,280,000 補

5,850,000 補

6,370,000 補

8,060,000 補

1,550,000 補

6,630,000 補

4,160,000 補

5,590,000 補

5,070,000 補

RNF213関連血管障害に対するIL-1βの役割
解明と前臨床モデルの創出

正常脳組織のゲノム解析によるIDH変異型グリ
オーマ発生基盤の解明と先制医療開発

遺伝子改変尿路上皮オルガノイドによる膀胱
発癌メカニズムの解明と免疫治療のモデル化

光刺激人工内耳が加速させる細胞移植と分化
転換からの蝸牛神経再生による新規難聴治療

臨床能力を育む医療教育システムの実現に向
けた患者仮想化技術の創出

老化レジリエンス変容に必須な代謝特性の解
明と加齢性疾患への応用

乳がんの精密診断のための包括的PET画像
診断法の確立

大腸がん幹細胞の可塑性を制御する時空間
的メカニズムの解析

大動脈瘤の病態解明と、その進行抑制及び退
縮を促す新規治療薬の開発

霊長類腎臓病学：霊長類モデルとヒト組織を用
いた霊長類特異的腎障害修復機構の解明

肺移植前に行う体外肺還流中の抗IL-6受容
体モノクロナール抗体による肺障害修復

運動機能を強化する情動に関する神経ネット
ワークの解明

薬物動態関連遺伝子多型の網羅的解析によ
る先制的な有効性・安全性評価手法の構築

自然免疫における免疫記憶と細胞老化の関連
および加齢性疾患発症に及ぼす影響の解明

非侵襲的膵β細胞イメージングによる縦断的
膵β細胞量評価法

シナプスにおけるアミロイドβ蛋白産生機構を
標的としたアルツハイマー病治療薬の開発

宮本　享

荒川　芳輝

小林　恭

西村　幸司

山本　豪志朗

近藤　祥司

中本　裕士

妹尾　浩

尾野　亘

柳田　素子

伊達　洋至

澤田　眞寛

寺田　智祐

畑　匡侑

村上　隆亮

葛谷　聡

脳神経外科

脳神経外科

泌尿器科

耳鼻咽喉科・頭頸
部外科

先制医療・生活習
慣病研究センター

地域ネットワーク医
療部

放射線診断科

消化器内科

循環器内科

腎臓内科

呼吸器外科

脳神経外科

薬剤部

眼科

糖尿病・内分泌・栄
養内科

臨床神経学

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省



5,070,000 補

9,620,000 補

6,760,000 補

4,680,000 補

5,070,000 補

5,070,000 補

5,590,000 補

6,240,000 補

8,450,000 補

4,030,000 補

7,410,000 補

6,500,000 補

6,630,000 補

6,630,000 補

1,430,000 補

1,560,000 補

プリオン様タンパク質の凝集を起点としたパー
キンソン病の診断と治療薬の開発

アブスコパル効果を利用した革新的放射線免
疫療法の開発と新規バイオマーカー探索研究

潰瘍性大腸炎と原発性硬化性胆管炎の新規
自己抗体の病原性を検証する

ヒト膵癌の転移、進行におけるRECKの機能的
役割の解明

アルコール長期曝露による正常食道上皮に生
じる変異負荷や微小環境変化の解明

新規疾患感受性遺伝子に着目した全身性エリ
テマトーデスの病態解明と治療薬開発

肺移植後の抗ドナーCD8応答の予測と慢性拒
絶への進展メカニズムの解明

細胞外小胞の脂質に注目した乳がん新規リ
キッドバイオプシーの開発

マウス脂肪肝移植を用いた代謝免疫学的アプ
ローチによる肝虚血再灌流障害の機序解明

免疫細胞による新規筋骨格組織破壊修復機
構の解明

マクロファージによる羊膜の治癒・再生：前期
破水・早産の治療にむけて

マルチオミクス解析で挑む近視・強度近視・最
強度近視

「自家腫瘍組織リサイクル治療」の確立を目指
して

iPS細胞由来シュワン細胞を用いた絞扼性神
経障害に対する新規治療法の開発

一塩基多型を用いた免疫チェックポイント阻害
薬の新規バイオマーカーの探索

エピジェネティクス制御とケモカイン受容体導
入CAR-T細胞の併用療法の概念実証研究

山門　穂高

坂中　克行

塩川　雅広

福田　晃久

横山　顕礼

森信　暁雄

田中　里奈

川島　雅央

内田　洋一朗

村田　浩一

最上　晴太

辻川　明孝

森本　尚樹

池口　良輔

野溝　岳

北脇　年雄

脳神経内科

放射線診断科

消化器内科

消化器内科

腫瘍内科（腫瘍薬
物治療学）

免疫・膠原病内科

呼吸器外科

乳腺外科

肝胆膵・移植外科

リウマチ性疾患先
進医療学講座

産科婦人科

眼科

形成外科

整形外科

腫瘍内科（腫瘍薬
物治療学）

血液内科

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省



1,950,000 補

2,470,000 補

2,210,000 補

1,950,000 補

1,430,000 補

1,820,000 補

1,430,000 補

2,340,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,170,000 補

1,690,000 補

1,820,000 補

2,080,000 補

1,820,000 補

1,690,000 補

脂質代謝・エネルギー代謝への介入による
パーキンソン病疾患修飾療法の開発

電気けいれん療法後の脳構造・機能変化は何
と相関するのか-脳微小構造を含めた検討-

検診医用画像の自動解析システム構築と先制
医療への応用技術の開発

生成AIを用いた脳画像解析技術の精神・神経
疾患への応用

小児T-ALL/LBLの発症機序の解明と新規治
療の基盤開発

乾燥ろ紙血プロテオーム解析によるMenkes病
新生児スクリーニング法の開発

患者iPS細胞を用いたX連鎖性ミオチュブラー
ミオパチーの病態解明

マスサイトメトリーによる微小残存病変測定系
の確立と治療抵抗性細胞の解析

慢性炎症を背景とした胆嚢癌の発癌メカニズ
ムの解明

アルコールによる食道発がんメカニズムの本態
解明と予防薬開発に関する研究

核ラミナ異常による遺伝性心筋症の病態解明

患者由来iPS細胞を用いたHOIL-1L変異によ
る拡張型心筋症発症の機序解明

メタボロミクスから拓く睡眠時無呼吸症候群と
心血管疾患の先制医療への基盤構築

MITFが神経系遺伝子抑制により色素細胞の
細胞運命を指定する可能性の検討

皮膚脈管内皮細胞の透過性を制御するリン酸
化経路の探索と創薬基盤研究

SLF1/2-SMC5/6経路の造血制御機構解明と
治療応用

生野　真嗣

諏訪　太朗

坂本　亮

大石　直也

才田　聡

吉田　健司

横山　淳史

平松　英文

西川　義浩

武藤　学

原田　雅之

赤木　健太郎

村瀬　公彦

川上　聡経

野村　尚史

蝶名林　和久

医学教育・国際化
推進センター

精神科神経科（精
神医学）

放射線診断科

脳機能総合研究セ
ンター

小児科

小児科

小児科

小児科

消化器内科

腫瘍内科（腫瘍薬
物治療学）

循環器内科

小児科

呼吸不全先進医療
講座（産学共同）

皮膚科

皮膚科

血液内科

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省



1,560,000 補

1,820,000 補

1,040,000 補

1,820,000 補

1,950,000 補

1,950,000 補

1,430,000 補

1,820,000 補

1,430,000 補

2,210,000 補

1,170,000 補

1,430,000 補

2,080,000 補

1,690,000 補

1,820,000 補

1,820,000 補

臍帯血移植の移植後中長期合併症に対する
国際標準予測アルゴリズムの確立

末梢性T細胞性リンパ腫に対する新規
Bispecific T cell engagerの開発

全身性自己免疫疾患における血漿中ホスホリ
パーゼD4のバイオマーカーとしての臨床応用

関節リウマチにおける末梢血単核細胞の多様
性と治療成績の関連

新規治療法を目指した細胆管細胞癌の臨床
病理学解析およびゲノム解析による統合解析

肝切除後門脈血流刺激に対する内皮細胞応
答の解析と肝線維化に伴う内皮機能障害の修

復

iPS細胞由来成熟化心筋グラフト移植における
電気生理学的同期に関する研究

腸内細菌叢による活性硫黄分子種産生に着
目したICU-AWに対する予防法の開発

ICU-AW予防薬としてのβ遮断薬の有効性の
証明

血管柄付誘導生体膜を併用した凍結処理骨
による骨再建法の開発

優れた抗菌性を有する脊椎インプラントの開
発

変形性膝関節症予防の最適解に導く新世代
半月板治療診断ツール開発

レトロウイルス関連がん遺伝子を標的とする尿
路上皮癌サブタイプ別個別化治療の開発

卵丘細胞のメタボロームに着目したSLEの病態
に即した胚培養系の開発

前期破水の治療を目指す：プロスタグランジン
の観点から

婦人科がんにおける3次リンパ様構造（TLS）の
解明と新たな治療開発の基礎的検討

諫田　淳也

島津　裕

秋月　修治

藤井　貴之

石井　隆道

小木曾　聡

武田　崇秀

甲斐　慎一

瀬尾　英哉

野口　貴志

大槻　文悟

栗山　新一

齊藤　亮一

奥宮　明日香

高倉　賢人

濱西　潤三

血液内科

先端医療研究開発
機構　次世代医
療・ｉＰＳ細胞治療

研究センター

免疫・膠原病内科

リウマチセンター

肝胆膵・移植外科

肝胆膵・移植外科

心臓血管外科

麻酔科

麻酔科

整形外科

整形外科

整形外科

泌尿器科

産科婦人科

産科婦人科

産科婦人科

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省



1,040,000 補

1,690,000 補

1,430,000 補

1,690,000 補

1,560,000 補

1,040,000 補

3,120,000 補

3,640,000 補

2,600,000 補

1,560,000 補

1,170,000 補

1,820,000 補

1,820,000 補

1,040,000 補

1,560,000 補

1,560,000 補

婦人科がん患者のQOLや治療成績に関わる
食事と腸内細菌叢・代謝物の探索的研究

空間トランスクリプトーム解析による蝸牛平面
極性形成メカニズムの解析

多角的アプローチによるパキコロイド疾患と加
齢黄斑変性の病態解明

補償光学適用光干渉断層計を用いた加齢黄
斑変性とパキコロイド関連疾患の病態解明

EYS遺伝子異常を有する疾患特異的iPS細胞
を用いた網膜色素変性の病態解明

高齢者施設における感染症の疾病負荷ならび
に集団感染リスク因子に関する前向き研究

環境要因を用いた精神疾患の発症・増悪予測
モデルの構築

産後うつ病の予防を目指した次世代骨格筋電
気刺激（EMS）の有用性検証

人工股関節全置換術後の健康関連QOLに関
する予後予測モデルの開発と臨床応用

ヒトiPS細胞から作成した皮下・内臓脂肪を用い
た栄養・代謝疾患の病態解明と治療応用

胎児発育不全に伴う認知機能障害の病態解
明と新たな予防戦略の開発

エンドサイトーシス経路における積荷分子の選
別機構の再解明

ヒストンアセチル化修飾機構阻害薬における
血液毒性軽減を目指した毒性メカニズム解析

ドライバー遺伝子変異陽性肺癌における治療
初期生存の病態解明と臨床応用

大腸癌におけるTHBS1を標的とした新規転移
抑制治療法の開発

リキッドバイオプシーによる再発神経芽腫のク
ローン進化の解明とバイオマーカーの探索

山口　建

大西　弘恵

三宅　正裕

大音　壮太郎

岩井　祥子

長尾　美紀

西村　勉

江川　美保

河野　拓巳

藤倉　純二

友滝　清一

伊藤　志帆

今吉　菜月

味水　瞳

尾松　万悠紀

窪田　博仁

産科婦人科

耳鼻咽喉科・頭頸
部外科

眼科

眼科

眼科

臨床病態検査学

先端医療研究開発
機構　臨床研究支

援部

産科婦人科

リハビリテーション
部

糖尿病・内分泌・栄
養内科

小児科

生体環境応答学講
座（産学共同）

薬剤部

呼吸器内科

消化器内科

小児科

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省



2,210,000 補

2,860,000 補

1,040,000 補

2,210,000 補

3,640,000 補

1,300,000 補

2,600,000 補

1,300,000 補

2,210,000 補

1,170,000 補

1,560,000 補

2,340,000 補

1,560,000 補

1,430,000 補

2,340,000 補

2,340,000 補

がん悪液質における肝での蛋白合成低下機
序の解明と治療標的の探索

膵癌遺伝子治療法の開発～CRISPR/Cas9に
よるBRG1KOの有効性の検討

前駆期パーキンソン病における末梢病態の解
明

中枢神経変性病態におけるミクログリアの機能
制御

経頭蓋直流電気刺激による術後せん妄予防
効果の検証

運動主体感のプライミング効果による統合失
調症における自我障害の神経基盤の解明

慢性疼痛における[18F]FTC-146 PET/MRIの
有用性についての検討

乳癌手術後放射線療法における内胸リンパ節
領域を含む対象症例と至適線量の確立

敵対的生成ネットワークを用いた脳MRI画像か
ら脳血流SPECT画像の生成

人工知能に基づく仮想放射線治療計画者の
基盤開発

精密医療の実現に資する次世代クラウド型遠
隔転移予測システムの開発

慢性肉芽腫症における自己炎症病態の病態
解析

小児免疫疾患における新規自己抗原探索と
バイオマーカー開発

異なる経路での腸腫瘍発生におけるクロマチ
ンリモデリング因子の機能的役割の解明

全ゲノム変異解析を用いた多段階肝発癌機序
解明と新規バイオマーカー開発

大腸鋸歯状病変におけるコレステロール代謝
経路による発癌制御機構の解明

釆野　優

丸野　貴久

田口　智之

木村　公俊

稲葉　啓通

戴　キ

中本　隆介

小野　幸果

奥知　左智

平島　英明

足立　孝則

仁平　寛士

前田　由可子

林　由紀子
（平松由紀子）

竹田　治彦

牟田　優

緩和医療科

先制医療・生活習
慣病研究センター

脳神経内科

脳神経内科

精神科神経科（精
神医学）

精神科神経科（精
神医学）

先制医療・生活習
慣病研究センター

放射線治療科

先制医療・生活習
慣病研究センター

放射線治療科

放射線治療科

小児科

小児科

消化器内科

消化器内科

消化器内科

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省



1,300,000 補

1,690,000 補

2,860,000 補

2,730,000 補

1,170,000 補

1,950,000 補

1,170,000 補

2,340,000 補

1,430,000 補

2,340,000 補

2,080,000 補

1,560,000 補

910,000 補

1,560,000 補

1,430,000 補

1,560,000 補

非侵襲的な冠微小循環障害を含む心筋血流
定量評価法の検討

好中球のエネルギー代謝機構を標的とした呼
吸器疾患新規治療戦略の開発

高血圧による腎障害におけるポドサイトの
CTGFの役割の解明

老化関連T細胞を標的とした腎三次リンパ組
織の治療法の開発

重症薬疹におけるTNFαの病態形成への関
与機序の解明と新規治療標的の同定

因果推論手法を用いた細胞療法の最適化ア
ルゴリズムの開発

特発性炎症性筋疾患の抗Jo-1抗体産生にお
けるHLAクラスII分子の機能解析

全身性エリテマトーデスの病型であるループス
腸炎の新規自己抗体の同定

新規メタゲノム解析法による糞便中の薬剤耐
性大腸菌クローンのポピュレーション解析

GIPシグナルを介する糖・エネルギー代謝調節
の機序解明

The Role of CA8 in Hepatic Glucose
Production and Its Prospect as Type 2

Diabetes Mellitus Treatment

ドナー不顕性肝線維化にもとづく移植後グラフ
ト機能不全の予測-個別化治療に向けて

心停止肝移植のグラフト機能向上を目的とす
る新たな臓器灌流保存法の開発研究

マウス肝移植モデルを用いた増加するレシピ
エントの肥満によるリスクとその克服

腸内細菌叢が肝移植に果たす役割の解明と
その治療応用

肝癌微小環境における癌関連線維芽細胞を
標的とした新たな肝癌治療戦略の探求

中妻　賢志

中塚　賀也

杉岡　清香

好川　貴久

三宅　俊哉

城　友泰

辻　英輝

白柏　魅怜

津田　裕介

池口　絵理

ＦＡＵＺＩ　ＭＵＨＡ
ＭＭＡＤ

平尾　浩史

奥村　晋也

門野　賢太郎

小島　秀信

西尾　太宏

循環器内科

呼吸器内科

腎臓内科

腎臓内科

皮膚科

検査部

免疫・膠原病内科

免疫・膠原病内科

検査部

糖尿病・内分泌・栄
養内科

糖尿病・内分泌・栄
養内科

肝胆膵・移植外科

肝胆膵・移植外科

肝胆膵・移植外科

肝胆膵・移植外科

肝胆膵・移植外科

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省



2,210,000 補

2,600,000 補

2,080,000 補

1,300,000 補

1,560,000 補

1,820,000 補

2,470,000 補

910,000 補

1,430,000 補

390,000 補

1,170,000 補

1,950,000 補

1,170,000 補

1,950,000 補

1,820,000 補

2,600,000 補

肝内胆管癌における糖代謝に着目した腫瘍免
疫制御の機序解明と治療応用

小児心臓外科手術中の深部体温と酸素消費
量との関連

7T MRIを用いた遅発性低酸素白質脳症の病
態および高気圧酸素治療の有効性評価

メカノセンサー遺伝子Piezo1の椎間板におけ
る作用の解明と治療応用

間葉系幹細胞と軟骨細胞死抑制薬の局所投
与による疼痛改善と軟骨保護作用の解析

遺伝子改変・オミックス解析を用いた肉腫にお
ける細胞周期・脂質代謝相互作用の解明

細胞周期と免疫チェックポイントの相乗効果に
着目した尿路上皮癌の新規治療薬の探索

遺伝子ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙに基づく根治切除不能甲状
腺癌におけるﾚﾝﾊﾞﾁﾆﾌﾞの治療効果予測法の

開発

可食蛍光体と励起光を利用した新しい定量的
な嚥下後咽頭残留量計測法の開発

ヒト生体における網膜神経節細胞障害のメカ
ニズムの解明

糖尿病網膜症の横断的・縦断的フェノタイプと
関連する因子の解明

ヒトの子宮内における脳の形態形成および顔
面発達に与える影響の解析

食道癌診療におけるエビデンス診療ギャップ
の悉皆的実態調査

研究計画書における倫理的指摘事項の網羅
的解析と倫理審査視点の分析

診療情報明細書を用いた消化器がん患者の
診療実態の解明

抗てんかん薬使用女性の最適な周産期葉酸
処方量

楊　知明

木村　聡

陣上　直人

薗　隆

森田　侑吾

竹内　康英

村上　薫

鈴木　千晶

本多　啓吾

中野　絵梨

森　雄貴

勝部　元紀

坂本　享史

森　拓也

内海　貴裕

池田　靖子

肝胆膵・移植外科

麻酔科

初期診療･救急医
学

整形外科

整形外科

病理診断科

泌尿器科

次世代医療・ｉＰＳ
細胞治療研究セン

ター

耳鼻咽喉科・頭頸
部外科

眼科

眼科

形成外科

消化管外科

倫理支援部

消化器内科

先端医療研究開発
機構　臨床研究支

援部

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省



1,950,000 補

1,820,000 補

1,560,000 補

1,560,000 補

1,950,000 補

1,820,000 補

4,680,000 補

2,730,000 補

1,170,000 補

1,560,000 補

4,680,000 補

1,950,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

神経膠腫患者の機能予後に関する調査研究
-高次脳機能に着目して-

胎児期に獲得したインスリン抵抗性は将来のメ
タボリックシンドロームの原因となるか

感情調節メカニズムの解明とうつ病の早期発
見方法の提案

医療環境における行動トレーサビリティ向上と
その医療への寄与

スマートフォンを利用した非接触型呼吸モニタ
リング手法の開発

脳動脈瘤破裂におけるマイクロRNA-33の役割
と阻害薬による破裂抑制の可能性

地域コホートと深層学習による老年症候群予
防に資する個別化栄養療法の確立

患者協働推進を目的とした全国診断エラー患
者調査及び日米比較研究

リアルワールドデータの研究活用から薬事承
認申請活用への発展

オルガネラ間コミュニケーションから捉える腎
疾患の病態解明

冬眠様状態が敗血症に与える影響に関する
検討

自然免疫老化が及ぼす血管リモデリングへの
影響の探索

安全で高品質な放射線治療の未来を拓く臓器
位置照合の自動化

医療ビッグデータを用いたTriple Whammyの
代替薬検討

ヒト腎３次リンパ組織の維持形成に寄与するT
細胞の探索と新規抗体創出

HIV-1感染による免疫系リモデリングを介した
老化促進機構の解明

山脇　理恵

荒木　亮佑

姚　力暢

岸本　和昌

福山　啓太

池堂　太一

矢部　大介

和足　孝之

萩原　宏美

長谷川　頌

大鶴　繁

畑　匡侑

岸上　祐加子

國津　侑貴

谷口　圭祐

松井　宏行

リハビリテーション
部

小児科

精神科神経科（精
神医学）

医療情報企画部

医療情報企画部

脳神経外科

糖尿病・内分泌・栄
養内科

総合臨床教育・研
修センター

先端医療研究開発
機構　臨床研究支

援部

腎臓内科

初期診療･救急医
学

眼科

放射線治療科

薬剤部

腎臓内科

血液内科

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省



1,430,000 補

1,040,000 補

1,040,000 補

1,820,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,430,000 補

1,170,000 補

650,000 補

1,300,000 補

2,340,000 補

5,200,000 補

4,420,000 補

4,500,000 補

ニコチンアミドｰN-メチル基転移酵素に依存的
ながん悪液質の進展メカニズムの解明

血中遊離DNAの経時的メチル化解析に基づく
去勢抵抗性前立腺癌の新規治療戦略の開発

Brain age AIの新規開発とうつ病への応用

心不全におけるシングルセルレベルでのマイ
クロRNAの発現解析と治療薬の開発

PET/MRを基軸とする局所進行子宮頸癌小線
源治療基盤の創出

早期介入を目指したpre-COPDの機能形態学
的な病態解明

Exploring the pathogenic mechanisms of
inherited cardiomyopathy due to LMNA

mutations using iPSC models

EGFR活性型変異を有する固形がんに対する
臓器横断的な治療開発

代謝物を介した褐色脂肪組織の分化制御機
構の解明ならびに糖尿病・肥満症への治療応

用

長時間体外肺灌流における最適灌流方法の
確立

もやもや病における脳室周囲吻合診断のため
の最適な画像モダリティの解明

近位尿細管グルコース応答から解明する糖尿
病性腎症における栄養素感知機構

ヒト脳病態における興奮・抑制（E/I）バランスの
生理指標の研究開発

低侵襲電気刺激による脳機能ネットワークマッ
ピング法の開発と機能可塑性予測への応用

皮質脳波コネクトーム解析による脳内言語表
現の同定と脳切除後の可塑的再構築の解明

回復期以降の循環器病に対する多職種連携
による患者支援体制の充実・普及に資する研

究

水野　林

水野　桂

久良木　悠介

辻坂　勇太

平岡　伸也

白石　祐介

ＨＵＡＮＧ　ＨＡＩ

近藤　知大

南野　寛人

坂之上　一朗

千原　英夫

今泉　俊則

松本　理器

松本　理器

松本　理器

宮本　享

産科婦人科

泌尿器科

精神科神経科（精
神医学）

循環器内科

放射線治療科

呼吸器内科

循環器内科

腫瘍内科（腫瘍薬
物治療学）

糖尿病・内分泌・栄
養内科

呼吸器外科

脳神経外科

糖尿病・内分泌・栄
養内科

脳神経内科

脳神経内科

脳神経内科

脳神経外科

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

文部科学省

厚生労働省



8,100,000 補

2,592,000 補

6,240,000 補

15,080,000 補

11,000,000 補

1,820,000 委

10,530,000 委

39,000,000 委

10,400,000 委

53,141,000 委

13,000,000 委

1,950,000 委

2,600,000 委

650,000 委

3,250,000 委

84,467 委

患者のケア移行に伴う薬剤師間の情報連携の
現状課題の把握とその解決に向けた調査研究

地域で安心して暮らせる精神保健医療福祉体
制における入院医療による支援のための研究

リアルワールドデータの二次利用加速にむけ
た多施設データ処理方式の導入の試行研究

難治性呼吸器疾患・肺高血圧症に関する調査
研究

指定難病患者データベース・小児慢性特定疾
病児童等データベースと各種公的データベー
スの連結手法および連結データ利活用法の検

討

高機能シス型アスタキサンチンエステル製剤
の実用化研究／研究成果展開事業　研究成

果最適展開支援プログラム／井上正宏

インドネシアでの、てんかん診療の質向上をめ
ざしたデジタル脳波のワイドバンド成分の記録
解析普及の実装研究／ＡＭＥＤ／池田昭夫／

令和６年度繰越分

末梢神経損傷に対する同種臍帯由来間葉系
細胞を用いた三次元神経導管移植治療法の

開発／ＡＭＥＤ／池口良輔

末梢神経損傷に対する同種臍帯由来間葉系
細胞を用いた三次元神経導管移植治療法の

開発／ＡＭＥＤ／池口良輔

Ｄ－１　医療機関・ベンダー・システムの垣根を
超えた医療データ基盤構築による組織横断的
な医療情報収集の実現／国立大学法人東京
大学（国立国際医療研究センター再委託）／

黒田　知宏／ＳＩＰ事業、代表：河添班

寺田　智祐

村井　俊哉

黒田　知宏

平井　豊博

森　由希子

井上　正宏

薬剤部

精神科神経科

医療情報企画部

呼吸器内科

医療情報企画部

クリニカルバイオリ
ソース研究開発講

座

厚生労働省

厚生労働省

厚生労働省

厚生労働省

厚生労働省

国立研究開発法人科
学技術振興機構　分
任研究契約担当者

契約部長

差分プライバシーによる匿名加工後の医療情
報の有用性の検証／戦略的創造研究推進事

業　チーム型研究（ＣＲＥＳＴ）／森由希子

皮膚科領域ＬＭＭ構築と社会実装への挑戦
／黒田知宏／代表：愛媛大学（国立国際医療

研究センターＳＩＰ再委託）

ステロイド全身療法により効果不十分であった
スティーヴンス・ジョンソン症候群（ＳＪＳ）及び中
毒性表皮壊死症（ＴＥＮ）患者を対象とするエ
タネルセプト療法／ＡＭＥＤ再委託・新潟大学

（阿部）／中島沙恵子

医療情報企画部

炎症性皮膚疾患創
薬講座

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

中島　沙恵子

池田　昭夫

アレルギー関連パスウェイの遺伝子解析を通
じた重症アレルギー疾患の病態解明／中島
沙恵子／ＡＭＥＤ／代表：国立成育医療セン

ター・森田班

切除不能な肝門部領域胆管癌に対する生体
肝移植／ＡＭＥＤ／波多野悦朗／代表：熊本

大学・日比班

切除不能な肝門部領域胆管癌に対する生体
肝移植／ＡＭＥＤ／波多野悦朗／代表：熊本

大学・日比班
波多野　悦朗

池口　良輔

池口　良輔

黒田　知宏

森　由希子

黒田　知宏

波多野　悦朗

中島　沙恵子

てんかん・運動異
常生理学講座

リハビリテーション
科

リハビリテーション
科

医療情報企画部

医療情報企画部

炎症性皮膚疾患創
薬講座

肝胆膵・移植外科

肝胆膵・移植外科

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立大学法人東京大
学

国立研究開発法人科
学技術振興機構　分
任研究契約担当者

契約部長

国立大学法人愛媛大
学　学長

国立大学法人　新潟
大学

国立研究開発法人国
立成育医療研究セン

ター　理事長

国立大学法人熊本大
学

国立大学法人熊本大
学



260,000 委

130,000,000 委

500,000 委

66,800,000 委

71,184,673 委

16,120,000 委

19,500,000 委

26,000,000 委

1,105,000 委

2,647,970 委

500,000 委

1,300,000 委

3,900,000 委

15,600,000 委

14,859,000 委

650,000 委

医療機器開発におけるカダバースタディーに
関するガイダンス策定／分担課題名：日本外
科学会ＣＳＴ推進委員会との調整／波多野

悦朗／代表：北海道大学・七戸班　※令和５年
度課題番号誤り：・２３ｈｅ０８２２００２ｓ０１０１

細胞治療及び遺伝子治療を含む広範な再生
医療研究の社会実装加速化に資する伴走支
援／ＡＭＥＤ／波多野悦朗→妹尾浩（２０２５

年度）

成人固形がんに対する標準治療確立のため
の基盤研究（２０２０－Ｊ－０３）　分担研究課題
名：肝胆膵がんに対する標準治療確立のため
の多施設共同研究／国立がん研究センター
研究開発費／波多野　悦朗／金光　幸秀班

視点反応・眼球運動のデジタルフェノタイプを
活用した軽度認知機能異常スクリーニングプロ

グラムの研究開発／ＡＭＥＤ／三宅　正裕

慢性中心性漿液性脈絡網膜症に対するレー
ザー照射エネルギー減量光線力学的療法の
有効性及び安全性を検証する医師主導治験

／ＡＭＥＤ／三宅　正裕

神経－免疫ネットワーク変容と光センシング機
構破綻の修復に資する自然免疫記憶を用い
た難治性視覚障害に対する革新的治療の開

発／ＡＭＥＤ／畑　匡侑

ダチョウ頸動脈由来脱細胞化小口径人工血管
の臨床評価準備／山中　浩気／ＡＭＥＤ

先天性巨大色素性母斑の完全切除を目標とし
たＳｃａｆｆｏｌｄ－ｆｒｅｅ自家培養真皮の研究開発

希少疾患先天性無歯症患者の欠損歯を再生
する新規抗体医薬品の開発／ＡＭＥＤ（再委
託）／田畑泰彦（代表：北野病院・高橋班）

ダチョウ頸動脈由来脱細胞化小口径人工血管
の臨床評価準備／山中　浩気／ＡＭＥＤ

カチオン化ハイドロゲルを用いたイヌ間葉系幹
細胞由来エクソソーム徐放剤の開発／ＪＳＴ／

田畑　泰彦

ヒト脂肪細胞を用いた人工乳腺組織に関する
基礎研究／　国立大学法人大阪大学、ＴＯＰＰ
ＡＮホールディングス株式会社／森本　尚樹

乾燥化小口径脱細胞人工血管の滅菌バリ
デーションと前臨床評価／山中　浩気／ＡＭＥ

Ｄ／代表：国立循環器病センター・馬原班

機能強化型肝臓オルガノイドを用いたＵＴＯｐｉ
Ａシステムの開発／ＡＭＥＤ／田畑　泰彦／代

表：大阪大学・武部班

高圧殺細胞装置を用いた骨悪性、良性、良・
悪性境界領域腫瘍に対する新規自家処理骨
再建治療に関する研究開発／ＡＭＥＤ／森本

尚樹

ＣＡＲ－Ｔ細胞療法抵抗性・耐性におけるリン
パ腫組織内細胞間クロストークの時空間的解
明と新規治療開発／ＡＭＥＤ／北脇　年雄／

代表：岡山大学・遠西班

波多野　悦朗

波多野　悦朗

波多野　悦朗

三宅　正裕

三宅　正裕

畑　匡侑

山中　浩気

森本　尚樹

田畑　泰彦

山中　浩気

田畑　泰彦

森本　尚樹

山中　浩気

田畑　泰彦

森本　尚樹

北脇　年雄

肝胆膵・移植外科

肝胆膵・移植外科

肝胆膵・移植外科

眼科

眼科

眼科

形成外科

形成外科

形成外科

形成外科

形成外科

形成外科

形成外科

形成外科

形成外科

血液・腫瘍内科

国立大学法人北海道
大学　大学院医学研

究院長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立研究開発法人
国立がん研究センター

理事長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

公益財団法人田附興
風会　理事長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立研究開発法人科
学技術振興機構　分
任研究契約担当者

契約部長

国立大学法人大阪大
学　大学院工学研究

科長

国立研究開発法人
国立循環器病研究セ

ンター

大阪大学

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立大学法人　岡山
大学



14,300,000 委

2,200,000 委

1,525,000 委

225,000 委

871,000 委

6,500,000 委

520,000 委

675,000 委

13,000,000 委

6,500,000 委

1,300,000 委

365,200 委

7,334,600 委

1,300,000 委

2,540,000 委

1,560,000 委

同種造血幹細胞移植における微小残存病変
評価と　ＧＶＨＤ　予測のためのバイオマー

カーの開発／検証、および多階層データの統
合解析による予後予測法の確立／ＡＭＥＤ／

諫田淳也

アグレッシブＮＫ　細胞白血病（ＡＮＫＬ）患者
を対象にＰＰＭＸ－Ｔ００３反復持続静脈内投

与時の忍容性、安全性、有効性及び薬物動態
を評価する多施設共同、非盲検、用量漸増第

Ｉ／ＩＩ相試験／広島大学／諫田　淳也

希少造血器腫瘍に対する遺伝子プロファイリ
ングと標的治療に関する前向きレジストリ臨床
研究（ＭＡＳＴＥＲ　ＫＥＹ　Ｐｒｏｊｅｃｔ：ＮＣＣＨ－

１８１２）　諫田淳也

希少造血器腫瘍に対する遺伝子プロファイリ
ングと標的治療に関する前向きレジストリ臨床
研究（ＭＡＳＴＥＲ　ＫＥＹ　Ｐｒｏｊｅｃｔ：ＮＣＣＨ－

１８１２）　諫田淳也

経済安全保障重要技術育成プログラム／有事
に備えた止血製剤製造技術の開発・実証／汎
用性の高い人工血小板の開発／ＮＥＤＯ／諫

田　淳也

日米医学協力計画を基軸としたＨＩＶ感染症制
圧に関する研究／ＡＭＥＤ／高折　晃史

造血器腫瘍臨床におけるクリニカルＷＧＳのｆｅ
ａｓｉｂｉｌｉｔｙと有用性の検討／ＡＭＥＤ／高折

晃史／代表：九州大学・前田班

（ＨＩＶ感染者等保健福祉相談事業）　ＨＩＶ感
染者等保健福祉相談事業

末梢血循環ｎｏｎ－ｃｏｄｉｎｇ　ＲＮＡを用いた白
血病早期診断法・微小病変評価法の開発／Ａ

ＭＥＤ／阪本　貴士

日米医学協力計画を基軸としたアジア地域に
まん延している急性呼吸器感染症に関する研

究／ＡＭＥＤ／長尾　美紀

再発・難治性悪性リンパ腫に対するｐｉｇｇｙＢａｃ
トランスポゾン法によるＣＤ１９　キメラ抗原受容
体遺伝子改変自己Ｔ　細胞の安全性及び有
効性に関する第１／２　相医師主導治験／Ａ

ＭＥＤ再委託／新井康之／名古屋大学

「ＦＬＴ３　遺伝子変異を有する再発又は難治
性の急性骨髄性白血病患者において，ギルテ
リチニブが同種造血幹細胞・・・／一般社団法
人日本造血・免疫細胞療法学会／新井　康之

パンデミックに対してレジリエントな社会・技術
基盤の構築／分担課題名：感染症の流行に

強い高齢者福祉・医療の構築に関する基盤研
究／ＪＳＴ／長尾美紀

再発又は難治性のＣＤ１９陽性Ｂ細胞性急性リンパ
芽球性白血病に対するｐｉｇｇｙＢａｃトランスポゾン法に
よるキメラ抗原受容体遺伝子改変自己Ｔ細胞ＪＰＣＡ
Ｒ０１９の第Ⅰ／Ⅱ相医師主導治験／ＡＭＥＤ再委

託／新井康之／名古屋大学・高橋班

多剤耐性菌感染症の実態を明らかにする多施
設研究ネットワーク

薬剤耐性菌の超高精度網羅的解析とその手
法の開発／ＡＭＥＤ／津田裕介

諫田　淳也

諫田　淳也

諫田　淳也

諫田　淳也

諫田　淳也

高折　晃史

高折　晃史

高折　晃史

阪本　貴士

長尾　美紀

新井　康之

新井　康之

長尾　美紀

新井　康之

松村　康史

津田　裕介

血液・腫瘍内科

血液・腫瘍内科

血液・腫瘍内科

血液・腫瘍内科

血液・腫瘍内科

血液内科

血液内科

血液内科

血液内科

検査部

検査部

検査部

検査部

検査部

検査部

検査部

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立大学法人広島大
学　学長

国立研究開発法人国
立がん研究センター

理事長

国立研究開発法人国
立がん研究センター

理事長

国立研究開発法人
新エネルギー・産業技
術総合開発機構　理

事長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立大学法人九州大
学　学長

公益財団法人エイズ
予防財団　理事長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立大学法人東海国
立大学機構　機構長

公益財団法人神戸医
療産業都市推進機構

国立研究開発法人科
学技術振興機構　分
任研究契約担当者

契約部長

国立大学法人東海国
立大学機構　機構長

国立研究開発法人国
立国際医療研究セン

ター　理事長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長



39,000,000 委

4,000 委

11,000 委

2,210,000 委

390,000 委

650,000 委

19,500,000 委

19,500,000 委

1,320,000 委

107,900,000 委

3,900,000 委

7,305,000 委

1,845,000 委

1,000,000 委

6,500,000 委

78,000,000 委

疾患特異的ｉＰＳ細胞を用いた病態機序解析
による特発性間質性肺炎の層別化と創薬シス

テムの開発／ＡＭＥＤ／平井　豊博

間質性肺炎に対する多施設共同前向き観察
研究

再発または転移性の日本人腎細胞がん患者
の予後に影響する背景因子を検討することを
目的とした研究／特定非営利活動法人Ｊａｐａｎ

ＰＨ　Ｒｅｇｉｓｔｒｙ／半田　知宏

ヘルスケアで用いるうつ、不安と月経前症候群
のＰＲＯ指標のエビデンスの整理と開発／ＡＭ
ＥＤ／江川美保／代表：国立大学法人千葉大

学・沼田法子

チタンブリッジ手術を用いた痙攣性発声障害
に対する国際的新規治療戦略の開発／大森
孝一／ＡＭＥＤ再委託（名古屋市立大学・讃

岐徹治　代表）

一側性聴覚障害の評価手法の標準化と社会
参加を促進する手法に関する研究開発／ＡＭ
ＥＤ／山崎　博司／代表：名古屋大学・吉田班

がん全ゲノム解析等による実践的個別化医療
体系構築と拡充をめざした多施設共同研究／
ＡＭＥＤ／武藤　学／代表：国立がん研究セン

ター　角南班

難治性食道がんの治療前生検を用いたサブタ
イプ分類に基づくＰｒｅｃｉｓｉｏｎ　Ｍｅｄｉｃｉｎｅに資
する体外診断薬の開発／ＡＭＥＤ／武藤　学

ＢＲＡＦ融合遺伝子陽性の進行・再発の低悪
性度神経膠腫または膵癌に対するビニメチニ
ブの第Ⅱ相医師主導治験／国立がん研究セ

ンター／松原　淳一

がん診療の質の向上と研究開発に資するリア
ルワールドデータプラットフォーム開発／ＡＭ

ＥＤ／武藤　学

ゲノム医療実現推進のためのバイオバンク・
ネットワーク構築とバイオバンク利活用促進に
関する研究開発／ＡＭＥＤ／武藤　学／代

表：東北大学・萩島班

希少がんに対する遺伝子プロファイリングと標
的治療に関する前向きレジストリ臨床研究（Ｍ

ＡＳＴＥＲＫＥＹ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）

希少がんに対する遺伝子プロファイリングと標
的治療に関する前向きレジストリ臨床研究（Ｍ

ＡＳＴＥＲＫＥＹ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）

血中循環腫瘍　ＤＮＡ　で　ＨＥＲ２　遺伝子増
幅が検出された切除不能固形がん患者を対

象とする　ＤＳ－８２０１ａ　療法の多施設共同臨
床第　ＩＩ　相試験／愛知県がんセンター／武

藤　学

頬粘膜スワブによる食道発がんリスク層別化モ
デルの開発／ＡＭＥＤ／横山　顕礼

カテコラミン依存状態の重症心不全に対する
新規治療薬の開発／ＡＭＥＤ／尾野亘

平井　豊博

半田　知宏

半田　知宏

江川　美保

大森　孝一

山崎　博司

武藤　学

武藤　学

吉岡　正博

武藤　学

武藤　学

武藤　学

武藤　学

武藤　学

横山　顕礼

尾野　亘

呼吸器内科

呼吸不全先進医療
講座

呼吸不全先進医療
講座

産科婦人科

耳鼻咽喉科・頭頸
部外科

耳鼻咽喉科・頭頸
部外科

腫瘍内科

腫瘍内科

腫瘍内科

腫瘍内科

腫瘍内科

腫瘍内科

腫瘍内科

腫瘍内科

腫瘍内科

循環器内科

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立大学法人東海国
立大学機構　機構長

特定非営利活動法人
Ｊａｐａｎ　ＰＨ　Ｒｅｇｉｓｔｒｙ

国立大学法人千葉大
学　契約担当役　事務

局長

公立大学法人名古屋
市立大学　理事長

国立大学法人東海国
立大学機構　機構長

国立研究開発法人国
立がん研究センター

理事長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立研究開発法人
国立がん研究センター

理事長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立大学法人東北大
学　東北メディカル・メ
ガバンク機構　機構長

国立研究開発法人国
立がん研究センター

理事長

国立研究開発法人国
立がん研究センター

理事長

愛知県がんセンター

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長



13,000,000 委

26,000,000 委

26,000,000 委

2,000,000 委

27,300,000 委

385,000 委

2,600,000 委

6,500 委

13,000,000 委

1,950,000 委

1,040,000 委

780,000 委

130,000 委

260,000 委

650,000 委

6,500,000 委

コレステロール応答性長鎖非コードＲＮＡの機
能解析と臨床応用／堀江　貴裕

冠動脈ステント留置後の外科手術周術期にお
けるアスピリン継続の有用性を検証する多施

設ランダム化比較試験／塩見　紘樹

静脈血栓塞栓症における遺伝・画像情報を含
めたマルチオミクスデータベース構築を通した
精緻な予後予測スコアの創出による精密医療
の実現を目指す研究開発／ＡＭＥＤ／山下

侑吾

マイクロＲＮＡと心血管疾患に関する基礎的・
臨床的研究／国立病院機構京都医療セン

ター／尾野亘

革新的核酸医薬技術を基盤とした神経・筋難
病治療薬の開発／ＡＭＥＤ／尾野　亘／代

表：大阪大学・小比賀班

心不全状態及び心不全増悪の早期発見、早
期介入に関するデータベース構築研究／国

立循環器病研究センター／渡邉　真

非コードＲＮＡの心血管代謝性疾患における
機能解明と臨床応用の検討／国立研究開発
法人科学技術振興機構　創発的研究支援事

業／堀江　貴裕

非侵襲遠隔モニタリングによる心不全増悪の早期探
知アルゴリズム構築のための多機関協働プラット

フォーム開発と統合ＡＩモデルの作成および実用化
に向けたＰＨＲ情報統合基盤の構築／ＡＭＥＤ／尾
野　亘／代表：国立循環器病研究センター・泉班

抗インテグリンαｖβ６自己抗体測定による、小
児期の潰瘍性大腸炎における病勢評価のエ
ビデンス創出とクローン病の層別化に向けた

探索研究

小児急性骨髄性白血病の標準的治療法の確
立のための臨床研究／ＡＭＥＤ再委託／平松
英文／代表：国立成育医療研究センター・富

澤大輔

小児およびＡＹＡ世代の再発急性リンパ性白血病に
対するイノツズマブ・オゾガマイシンとｈｙｐｅｒ－ｍｉｎｉ

－ＣＶＤの併用療法の有効性・安全性を検討する第Ｉ
Ｉ相試験と疾患レジストリ構築／ＡＭＥＤ再委託　三重

大学（豊田）／加藤格

小児がんの全ゲノム解析等のデータ基盤の充
実と診療応用に資する成果の創出／ＡＭＥＤ

／滝田順子／代表：東京大学・加藤班

小児から成人を対象にする臨床試験による　Ｔ　細
胞性急性リンパ性白血病の小児型治療適用限界年
齢の検討と新規バイオマーカー探索に関する研究

／分担課題名：小児Ｔ－ＡＬＬの遺伝子解／ＡＭＥＤ
／滝田順子／代表：千葉大学・堺田班

小児および若年成人の造血器腫瘍に対する同種造
血細胞移植における移植後シクロホスファミドを用い
た移植片対宿主病予防の確立に関する研究／梅田

雄嗣／国立成育・坂口班

小児急性骨髄性白血病の標準的治療法の確
立のための臨床研究／ＡＭＥＤ再委託／平松
英文／代表：国立成育医療研究センター・富

澤大輔

小児から成人を対象にする臨床試験による　Ｔ　細
胞性急性リンパ性白血病の小児型治療適用限界年
齢の検討と新規バイオマーカー探索に関する研究

／分担課題名：小児Ｔ－ＡＬＬの遺伝子解／ＡＭＥＤ
／滝田順子／代表：千葉大学・堺田班

堀江　貴裕

塩見　紘樹

山下　侑吾

尾野　亘

尾野　亘

渡邉　真

堀江　貴裕

尾野　亘

日衛嶋　栄太郎

平松　英文

加藤　格

滝田　順子

滝田　順子

梅田　雄嗣

平松　英文

滝田　順子

循環器内科

循環器内科

循環器内科

循環器内科

循環器内科

循環器内科

循環器内科

循環器内科

小児科

小児科

小児科

小児科

小児科

小児科

小児科

小児科

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

独立行政法人国立病
院機構京都医療セン

ター　院長

国立大学法人大阪大
学大学院薬学研究科

研究科長

国立研究開発法人
国立循環器病研究セ

ンター　理事長

国立研究開発法人科
学技術振興機構　分
任研究契約担当者

契約部長

国立研究開発法人
国立循環器病研究セ

ンター　理事長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立研究開発法人国
立成育医療研究セン

ター　理事長

国立大学法人　三重
大学　学長

国立大学法人東京大
学　総長　代理人　医
学部附属病院　事務

部長

国立大学法人千葉大
学　契約担当役　事務

局長

国立研究開発法人国
立成育医療研究セン

ター　理事長

国立研究開発法人国
立成育医療研究セン

ター　理事長

国立大学法人千葉大
学　契約担当役　事務

局長



8,752,276 委

750,000 委

29,900,000 委

975,000 委

440,000 委

3,055,000 委

95,654,200 委

78,000,000 委

26,000,000 委

910,000 委

13,000,000 委

60,999,900 委

13,000,000 委

119,840,090 委

10,400,000 委

1,690,000 委

Ｔｈｅ　ｃｌｉｎｉｃａｌ　ｔｒｉａｌ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｎｏｖｅｌ　ｉｎｄｕｃ
ｔｉｏｎ　ｔｈｅｒａｐｙ　ｂｙ　ｌｏｗ－ｄｏｓｅ　ｃｙｔａｒａｂｉｎｅ
ａｎｄ　ｂｌｉｎａｔｕｍｏｍａｂ　ｆｏｒ　ｒｅｌａｐｓｅ／ｒｅｆｒａｃ

ｔｏｒｙ　ＡＬＬ　ａｎｄ　ｉｎｖｅｓｔ

移植登録一元管理プログラムおよび二次調査
を用いた小児造血細胞移植における類洞閉
塞症候群の予防・診断・治療に関する後方視
的解析／国立研究開発法人国立成育医療研

究センター／滝田　順子

再発小児がんの多様性に立脚した新規克服
法の開発　／ＡＭＥＤ／滝田　順子

腫瘍の不均一性およびゲノム３次元構造の視
点から見た乳児急性リンパ性白血病の理解と
治療法に関する研究開発／ＡＭＥＤ／加藤

格／東京医科歯科大学・高木班

初発の中間リスク急性リンパ芽球性白血病を有する０
から２４才の被験者を対象に標準的な強化療法とブ
リナツモマブを追加した強化療法の有効性と安全性
を比較するオープンラベル、ランダム化、第２相、２群
試験／独立行政法人国立病院機構名古屋医療セン

ター／加藤　格

臨床病期Ｉ－ＩＶＡ（Ｔ４を除く）胸部上中部食道
扁平上皮癌に対する予防的鎖骨上リンパ節郭
清省略に関するランダム化比較試験／ＡＭＥ
Ｄ再委託（静岡県立静岡がんセンター・坪佐

班）／角田　茂

患者由来がん幹細胞培養を基盤とした革新的
個別化医療開発／ＡＭＥＤ／小濵　和貴

新規吸着カラムの開発／ＡＭＥＤ／塩川　雅
広

潰瘍性大腸炎特異的な治療薬の開発／ＡＭ
ＥＤ／塩川　雅広

次世代シークエンス技術を基盤としたＣ型肝炎ウイル
ス排除後における肝癌出現機序・病態変化の解明と
バイオマーカーの開発／分担研究開発課題名：ＳＶ
Ｒ後発癌症例におけるＨＣＶゲノム解析／ＡＭＥＤ／

髙井　淳／山梨大学・榎本　信幸班

ＲＥＣＫをエフェクターとした新規膵癌治療法
の開発／福田　晃久／ＡＭＥＤ

患者生体試料リソースプラットフォームの構築
と運用／ムーンショット型研究開発事業／妹尾

浩

肝外胆道がん、胆嚢がんの自然史に沿った網
羅的解析と治療標的の検討／ＡＭＥＤ／妹尾

浩

自己抗体同定法の確立と新規自己抗体の同
定／ＡＭＥＤ／塩川　雅広

ヒト腎臓病における３次リンパ組織の役割の解
明と治療介入対象としての蓋然性の検討／Ａ

ＭＥＤ／柳田　素子

ネフローゼ型膜性腎症に対するリツキシマブの
検証的医師主導治験の実施／ＡＭＥＤ／柳田

素子／代表：名古屋大学・丸山班

加藤　格

滝田　順子

滝田　順子

加藤　格

加藤　格

角田　茂

小濵　和貴

塩川　雅広

塩川　雅広

髙井　淳

福田　晃久

妹尾　浩

妹尾　浩

塩川　雅広

柳田　素子

柳田　素子

小児科

小児科

小児科

小児科

小児科

消化管外科

消化管外科

消化器内科

消化器内科

消化器内科

消化器内科

消化器内科

消化器内科

消化器内科

腎臓内科

腎臓内科

特定非営利活動法人
日本小児がん研究グ

ループ

国立研究開発法人国
立成育医療研究セン

ター　理事長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立大学法人東京医
科歯科大学　学長

独立行政法人国立病
院機構　名古屋医療

センター　院長

静岡県立静岡がんセ
ンター　局長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立大学法人山梨大
学

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立研究開発法人科
学技術振興機構　分
任研究契約担当者

契約部長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立大学法人東海国
立大学機構　機構長



80,600,000 委

170,560,000 委

67,126,806 委

13,000,000 委

585,000 委

4,452,500 委

1,950,000 委

1,000,000 委

390,000 委

2,145,000 委

10,322,000 委

13,000,000 委

32,050,000 委

118,343,000 委

96,849,000 委

455,000 委

炎症誘発細胞除去による１００歳を目指した健
康寿命延伸医療の実現／分担研究開発課題
名：高齢腎の微小環境と炎症誘発細胞を標的
とした治療薬の開発／柳田素子／東京大学・

中西班／ムーンショット

三次リンパ組織を標的とした腎臓病治療法お
よび診断法の開発／柳田素子

腎臓病において組織障害と修復を制御する微
小環境の解明と医学応用／ＡＭＥＤ／柳田

素子

人工骨単独で固定可能な高精度かつ低侵襲
な次世代膝周囲骨切り術　用インプラント開発

／ＡＭＥＤ橋渡しプログラム／栗山新一

同種ｉＰＳ細胞由来板状軟骨組織による広範囲
関節軟骨損傷の再生治療法開発／ＡＭＥＤ／
松田　秀一／大阪大学・妻木班／橋渡し研究

プログラム（令和５年度は無償）

変形性膝関節症の個別化治療実現のための
下肢筋骨格シミュレータの開発／ＡＭＥＤ／松

田　秀一

マイレジストリの縦断データを活用した新規治
療法開発と薬事承認の実現／ＡＭＥＤ再委託

／村井俊哉／代表：ＮＣＮＰ・竹田班

アディクションの病態・症候・治療に関する包
括的研究／精神・神経疾患研究開発費（代
表：精神保健研究所・松本俊彦）／村井俊哉

アルコール依存とゲーム行動症の早期発見、
発症予防、実効的治療評価指標の開発：視聴
覚刺激を用いた縦断的研究／鄭　志誠／ＡＭ

ＥＤ／代表：東京医科歯科大学・藤野班

統合失調症の認知機能障害の新規スクリーニ
ング質問票に関する調査研究／久保田　学

拡散ＭＲＩを用いた新規がんトランススケールイ
メージング法の開発／野橋　智美／ＡＭＥＤ／

代表：名大・飯間班

ＣＤ８　ＰＥＴを用いた癌免疫療法個別化医療
システムの開発／野橋　智美／ＡＭＥＤ

健常人を対象とした生活習慣病予防のための早期
診断研究プロジェクト「健康管理システムの構築と先
制医療の実現に向けたＤＷＨ（Ｄａｔａ　ＷａｒｅＨｏｕｓｅ）
の構築、運用、情報解析手法の開発」　／山本　豪

志朗

健常人を対象とした生活習慣病予防のための
早期診断研究プロジェクト「生活習慣と合併症
の発症・進展要因と予防戦略構築に関する研

究」

健常人を対象とした生活習慣病予防のための
早期診断研究プロジェクト「放射線画像診断
データを用いた早期発見・早期治療に向けた
疾患メカニズムの解明および早期診断法の開

発の研究」

心臓サルコイドーシス患者における診療の実態調
査、および治療不応例・再発例に関する新規予測プ
ログラムの開発と前向きレジストリによる検証／ＡＭＥ
Ｄ／加藤貴雄→尾野亘（Ｒ６．７／１７～）／代表：国

立循環器病研究センター・泉　知里班

柳田　素子

柳田　素子

柳田　素子

栗山　新一

松田　秀一

松田　秀一

村井　俊哉

村井　俊哉

鄭　志誠

久保田　学

野橋　智美

野橋　智美

山本　豪志朗

井上　真由美

磯田　裕義

加藤　貴雄

腎臓内科

腎臓内科

腎臓内科

整形外科

整形外科

整形外科

精神医学

精神医学

精神科神経科

精神科神経科

先制医療・生活習
慣病研究センター

先制医療・生活習
慣病研究センター

先制医療・生活習
慣病研究センター

先制医療・生活習
慣病研究センター

先制医療・生活習
慣病研究センター

先端医療研究開発
機構

国立大学法人東京大
学　総長　代理人　医
科学研究所　事務部

長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立大学法人大阪大
学　大学院医学系研

究科長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立研究開発法人
国立精神・神経医療研

究センター　理事長

国立研究開発法人
国立精神・神経医療研

究センター　理事長

国立大学法人東京医
科歯科大学　学長

国立研究開発法人
国立精神・神経医療研

究センター　理事長

国立大学法人東海国
立大学機構　機構長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

医療法人社団ミッドタ
ウンクリニック　理事長

医療法人社団ミッドタ
ウンクリニック　理事長

医療法人社団ミッドタ
ウンクリニック　理事長

国立循環器病研究セ
ンター　理事長



10,400,000 委

3,224,000 委

6,584,500 委

8,998,000 委

6,500,000 委

44,200,000 委

11,700,000 委

26,000,000 委

3,900,000 委

9,100,000 委

2,600,000 委

40,300,000 委

6,500,000 委

200,000 委

4,550,000 委

6,500,000 委

大規模言語モデルで構築する栄養指導記録
構造化データベースを用いた糖尿病栄養指

導エビデンス創出研究／池田　香織

原発性免疫異常症患者を対象としたシロリムス
の有効性及び安全性を検討する医師主導治
験／ＡＭＥＤ／井澤和司／Ｒ４からＡＭＥＤと

の直接契約

慢性膵炎等に対する膵全摘術に伴う自家膵島
移植術の先進医療制度下多施設共同試験／
分担研究開発課題名：自家膵島移植の臨床
試験の申請承認と実施／穴澤　貴行／国立

国際医療研究センター・霜田班

神経変性疾患原因タンパク質の効率的な除去
方法の探索／ＡＭＥＤ／山門　穂高

多系統萎縮症霊長類モデルとミトコンドリア機
能イメージングバイオマーカーの開発／ＡＭＥ

Ｄ／上村　紀仁

パーキンソン病前駆期モデル動物を活用した
臓器間ネットワークの解明とヒトへのトランス

レーションによるリスク予見法の創出／ムーン
ショット型研究開発事業／山門　穂高

レビー小体病モデルマーモセットの病態回路
の解明と治療法の開発／ＡＭＥＤ／上村　紀

仁／代表：神戸学院大学・尾上班

アンチセンス核酸を用いたカルモジュリン遺伝
子変異による重症遺伝性不整脈に対する治療

薬の開発／ＡＭＥＤ／牧山　武

遺伝性拡張型心筋症に対する新規抗体医薬
品開発／ＡＭＥＤ／牧山　武／代表：国立循

環器病研究センター・新谷泰範

マトリセルラー蛋白を標的としたがん脆弱性誘
導の試み／ＪＳＴ／創発的研究支援事業／中

西　祐貴

核酸医薬を用いた、心筋症の予後を改善する
新規抗不整脈治療法の開発／ＡＭＥＤ／木下

秀之／代表：東京大学・稲住班

間質リッチ大腸がんに対する“微小環境改変
免疫療法”の研究開発／ＡＭＥＤ／中西　祐

貴

日米医学協力計画を基軸にしたアジアの栄
養・代謝に関する疫学・介入研究と人材育成

／ＡＭＥＤ／矢部大介

（（公財）糖尿病財団からの受託研究【１０％】）
２型糖尿病患者を対象とした血管合併症抑制
のための強化療法と従来治療とのランダム化

比較試験（Ｊ－ＤＯＩＴ３）【１０％】

実環境試料に基づく甲状腺ホルモン作用かく
乱化学物質の同定・分級と複合的健康影響の
評価法開発／環境研究総合推進費／山内一

郎／

糖尿病根治を目指したＭＹＣＬによるリプログラ
ミングを介した膵島再生医療の開発／矢部

大介／東京大学・山田泰広班

池田　香織

井澤　和司

穴澤　貴行

山門　穂高

上村　紀仁

山門　穂高

上村　紀仁

牧山　武

牧山　武

中西　祐貴

木下　秀之

中西　祐貴

矢部　大介

原田　範雄

山内　一郎

矢部　大介

先端医療研究開発
機構

総合周産期母子医
療センター

臓器移植医療部

多系統萎縮症治療
学講座（寄附）

多系統萎縮症治療
学講座（寄附）

多系統萎縮症治療
学講座（寄附）

多系統萎縮症治療
学講座（寄附）

地域医療システム
学講座

地域医療システム
学講座

地域医療システム
学講座

地域医療システム
学講座

地域医療システム
学講座

糖尿病・内分泌・栄
養内科

糖尿病・内分泌・栄
養内科

糖尿病・内分泌・栄
養内科

糖尿病・内分泌・栄
養内科

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立研究開発法人国
立国際医療研究セン

ター　理事長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立研究開発法人科
学技術振興機構　分
任研究契約担当者

契約部長

神戸学院大学　学長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立研究開発法人
国立循環器病研究セ

ンター　理事長

国立研究開発法人科
学技術振興機構　分
任研究契約担当者

契約部長

国立大学法人東京大
学

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

公益財団法人　日本
糖尿病財団　理事長

京都府公立大学法人
理事長

国立大学法人東京大
学



13,390,000 委

13,390,000 委

19,497,400 委

62,600,200 委

19,500,000 委

1,950,000 委

260,000 委

260,000 委

260,000 委

975,000 委

500,000 委

500,000 委

500,000 委

35,620,000 委

6,500,000 委

33,000 委

がん細胞の熱エネルギー代謝－熱代謝治療
法の開発－

がん細胞の熱エネルギー代謝－熱代謝治療
法の開発－

初発中枢神経原発胚細胞腫瘍に対する化学
療法併用放射線治療の低侵襲化に関する研

究開発／ＡＭＥＤ／荒川　芳輝

神経膠腫に対するロムスチン療法とプロカル
バジン、ロムスチン、ビンクリスチン併用療法に

関する研究開発／ＡＭＥＤ／荒川　芳輝

高齢者初発膠芽腫に対する分子分類に応じ
たテモゾロミド併用寡分割放射線治療の最適
化に関する研究開発／ＡＭＥＤ／荒川　芳輝

ＡＩ技術を使用した未破裂脳動脈瘤増大破裂
予測システムの構築と実用化を目指した多施
設共同研究／ＡＭＥＤ／池堂　太一／代表：

国立循環器病研究センター・片山班

初発ＩＤＨ野生型低悪性度神経膠腫に対する
ＮｏｖｏＴＴＦ－１００Ａシステムの多施設共同第Ｉ

Ｉ相試験（医師主導治験）／ＡＭＥＤ／荒川
芳輝／東京大学→岡山大学（令和６年～）・田

中將太班

造影病変全切除可能な初発膠芽腫に対する
標準的手術法確立に関する研究／ＡＭＥＤ
（再委託）／荒川芳輝（代表：山形大学・園田

班）

小児上衣腫に対する手術摘出度と分子学的
マーカーを用いた治療層別化による集学的治
療の安全性と有効性確立に向けた研究開発
／ＡＭＥＤ／荒川　芳輝／代表：東海国立大

学機構・斎藤班

可及的摘出されたＩＤＨ変異型星細胞腫に対
する標準治療を確立する研究／ＡＭＥＤ／荒

川　芳輝／代表：神戸大学・村垣班

Ｃｅｌｌｍ－００１による初発膠芽腫治療効果無作
為比較対照試験に関する医師主導治験／荒
川芳輝／代表：神戸大学・村垣班／２０２２年９
月１日から東京女子医科大（１５０２２０７０００４

９）→神戸大

Ｃｅｌｌｍ－００１による初発膠芽腫治療効果無作
為比較対照試験に関する医師主導治験／荒
川芳輝／代表：神戸大学・村垣班／２０２２年９
月１日から東京女子医科大（１５０２２０７０００４

９）→神戸大

Ｃｅｌｌｍ－００１による初発膠芽腫治療効果無作
為比較対照試験に関する医師主導治験／荒
川芳輝／代表：神戸大学・村垣班／２０２２年９
月１日から東京女子医科大（１５０２２０７０００４

９）→神戸大

ＫＵＭＡＤＡＩマグネシウムを用いた生体吸収
性フローダイバーターに関する研究／ＡＭＥＤ
／千原　英夫（Ｒ６年度から石井暁先生より変

更）

ＭＲＩ画像によるアルツハイマー病コンピュータ
支援診断プログラムの開発／ＡＭＥＤ（再委
託）／坂井千秋（代表：東北大学・舘脇班）

フローダイバーター留置術周術期抗血小板療
法期間に関する多施設共同ランダム化比較試
験／国立大学法人東海国立大学機構（岐阜

大学）／大川　将和

川島　雅央

川島　雅央

荒川　芳輝

荒川　芳輝

荒川　芳輝

池堂　太一

荒川　芳輝

荒川　芳輝

荒川　芳輝

荒川　芳輝

荒川　芳輝

荒川　芳輝

荒川　芳輝

千原　英夫

坂井　千秋

大川　将和

乳腺外科

乳腺外科

脳神経外科

脳神経外科

脳神経外科

脳神経外科

脳神経外科

脳神経外科

脳神経外科

脳神経外科

脳神経外科

脳神経外科

脳神経外科

脳神経外科

脳神経外科

脳神経外科

国立研究開発法人科
学技術振興機構　分
任研究契約担当者

契約部長

国立研究開発法人科
学技術振興機構　分
任研究契約担当者

契約部長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立研究開発法人
国立循環器病研究セ

ンター　理事長

国立大学法人　岡山
大学　学長

国立大学法人山形大
学　飯田キャンパス長

国立大学法人　東海
国立大学機構

国立大学法人神戸大
学　学長

神戸大学医学部附属
病院　病院長

神戸大学医学部附属
病院　病院長

神戸大学医学部附属
病院　病院長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立大学法人東北大
学加齢医学研究所

所長

国立大学法人　東海
国立大学機構



1,800,000 委

752,290 委

50,000 委

29,998,800 委

29,998,800 委

312,000 委

62,660 委

313,300 委

17,823,000 委

15,600,000 委

32,500,000 委

23,999,300 委

3,900,000 委

3,900,000 委

6,500,000 委

78,000,000 委

再発膠芽腫に対するＴＵＧ１を標的とした核酸
医薬医師主導第Ｉ相試験／国立大学法人東

海国立大学機構（名古屋大学）・株式会社ファ
イブリングス／荒川　芳輝

発症前コホート研究と多層オミックス解析の融合によ
るパーキンソン病の研究基盤高度化と疾患Ｔｒａｊｅｃｔｏ
ｒｙ解明（分担課題名：画像Ｔｒａｊｅｃｔｏｒｙの解明と画像
ＢＭの確立）／ＡＭＥＤ／中西　悦郎／代表：国立精

神・神経医療研究センター・髙橋班

初発ＩＤＨ野生型低悪性度神経膠腫に対する
交流電場腫瘍治療システムの有効性と安全性
を検証する多施設共同医師主導治験／岡山

大学病院／荒川　芳輝

特定非営利活動法人　日本脳神経血管内治
療学会データベースを用いた観察研究　Ｐｉｐｅ

ｌｉｎｅ　Ｆｌｅｘ　フローダイバーターシステム

「世界モデルとなる自律成長型人材・技術を育む総
合健康産業都市拠点」に関する国立大学法人京都
大学による研究開発／研究成果展開事業　共創の
場形成支援（共創の場形成支援プログラム）／髙橋
良輔／国立循環器病研究センターＣＯＩ－ＮＥＸＴ

「世界モデルとなる自律成長型人材・技術を育む総
合健康産業都市拠点」に関する国立大学法人京都
大学による研究開発／研究成果展開事業　共創の
場形成支援（共創の場形成支援プログラム）／髙橋
良輔／国立循環器病研究センターＣＯＩ－ＮＥＸＴ

【症例タイプ】パーキンソン病発症予防のため
の運動症状発症前ｂｉｏｍａｒｋｅｒの特定のため
の研究（Ｔｈｅ　Ｊａｐａｎ　Ｐａｒｋｉｎｓｏｎ’ｓ　Ｐｒｏｇｒｅ
ｓｓｉｏｎ　Ｍａｒｋｅｒｓ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｖｅ（通称：Ｊ－ＰＰＭ

Ｉ））

ＤＡＴ－ＳＰＥＣＴ、神経学的診察、認知機能等
の心理評価、ＭＲＩデータの収集、解析

代謝経路に着目したサルコイドーシスの新規
治療に関する研究開発／ＡＭＥＤ／中溝　聡

本邦のシュニッツラー症候群患者の急性期炎
症所見に対するカナキヌマブを用いた多施設

医師主導治験／ＡＭＥＤ／神戸　直智

ＤＡＴ－ＳＰＥＣＴ、神経学的診察、認知機能等
の心理評価、ＭＲＩデータの収集、解析

Ｔｙｐｅ１インターフェロンが繋ぐパーキンソン病
の病態解明と治療法の開発／田口　智之

ミクログリアの精密制御による中枢神経変性病
態の治療開拓／木村　公俊

神経グリア血管単位－リンパ管系に着目した
血管性認知症および混合型認知症における
臓器間ネットワークの解明とヒトへのトランス

レーションによるリスク予見法の創出／ムーン
ショット型研究開発事業

臓器連関の包括的理解に基づく認知症関連
疾患の克服に向けて／ムーンショット型研究開

発事業／髙橋　良輔

前立腺がん高特異度二次検査マーカーＰＳＡ　Ｇ－Ｉ
ｎｄｅｘに対する前臨床試験／分担研究開発課題名：
コホート検体管理提供、診断性能評価／赤松　秀輔
→後藤　崇之／公益財団法人がん研究会・植田　幸

嗣班

荒川　芳輝

荒川　芳輝

菊池　隆幸

髙橋　良輔

髙橋　良輔

髙橋　良輔

髙橋　良輔

髙橋　良輔

田口　智之

木村　公俊

眞木　崇州

髙橋　良輔

中西　悦郎

後藤　崇之

中溝　聡

神戸　直智

脳神経外科

脳神経外科

脳神経外科

脳神経内科

脳神経内科

脳神経内科

脳神経内科

脳神経内科

脳神経内科

脳神経内科

脳神経内科

脳神経内科

脳神経内科

泌尿器科

皮膚科

皮膚科

国立大学法人　東海
国立大学機構

岡山大学病院　病院
長

特定非営利活動法人
日本脳神経血管内治

療学会　理事長

国立研究開発法人科
学技術振興機構　分
任研究契約担当者

契約部長

国立研究開発法人科
学技術振興機構　分
任研究契約担当者

契約部長

国立研究開発法人
国立精神・神経医療研

究センター　理事長

国立研究開発法人
国立精神・神経医療研

究センター　理事長

国立研究開発法人
国立精神・神経医療研

究センター　理事長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立研究開発法人科
学技術振興機構　分
任研究契約担当者

契約部長

国立研究開発法人科
学技術振興機構　分
任研究契約担当者

契約部長

国立研究開発法人
国立精神・神経医療研

究センター　理事長

公益財団法人がん研
究会　理事長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長

国立研究開発法人
日本医療研究開発機
構　契約担当職　理事

長



650,000 委

84,500,000 委

20,800,000 委

1,660,000 委

19,500,000 委

520,000 委

728,000 委

260,000 委

260,000 委

3,822,000 委

6,500,000 委

260,000 委

2,925,000 委

130,000 委

3,250,000 委

260,000 委

代謝経路に着目したサルコイドーシスの新規
治療に関する研究開発／ＡＭＥＤ／中溝　聡

多細胞間相互作用による皮膚バリアの適応・
修復機序の解明／ＡＭＥＤ／椛島　健治

皮膚における生活環境ストレスマーカーの探
索とアトピー性皮膚炎の層別化医療への展開

／ＡＭＥＤ／椛島　健治

早期関節リウマチの滑膜と末梢血情報による
予後予測モデルの構築／ＡＭＥＤ／森信　曉
雄／代表：国立大学法人東京大学・藤尾班

先天的／後天的構造多型に着目した免疫／
精神疾患病態解明に関する研究開発　／ＡＭ

ＥＤ再委託・理化学研究所／森信　暁雄

解析・データセンターにおける情報システム基
盤の研究と構築／分担研究課題名：全ゲノム
解析症例のＷＳＩおよび病理報告書等の病理
データ収集体制の構築／羽賀博典／東京大

学・井元班

動体追尾技術と複合回転技術の融合による革
新的放射線治療技術の開発と臨床評価／Ａ

ＭＥＤ／溝脇尚志

頭頸部癌化学放射線療法における予防領域
照射の線量低減に関するランダム化比較試験
／ＡＭＥＤ／溝脇尚志／代表：愛知県がんセ

ンター・古平班

Ｈｉｇｈ　ｖｏｌｕｍｅ転移を認める前立腺癌患者に
対する局所放射線治療を併用する標準治療

の確立と治療効果予測マーカーの開発／ＡＭ
ＥＤ／溝脇尚志／代表・宮崎大学・賀本班

早期非小細胞肺癌に対する体幹部定位放射
線治療線量増加ランダム化比較試験／吉村
通央／ＡＭＥＤ再委託（広島大学・村上祐司

代表）

薬物療法により臨床的完全奏効が得られたＨ
ＥＲ２陽性原発乳癌に対する非切除療法の有
効性に関する単群検証的試験／ＡＭＥＤ再委
託（群馬県立がんセンター・藤澤班）／吉村通

央

免疫担当細胞ｅＱＴＬ　データを用いた免疫介
在性疾患ゲノム情報からの層別化および予後
予測モデルの構築／ＡＭＥＤ再委託・東京大

学（藤尾）／森信　暁雄

成人固形がんに対する標準治療確立のための基盤
研究（２０２０－Ｊ－０３）　分担課題名：放射線治療を

含む標準治療確立のための多施設共同研究／国立
がん研究センター研究開発費／溝脇　尚志／金光

幸秀班

核内受容体ＮＲ４Ａを標的とした全身性エリテ
マトーデスの治療開発／ＡＭＥＤ／日和　良介

高安動脈炎における血管合併症バイオマー
カーの開発に向けたエビデンス創出研究／Ａ
ＭＥＤ再委託／吉藤元／代表：国立循環器病

研究センター・中岡良和

先天的・後天的ゲノム情報と臨床情報を用い
た関節リウマチの層別化基盤の構築／ＡＭＥ

Ｄ／森信　暁雄／代表：理研・寺尾班

中溝　聡

椛島　健治

椛島　健治

羽賀　博典

森信　暁雄

森信　暁雄

森信　暁雄

森信　暁雄

溝脇　尚志

溝脇　尚志

溝脇　尚志

岸　徳子

吉村　通央

溝脇　尚志

日和　良介

吉藤　元

皮膚科
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Performance status improvement and advances in systemic treatment
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A novel mouse model for investigating α-synuclein aggregates in
oligodendrocytes: implications for the glial cytoplasmic inclusions in
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Esophageal Cancer: A Case Report
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(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）

番号 論文種別

1 Original Article

2 Case report

3

～ 　計　件

(注) 1

2

　当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断される主なものを記入すること。

　記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に準じること。

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属
題名

雑誌名・
出版年月等

　当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。
七十件以上発表を行っている場合には、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特
定機能病院を附属している大学の講座等と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が大学の当該講座等で
あっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病院に所属している場合に限る。）

  「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上は、他、またはet al.とする。

　「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

　「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin pressの掲載月は認めない）; 巻数: 該当ページ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記すること）。
      記載例：　Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9  /  Lancet. 2015 Dec (オンライン）

　「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。

Chikatoshi Katada,
Tetsuji Yokoyama,
Akinori Watanabe,et 
al.

がん免疫ＰＤＴ研究講座（産
学共同）

Optimizing Organ Preservation Strategies through Chemotherapy-Based
Selection in Esophageal Squamous Cell Carcinoma: Results from the
CROC Multi-Institutional Phase II Clinical Trial

International Journal of Radiation
Oncology*Biology*Physics. 2024
Jul

Saeko Nakajima,
Satoru Yonekura,
Kenji Kabashima,et 
al.

炎症性皮膚疾患創薬講座
（産学共同）

Targeting OX40-OX40L pathway: A new era in atopic dermatitis
management by T cell rebalancing.

The Journal of allergy and clinical
immunology. 2025 Feb
18;155(4):1211-1213



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

医の倫理委員会会議録の作成 
医の倫理委員会作業手順書、委員名簿、及び会議録概要等の公表 
研究者等への教育研修 
医の倫理委員会委員及び事務局員への教育研修 
年次報告及び中止・終了報告 
研究者、研究責任者及び研究機関の長の責務 
試料・情報の保管及び他の機関等の試料・情報の利用等 
迅速審査に関する手順 
多機関共同研究についての事務手続き及び審査の方針 
重篤な有害事象・安全性情報の報告 
専門小委員会の運用にかかる手順書 
不適合に関する報告 
中央倫理審査委員会としての一括審査 
外部機関の倫理委員会への審査依頼 
 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年12回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

利益相反マネジメントの原則、利益相反審査に係る審議体制・手続き等 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年12回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

 

 



(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年5回 

 ・研修の主な内容 

臨床研究等倫理講習会 

令和6年度 臨床研究等倫理講習会 

１．開会挨拶  

２．AI・医師の働き方改革でどうなる？アカデミアの臨床研究 

３．海外へのデータ提供にかかる注意点について－倫理指針改定による変更点― 

４．先端医療研究開発機構(iACT)における研究支援の紹介 

 

 再生医療等委員会研修会 

 令和6年度認定再生医療等委員会における審査の質向上事業 

第8回認定再生医療等委員会教育研修会 

 

倫理審査委員教育研修会 

令和6年度 第1回 

１．開会挨拶  

２．AI・医師の働き方改革でどうなる？アカデミアの臨床研究 

３．海外へのデータ提供にかかる注意点について－倫理指針改定による変更点― 

４．先端医療研究開発機構(iACT)における研究支援の紹介 

 

令和6年度 第2回 

特定臨床研究の誤解を解く～留意点とiACTの支援～ 

 
令和6年度 第3回 

臨床研究に必要な補償と保険の基礎知識 

(注）前年度の実績を記載すること。 
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高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

京大病院では、単に自立して診療ができるだけでなく、将来的にその領域でリーダーシップがと

れるような実力のある専門医の養成をめざしている。 

こうした専門医になるためには、固定化した医療環境で、漫然と日常診療をこなすだけでは不十

分であり、系統的なプログラムにもとづき、優れた指導医のもとで、さまざまな医療環境を経験

することが必要となる。 

 京大病院は、レベルの高い魅力的な第一線の医療機関が関連病院としてリンクしていることで

有名であり、活発に人事交流することが実力のある臨床医を育成する原動力になっている。プロ

グラムは、こうしたアクティビティの高い病院での修練が包括されたものとなっている。その中

で大学においては若い医師たちが真摯で刺激的なディスカッションを重ねながら、挑戦的で先進

的な課題に取り組む環境が形成されており、京大病院の実績と力に結びついている。 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数        １４９ 人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

山下 浩平 血液内科 准教授 ３２年  

植田 洋平 糖尿病・内分泌・栄養内科 助教 １６年  

尾野 亘 循環器内科 教授 ３５年  

福田 晃久 消化器内科 准教授 ２８年  

平井 豊博 呼吸器内科 教授 ３７年  

森信  暁雄 免疫・膠原病内科 教授 ３７年  

大鶴 繁 救急科 教授 ２８年  

松本 理器 脳神経内科 教授 ３１年  

柳田 素子 腎臓内科 教授 ３１年  

松原 淳一 腫瘍内科 准教授 ２５年  

小濵 和貴 消化管外科 教授 ３０年  

増田 慎三 乳腺外科 教授 ３２年  

伊藤 孝司 肝胆膵・移植外科 講師 ２７年  

岡本 竜弥 小児外科 助教 ２４年  

湊谷 謙司 心臓血管外科 教授 ３９年  

中島 大輔 呼吸器外科 講師 ２４年  

荒川 芳輝 脳神経外科 教授 ２８年  

上田 奈央子 眼科 特定病院助教 ２５年  

大森 孝一 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 教授 ４１年  

大槻 文悟 整形外科 准教授 ２８年  

森本 尚樹 形成外科 教授 ３２年  

千草 義継 産科婦人科 講師 ２２年  

後藤 崇之 泌尿器科 准教授 ２１年  

江木 盛時 麻酔科 教授 ２６年  

滝田 順子 小児科 教授 ３４年  



吉村 通央 放射線治療科 准教授 ２８年  

中本 裕士 放射線診断科 教授 ３４年  

椛島 健治 皮膚科 教授 ２９年  

磯部 昌憲 精神科神経科 助教 ２０年  

池口 良輔 リハビリテーション科 教授 ３３年  

羽賀 博典 病理診断科 教授 ３４年  

長尾 美紀 検査部･感染制御部 教授 ２６年  

廣田 誠 歯科口腔外科 教授 ２７年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

Ａ・研修の主な内容 

  薬剤師を対象に、調剤業務・病棟薬剤師業務、医薬品安全管理についての知識・技能を修得 

するための講義研修および症例検討会、臨床上の課題を発見・解決する能力を養うためのセ 

ミナーを実施した。 

 ・研修の期間・実施回数 

  2024/4/1～2025/3/31 計85回 

 ・研修の参加人数 

  各10〜56名 

Ｂ・研修の主な内容 

診療放射線技師を対象に、以下の研修を実施した。 

1.Let's create a new era together ! -5th season- 

2. 京都大学という職場環境２ ―個と組織の連携強化― 

3. 医療安全（未然防止） 

4. 副技師長・Aグループ長としての抱負 

5. ワクワクの秘訣：人生を活気に満ちた冒険へと導く方法 

6. 医療放射線管理の話 漏洩線量測定～せっかくなので、基礎も少し話します～ 

 ・研修の期間・実施回数 

各30分、6回 

（1.2024/4/25、2.5/9、3.5/16、4.5/23、5.6/6、6.10/17） 

 ・研修の参加人数 

（1.41名、2.31名、3.34名、4.37名、5.43名、6.26名） 

Ｃ・研修の主な内容 

  看護師・臨床工学技士を対象に、人工呼吸器・血液浄化・除細動器・人工心肺装置及び 

補助循環装置・閉鎖式保育器・新規医療機器の安全な使用方法について実施した。 

 ・研修の期間・実施回数 

計44回（2024/4/1～2025/3/31）及びe-ラーニング 

 ・研修の参加人数 

901名 

 

Ｄ・研修の主な内容 

1．新規採用者研修：事務手続き 

2．新規採用者研修：病院（当院の概要） 

3．新規採用者研修：職員として大切なこと（接遇関連） 

4．新規採用者研修：検査部について 

5．新規採用者研修：臨床検査について 

6．新規採用者研修：臨床検査の精度管理（ISO15189を交えて） 

7．新規採用者研修：外来採血室（採血における注意点 RFIDと患者対応） 

8．ISO必修トレ－ニング 

①品質マネジメントシステム：2024/10/10～2025/3/31 

②災害対策：2024/10/10～2025/3/31 

③倫理：2025/1/22～2025/3/7 

④廃棄物の取扱い：2024/10/10～2025/3/31 



⑤医療安全の講習会（病院指定 年2回）2024年度 

⑥感染対策の講習会（病院指定 年2回）2024年度 

9．Clinical Laboratory Conference（CLC 部内研修会） 

184回：新型コロナウイルスに対する生理検査の感染予防策について:2024/4/17 

185回：血液検査・凝固検査の基礎:2024/5/15 

     186回：時間外検査室における免疫検査:2024/6/19 

187回：感染症診療における血液培養の役割:2024/7/10 

188回：採血で失敗を減らすコツ:2024/9/11 

189回：脳死移植について（移植前・後の関り）:2024/10/16 

190回：若手スキルアップ講習(微生物、輸血、生理機能):2024/11/13 

191回：若手スキルアップ講習 (一般、微生物):2024/12/11 

192回：糖尿病に関連する検査 ～診断から治療まで:2025/1/29 

193回：臨床現場で生かす脳波:2025/2/26 

194回：2024年度検査部活動報告:2025/3/26 

 ・研修の期間・実施回数 

1～8：年一回、9：月一回。 

 ・研修の参加人数 

1～7：5名、8：120名 （新型コロナ感染拡大防止のため、今回は各自ｗｅｂ） 

  9：各自Web 20～50人 

 

Ｅ・研修の主な内容 

  理学療法士，作業療法士，言語聴覚士を対象に、統計学的手法についての研修を実施した。 

 ・研修の期間・実施回数 

  60分、1回（2024/9/30） 

 ・研修の参加人数 

  30人 

Ｆ・研修の主な内容 

  「看護部IVナース認定プログラム」に基づき、下記対象者に下記講義と演習・試験を 

実施した。 

①レベルⅡ（新規入職看護師対象）に薬剤・安全管理・感染管理・CVポート・PICCの管理・ 

   テープ固定時の皮膚障害予防、末梢血管確保・CVポート穿刺演習 

②レベルⅢ（レベルⅡを指導する者対象；インストラクター）に輸液管理・生物学的製剤・ 

UKカテーテル・輸血管理・アナフィラキシー・造影剤・IVインストラクター講習 

③レベルⅣ（レベルⅢ認定者対象）抗がん薬の基礎知識、抗がん薬投与における末梢静脈 

穿刺 

 ・研修の期間・実施回数 

  のべ876時間、441回（在宅研修・動画講義視聴を含む） 

 ・研修の参加人数 

  のべ762人 

Ｇ・研修の主な内容 

  下記の対象者研修を実施した。 

4/1採用者研修・中途採用者研修・勤務復帰者研修、新人看護師・卒後2年看護師・ 

卒後3年看護師・卒後4年看護師研修等を行った。 

 ・研修の期間・実施回数 

  のべ2142時間30分、255回（在宅研修・オンライン研修・動画講義視聴を含む） 

 ・研修の参加人数 

  のべ2695人 

Ｈ・研修の主な内容 

  ICU・CCU/HCU新規入職看護師を対象に「透析看護認定研修」として、「腎不全の病態と 



血液浄化療法」「血液浄化療法の記録」「血液浄化用訪中の看護」「血液浄化療法につい 

て」「血液浄化療法の実際」ついての講義・演習・試験を実施した。 

 ・研修の期間・実施回数 

  171時間45分、110回（動画講義視聴を含む） 

 ・研修の参加人数 

  のべ180人 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

Ａ・研修の主な内容 

  薬剤師を対象に、医薬品情報管理に関する研修を実施した。 

 ・研修の期間・実施回数 

  2024/4/1～2025/3/31 計11回 

 ・研修の参加人数 

各28〜48名 

Ｂ・研修の主な内容 

診療放射線技師を対象に、以下の管理業務に関する研修を行った。 

・総務管理 

・医療安全管理 

・感染対策管理 

・情報管理 

・学術法規・災害管理 

・治験・臨床研究管理 

・人材育成管理 

 ・研修の期間・実施回数 

2024/4/1～5（各1回） 

 ・研修の参加人数 

各9名 

Ｃ・研修の主な内容 

診療放射線技師を対象に、以下の診療業務に関する研修を行った。 

1.IVR-CTの被ばく線量管理：一緒に「お宝」を探しませんか？ 

2.救急外傷X線撮影〜X線診断における4つのtwo's〜 

3.CTスカウト読影術 

4.ポータブル撮影の現状と検討課題 

5.修理の写真から学ぶMRの内部構造 

6.過去のインシデントから学ぶ放治部門の運用ルール 〜放射線治療を安全に実行する 

ために〜 

7.核医学検査におけるプラスアルファ ～知って役立つ画像やSTAT画像～ 

8.OXRAY～国産Oリング型All-IN-ONE PLATFORM IGRTシステム～ 

9.ChatGPTは業務改善に貢献できるのか？ 

10.MRIにおいてDuropathyの原因となる硬膜欠損部の同定を試みた症例 

11.早期声門癌放射線治療におけるシェルが放射線皮膚炎に与える影響の評価 

12.床置き型kV-X線画像誘導治療装置における撮影条件の違いが画像照合精度に及ぼす影響、 

胸部正面X線撮影における面積線量計の値の調査 

13.Deep Learning再構成を利用したDWIにおけるADC値の計測精度 

14.XP ２方向目撮影時に考えること 

15.腰椎DIXONの撮影条件の検討 



16.論文紹介：不整脈に対する放射線治療 

17.小児構音時X線規格撮影における撮影条件の検討 

18.装置間・装置内のCAG透視プロトコルの比較 

19.胸部CTスカウト画像から体重推定を行う Deep Learningモデルにおける推定の根拠の 

可視化の検討、放射線治療における新ボーラスの特性評価 

20.CT Perfusionにおける生理食塩水後押しの影響ーMRIを基準とした比較分析ー、 

泌尿器領域の撮影における最適な受信コイルの検討 

21.肺定位放射線治療におけるCT値と治療パラメータの関係、心筋血流シンチにおける 

胆嚢の高集積で悩んだ症例 

22.SWI画像における静脈血描出能の最適化パラメータの検討、骨盤部SGRTにおける 

レジストレーションROIの改良によるセットアップ精度の向上 

23. MRIにおける置き針のアーチファクトとその影響評価、側頭骨CT撮影における 

深層学習再構成法の有用性 

 ・研修の期間・実施回数 

各30分、14回、各15分、9回 

（1.2024/6/13、2.6/20、3.7/4、4.7/11、5.7/18、 

6.8/1、7.8/8、8.8/15、9.8/29、10.9/12、11.10/3、12.10/31、 

13.11/21、14.11/28、15.12/5、16.12/12、17.2025/1/16、 

18.1/23、19.2/6、20.2/13、21.2/27、22.3/6、23.3/13） 

 ・研修の参加人数 

（1.31名、2.35名、3.38名、4.35名、5.39名、6.33名、7.32名、8.29名、9.32名、 

10.28名、11.27名、12.22名、13.18名、14.23名、15.26名、16.20名、17.31名、 

18.25名、19.23名、20.21名、21.21名、22.15名、23.16名） 

 

Ｄ・研修の主な内容 

診療放射線技師を対象に、以下の他大等との学術交流会を実施した。 

第11回 三大学学術交流会 テーマ: 各施設のタスクシフトの現状 

「タスクシフトの現実:診療放射線技師と他職種の調整の舞台裏」「仕事をふるなら人を 

くれ～タスクシフトの壁と可能性～」「タスクシフト準備中ー。。。」 

 ・研修の期間・実施回数 

90分、2025/1/30 

 ・研修の参加人数 

15名 

Ｅ・研修の主な内容 

診療放射線技師を対象に、以下の他大等との学術交流会を実施した。 

第21回 東大・京大・がんセンター放射線先端学術交流会 

テーマ：核医学の革新: 新規RI製剤による未来への挑戦 

「診療放射線管理室の役割と今後の展望について」「国立がん研究センター中央病院の 

核医学治療の運用と課題について」「京大病院で使用されている新規PETトレーサーに 

ついて」 

 ・研修の期間・実施回数 

90分、2024/10/14 

 ・研修の参加人数 

39名 

Ｆ・研修の主な内容 

  医療器材部職員を対象に臨床工学技士の業務範囲追加に伴う厚生労働大臣指定による研修 

（基礎研修） 



 ・研修の期間・実施回数 

令和6年度・e-ラーニング 18件 

 ・研修の参加人数 

128名 

Ｇ・研修の主な内容 

1．オーソバイオビューカセット試薬について:2024/5/10：6人 

2．脳波カンファレンス:2024/5/22：8人 

3．呼吸機能検査妥当性評価について:2024/5/28：17人 

4．生理検査カンファレンス:2024/6/5：14人 

5．心電図検査 ～投書に伴う集合教育:2024/5/31～6/7：20人 

6．脳波カンファレンス:2024/6/26：5人 

7．脳波カンファレンス:2024/7/24：6人 

8．患者急変時緊急対応訓練（心電図、脳波、呼吸機能）:2024/8/2,7：21人 

9．WASP-Lab追加トレーニング:2024/8/5～16：6人 

10．脳波カンファレンス:2024/8/28：10人 

11．CHESTAC-8900更新に伴う説明会:2024/8/29～9/5：18人 

12．CLSI変更点:2024/9/3：6人 

13．Canon Aplio i900導入時説明会:2024/9/17～20：8人 

14．脳波カンファレンス:2024/9/26：7人 

15．第三回生理検査カンファレンス:2024/10/21：12人 

16．コールドルーム脱出訓練:2024/11/15：2人 

17．京臨技サーベイの是正:2024/11/19:7人 

18．脳波カンファレンス:2024/12/4：6人 

19．フレキシブルな認定範囲の管理:2024/12/16～27：1人 

20．生理検査カンファレンス:2024/12/9：7人 

 ・研修の期間・実施回数 

不定期開催。 

 ・研修の参加人数 

上記記載。 

Ｈ・研修の主な内容 

  理学療法士，作業療法士，言語聴覚士を対象に、医療安全（部署で生じたインシデント・ 

リスクの共有）についての研修を実施した。 

 ・研修の期間・実施回数 

  60分、1回（2024/5/27） 

 ・研修の参加人数 

  28人 

Ｉ・研修の主な内容 

  理学療法士，作業療法士，言語聴覚士を対象に，感染対策とPPEの適切な装着に関する 

実技研修を実施した。 

 ・研修の期間・実施回数 

  60分，１回（2024/6/24） 

 ・研修の参加人数 

  30人 

Ｊ・研修の主な内容 

  体液料測定の見方、ロボット搬送の取り組みについて、リブレ2について、インスリン 

ポンプ新機種について 他 

 ・研修の期間・実施回数 

  年間10回 

 ・研修の参加人数 



  1回約20名 

Ｋ・研修の主な内容 

  看護師を対象に、管理者研修を実施した。 

 ・研修の期間・実施回数 

  のべ12時間、6回 

 ・研修の参加人数 

  のべ105人 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 髙折 晃史 

  管理担当者氏名 総務課長         植村 博樹   医務課長     北山 恵子 
医療サービス課長 藤岡 一敏     臨床研究戦略課    上根 勝 
医療安全管理室長 松村 由美     医療情報企画部長 黒田 知宏 
感染制御部長   長尾 美紀     薬剤部長     寺田 智祐     
医療器材部長     小濵 和貴     倫理支援部       中山 健夫 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 総務課 ・カルテは電子カルテと
紙カルテの2種類を管理
及び保管している。 
・2005年に電子カルテを
導入しており、それ以前
の紙カルテについては2
0年の保存期間を設けて
病歴管理室にて保管し
ている。また、紙媒体で
生成される各種検査資
料及び同意書等につい
ては、原則、電子印章付
きのスキャナで取り込
み、電子データを原本と
して電子カルテに保存
している。 
・画像フィルムは、201
3年4月に全てのモダリ
ティのフィルムレス化
を実施しており、それ以
降原則、現物保管はして
いない。 
・カルテを病院外に持ち
出すことは個人情報保
護のため認めていない。 

各科診療日誌 医療情報企画部 
・医務課 

処方せん 薬剤部 
手術記録 医療情報企画部 

・医務課 
看護記録 医療情報企画部 

・医務課 
検査所見記録 医療情報企画部 

・医務課 
エックス線写真 医療情報企画部 

・医務課 
紹介状 医療情報企画部 

・医務課 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

医療情報企画部 
・医務課 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三

項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課 パソコンの電子ファイ
ルおよび紙媒体で管理。 高度の医療の提供の実績 医務課 

高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

医療サービス課・ 
倫理支援部・ 
臨床研究戦略課 

高度の医療の研修の実績 総務課 
閲覧実績 総務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医務課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医務課・薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一

項
に
掲
げ
る
事
項 

 医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医療安全管理室・ 
医療サービス課 

パソコンの電子ファイ
ルおよび紙媒体で管理 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医療安全管理室・ 
医療サービス課 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療安全管理室・ 
医療サービス課 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医療安全管理室・ 
医療サービス課 

 
  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

感染制御部 パソコンの電子ファイ
ルおよび紙媒体で管理 

 院内感染対策のための委員会の
開催状況  

医療安全管理室・ 
医療サービス課 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

医療安全管理室・ 
医療サービス課 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

医療安全管理室・ 
医療サービス課 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

薬剤部 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

医療器材部 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

医療器材部・ 
医療サービス課 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

医療器材部 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

医療器材部 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医療安全管理室・ 
医療サービス課 

パソコンの電子ファイ
ルおよび紙媒体で管理
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

医療サービス課 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

医療サービス課 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

医務課 

医療安全管理部門の設置状況 医療安全管理室・ 
医療サービス課 

高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医療サービス課 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

医療サービス課 

監査委員会の設置状況 総務課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療安全管理室・ 
医療サービス課 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医療安全管理室・ 
医療サービス課 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医療安全管理室・ 
医療サービス課 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

総務課 

職員研修の実施状況 医療サービス課 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

医療サービス課 

管理者が有する権限に関する
状況 

総務課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

医療サービス課 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

総務課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延　　　　　0　　　　件

閲　覧　者　別 医師 延　　　　　0　　　　件

歯科医師 延　　　　　0　　　　件

国 延　　　　　0　　　　件

地方公共団体 延　　　　　0　　　　件

　閲覧責任者氏名 　事務部長　西村　敏信

　閲覧担当者氏名

　閲覧の手続の概要

 　 １．閲覧申込　　総務課
  　２．承認者　　　 事務部長
  　３．閲覧方法　　指定した日時総務課内
  　４．返却方法　　当日総務課へ返却

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

　総務課内

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ２．現状

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

　総務課長　植村  博樹

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

（様式第6）



 
 
 

 
規則第１条の 11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 

１．基本理念 
２．組織と体制 
３．医療事故収集とサーベイランス 
４．重大事故発生時の報告体制 
５．安全管理に係る研修の実施 
６．マニュアル・対応指針等の作成 
７．診療情報等の共有と開示 
８．患者および家族からの相談等への対応 
９．その他医療安全の推進のために必要な基本方針 

 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 

・ 設置の有無（ 有・無 ） 
・ 開催状況：年12回 
・ 活動の主な内容： 

１．本院における医療事故の防止及び医療の安全性確保に関すること。 
２．本院において重大な問題その他、委員会において取り扱うことが適

当な問題が発生した場合における、速やかな原因究明のための調査
及び分析に関すること。 

３．２．の分析の結果を活用した、医療に係る安全の確保を目的とした
改善のための方策の立案及び実施、並びに職員等への周知に関する
こと。 

４．３．の改善のための方策の実施の状況の調査及び必要に応じた当該
方策の見直しに関すること。 

５．医療に係る安全管理のため、職員等の医療の安全に関する意識、他
の職員等と相互に連携して業務を行うことについての認識、業務を
安全に行うための技能の向上等を目的として、医療に係る安全管理
のための基本的な事項及び具体的な方策についての職員等研修に関
すること。 

６．医療に関する安全管理指針の策定及び変更に関すること。 
７．その他医療安全管理に関すること。 

 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年12回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 

１．『患者安全の基本』 
２. 『情報セキュリティを取り巻く話題』  
３. 『ヒューマンファクターズとしてのメンタルヘルス』 
４. 『安全文化の醸成』 
５. 『チーミング』  
６. 『エラーに学び害を防止する』 
７. 『臨床におけるリスクの理解とマネジメント』 
８. 『品質改善の手法』 
９. 『患者や介護者と協同する』 
１０. 『コミュニケーション』 
１１．『投薬の安全性を改善する』 
１２．『暴言・暴力事例に関する対応方法』 

 

 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

 



 
 
 

 
１．各種安全管理マニュアル・指針等の整備と運用状況のモニター、改

訂作業 
２．安全に関する部門連携・委員会活動 

・医療安全管理委員会の定期開催 
・リスクマネージャー会議の定期開催 
・医療安全、医薬品安全管理、医療機器安全管理、臨床研究安全管
理、医療放射線安全管理に関する小委員会の定期開催 

・多職種間（部門横断的）インシデント検討会の定期開催 
・各種WG開催 
・高難度医療・未承認医薬品等管理室との連携 

３．職員への安全教育 
・e-learning、院内事例報告会 
・医療安全ニュース、周知依頼事項の配信 
・リスクマネージャーメールマガジンの発行 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 

・感染対策に関する基本方針 
・感染対策組織の概要 
・各種委員会および会議の開催 
・感染制御部（ICT）の業務内容 
・感染アウトブレイク（集団発生）時の対応 

 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年129回 

 
  ・ 活動の主な内容： 

１．院内感染対策委員会    1回/月（必要に応じて随時開催）  
２. AST会議          1回/週（必要に応じて随時開催） 
３. ICT会議          1回/週（必要に応じて随時開催）  
４．感染対策業務会議     必要に応じて随時開催 

 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年12回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 

１．『手指衛生の意義』 
２．『感染対策の重要性・標準予防策』 
３．『正しい手指衛生の方法』 
４．『ＰＰＥ（個人防護具）』 
５．『ＰＰＥの着脱方法』 
６．『環境整備・清掃』 
７．『感染性廃棄物』 
８．『感染経路別予防策』 
９．『血液・体液を介した感染』 
１０．『血液培養ボトル供給不足に伴う採取ルールの変更』 
１１．『抗菌薬の供給不足について』 
１２．『かぜ診療から考える経口抗菌薬の適正使用』 

 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

１．感染対策サーベイランスの実施  
・薬剤耐性菌サーベイランス 
・中心静脈カテーテル関連血流感染（CLABSI）サーベイランス 
・カテーテル由来血流感染（CRBSI）サーベイランス 
・手術部位感染サーベイランス 
・抗菌薬サーベイランス 
・手指消毒剤使用量サーベイランス 
・手指衛生モニタリング 

２．職業感染防止及び血液体液曝露後の対策 
・入職時の抗体価確認（B型肝炎、麻疹、水痘、ムンプス、風疹） 
・ワクチン接種（B型肝炎、インフルエンザ、麻疹、水痘、風疹、ムンプス） 
・針刺し防止マニュアル作成・周知、針刺し防止器材の積極的な導入 
・職業感染曝露後の対応 
-針刺し、血液・体液曝露対応（検査、ワクチン、グロブリン、予防投薬等） 
-結核（IGRA：インターフェロン-γ遊離試験、予防投薬） 
-小児ウイルス性疾患（抗体確認、緊急ワクチン接種、休務規定） 
-インフルエンザ（検査、休務規定、予防投薬） 

・結核感染高リスク部署の職員への結核定期検診 
・透析スタッフへの肝炎検査 

     ３．新型コロナウイルス対策 



 
 
 

 
・適時マニュアルを改訂し全職員へ周知 
・感染対策担当者やICTによるラウンドを実施 
・症状サーベイランスの継続 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年62回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

医薬品関連の事故防止に係る本院職員の意識向上と知識習得のため次の通り研修会を実施した。 
 
医師・看護師・薬剤師対象 
1.院内動画配信（e-learning） 令和6年4月〜 1回 
・医薬品の安全使用について 
病棟スタッフ対象 
1.看護師・医師を主な対象とした研修会 11回 
 ・医薬品の使用上の注意点等について 
薬剤師対象 
1.採用医薬品説明会 11回 
  ・新規採用医薬品の説明と位置づけ 
・添付文書改訂情報､安全性情報､医薬品の取扱い情報 
2.薬剤部部員会 12回 
  ・警鐘すべきインシデント事例の情報共有 
・再発防止策の検討と注意喚起 
3.薬剤部レジデント勉強会 23回 
  ・業務内容及び業務マニュアルの確認と解説 
・処方監査・疑義照会のポイント解説 
新採用者対象 
1.研修医・医師オリエンテーション講義（動画視聴）     令和6年4月2日 1回 
2.看護部新規採用者オリエンテーション講義（動画視聴）  令和6年4〜5月 1回 
3.薬剤部新入職員講義                                 令和6年4月1日 1回 
4.看護部静脈注射輸液管理認定プログラム講義（動画視聴）令和6年4〜5月 1回 

 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 

１.医薬品の採用に関すること 
２.医薬品の購入に関すること 
３.薬剤部における医薬品の管理に関すること 
４.病棟・各部門への医薬品の供給に関すること 
５.外来患者への医薬品使用に関すること 
６.病棟･外来･中央診療施設における医薬品の管理に関すること 
７.入院患者への医薬品使用に関すること 
８.医薬品の適正使用・安全使用に係る情報に関すること 
９.他施設（医療機関・薬局等）との連携に関すること 
以上の業務内容について、手順書に基づく業務の実施状況を確認した。医薬品安全管理補助者
の指名を受けた薬剤師が、チェックリスト「医薬品安全使用の業務手順書遵守確認票」を用い
て現場ラウンド及びヒアリングにより確認し、不十分な点は改善指導した。医薬品安全管理責
任者は結果の報告を受けるとともに、記入済みのチェックリストを確認した。 
・病棟・外来・中央診療棟：令和6年8月〜令和7年2月に実施 
・薬剤部：令和7年3月に実施 

 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 



 
 
 

 
別紙1「未承認等の医薬品の具体的な使用事例」のとおり 

 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

1) 副薬剤部長1名が薬剤部リスクマネージャーを兼任し、毎週開催される医療安全小委員会に
て院内の情報を収集し、業務改善を協議すると共に、医薬品関連のインシデントレポートを
もとに薬剤部内に警鐘事例を周知している。また薬剤部長・副薬剤部長間でインシデント情
報を共有し、薬剤業務改善の方策を立てることで医薬品安全使用の質的改善を推進している
。 

2) 処方・注射オーダリングシステムに対し、インシデントレポートで提議された報告を基に
薬剤誤投与防止機能について運用を含めて修正し、医師の業務負担を軽減し、医療事故を
未然に防止すると共に、必要なデータベースを構築し、維持・管理している。 

3) 全職員を対象に、緊急安全性情報や医薬品･医療機器等安全性情報などの注意喚起情報、医
薬品の採用・削除などの医薬品情報をアナウンスメールで発信している。アナウンスメー
ルしたものの中からピックアップして、リスクマネージャー会議で周知依頼するとともに
、周知状況を確認している。 

4) オーダリングシステムによる警告（相互作用、過量投与、アレルギー既往歴、妊婦禁忌、
等を含む）を通過した処方せんは、調剤時に薬剤師が電子カルテ記載内容を確認し、処方
内容に疑義がある場合は医師に照会している。適応外使用や禁忌の使用については「適応
外・禁忌・未承認薬データベース」に入力している。  

5) 入院患者の持参薬の内容確認を薬剤師が行い、患者と面談して服薬状況等を情報収集する
とともに、個々の患者に合わせたより適正な使用となるよう、医師に服薬計画を提案して
いる。 

6) 病棟薬剤師が電子カルテ上で処方内容評価をする際、用法･用量等のチェックに加えて、未
承認薬や適応外使用に該当しないか、禁忌に該当しないかを把握し、該当する場合は医師
に必要性を確認している。収集した情報は「適応外･禁忌･未承認薬データベース」に入力
している。医薬品安全管理補助者がデータベースの内容を確認してまとめ、医薬品安全管
理責任者に報告している。 

7) 医師との連携により、院外処方せん交付患者に対して初回投与時の抗がん薬の服薬指導を
行い、副作用等の説明及びその対処を指導して、医薬品安全使用を推進している。 

8) 外来患者の臨床検査値の一部を院外処方せんに記載し、保険薬局での処方監査時に検査値
を参照できるようにしている。また、保険薬局にて患者から聴き取った情報のうち、処方
医師への提供が望ましいと判断された内容を服薬情報提供書(トレーシングレポート)で受
け付けている。トレーシングレポートの送受信はFAXに加えて、電子的に管理できるシステ
ムを導入し、送受信に係る業務の効率化・処方医師と薬剤師の情報連携強化を推進してい
る。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年52回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

１．放射線関連機器について 
○高度管理医療機器の研修として、以下の研修を実施した。 
診療用高エネルギー放射線発生装置と診療用放射線照射装置に関し以下の研修を実施した。 
1) 令和6年7月22日～7月31日に関連する医療従事者を対象に第1回 診療用高エネルギー放射

線発生装置の研修（資料閲覧研修含む）を実施した。（参加者43名） 
2) 令和6年7月22日～7月31日に関連する医療従事者を対象に第1回 診療用放射線照射装置の

研修（資料閲覧研修含む）を実施した。（参加者43名） 
3) 令和7年1月24日および1月27日～1月31日に関連する医療従事者を対象に第2回 診療用高

エネルギー放射線発生装置の研修（資料閲覧研修含む）を実施した。（参加者45名） 
4) 令和7年1月24日および1月27日～1月31日に関連する医療従事者を対象に第2回 診療用放

射線照射装置の研修（資料閲覧研修含む）を実施した。（参加者45名） 
＊欠席者に対しては資料確認により補講を実施した。 
〇新規医療機器の研修として、以下の研修を実施した。 
1)令和6年7月17日～7月31日に関連する医療従事者を対象に新規導入医療機器（第5MR）の研

修（資料閲覧研修含む）を実施した。（参加者46名） 
2) 令和6年9月19日～10月1日に関連する医療従事者を対象に新規導入医療機器（第4MR）の研

修研修（資料閲覧研修含む）を実施した。（参加者35名） 
3) 令和6年9月25日～10月2日に関連する医療従事者を対象に新規導入医療機器（第1治療室）

の研修を実施した。（参加者29名） 
 

２．ＭＥ関連機器について 
1) 令和6年度中に医師・看護師・臨床工学技士を対象として人工呼吸器・血液浄化装置・除
細動器・人工心肺装置及び補助循環装置等・閉鎖式保育器の安全な使用方法についての研修
を計21回実施した。 
除細動器及び人工呼吸器、血液浄化装置に関してはe-ラーニングでの研修も実施している。 
その他医療機器・新規医療機器についての研修を計22回実施した。 
2) 令和6年4月に新人看護師、研修医を対象として、輸液・シリンジポンプ・人工呼吸器の

使用方法について研修を実施した。 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 

１. 放射線関連機器について 
・放射線機器等については年度点検実施計画を作成し、各部門担当者を決めて以下の内容に
ついて定期的な点検を実施している。 
→機器の動作状況、設定状況、制御状況、画質の確認・検査・清掃・試験・調整・記録及
び医療機器安全管理責任者が確認、押印している。 

→日々の始業終業点検について、各部門において担当者を決めて点検表にて確認、記録及
び医療機器安全管理責任者が確認、押印している。 

→高度な技術を要する修理、定期点検はメーカーに依頼している。 
 

２. ＭＥ関連機器について 
      ・医療機器の点検周期に沿って、院内点検とメーカー点検を実施している。 

→臨床工学技士の点検においては、実施可能なバッテリー交換・各種センサー・フィルタ
ー等の定期交換を実施している。 

       →高度な技術を要する修理、定期点検はメーカーに依頼している。 
 
 
 



 
 
 

 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）：該当なし 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

１．放射線関連機器について 
・血管造影、CT･透視､MR､RI､放射線治療系の各部門において､多職種（医師、看護師、技師）
での品質管理（QA）委員会を､月例開催または2～3ヶ月に1回開催している｡ 

・一般撮影+血管造影+CT･透視グループ､MR+RIグループ､放射線治療の3つのグループにおいて
、診療放射線技師の定例会議を月例で開催している。 

 
２. ＭＥ関連機器について 

・医療機器に関する安全情報は医療安全管理室と協力して医療従事者に周知する体制をとっ
ている。 

・医療機器の安全使用を目的として、中央管理機種の統一を推し進めている。 
・電子カルテ用端末にて、中央管理を行っている機器の取扱い説明書が確認出来る。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況 
 
常勤医師の副病院長（医療安全担当）を医療安全管理責任者として配置している。また、医療安全
管理責任者は医療安全管理委員会の委員長であり、医療安全管理委員会のもとに医薬品安全管理小
委員会（委員長：医薬品安全管理責任者）、医療機器安全管理小委員会（委員長：医療機器安全管
理責任者）、医療放射線安全管理小委員会（委員長：医療放射線安全管理責任者）、臨床研究安全
管理小委員会（委員長：臨床研究安全管理責任者）を統括している体制となっている。 

 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（8名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

(1) 原則として月 1回、電子カルテのアプリケーション「医薬品使用状況」などを用い、医薬品の
投薬及び注射の状況の把握を行っている。 

(2) 医薬品医療機器情報配信サービス（PMDAメディナビ）等を利用して、医薬品・医療機器の安全
性に関する特に重要な情報を入手している。医薬品製造販売業者、卸売販売業者からの情報収
集は、医薬品情報室で一元的に行っている。要対応と判断した事例は、随時、医薬品安全管理
責任者に報告している。 

(3) 院内で発生した医薬品の副作用、インシデント等の情報は、病棟薬剤師が随時収集・評価を行
っている。また、医薬品の新規採用後 6ヶ月、1年を経過した時点で、採用依頼を提出した医
師に副作用調査票の提出を委嘱し、医薬品情報室で集約している。 

(4) 全職員を対象に、緊急安全性情報や医薬品･医療機器等安全性情報などの注意喚起情報、イン
シデント報告から安全使用上周知が必要と思われる医薬品情報などをアナウンスメールで発
信している。これらをまとめた「適正な医薬品使用のための情報」を全リスクマネージャー宛
に周知依頼し、各部署からの周知完了日等の報告をもって、実施状況を確認している。 

(5) 薬剤使用時の注意点や薬剤に関する情報を適宜「DIニュース」等で院内に提供している。病棟
薬剤師は資料を担当診療科・病棟にて周知し記録を残している。 

(6) 病棟薬剤師は、医薬品の使用上の注意点等について、病棟毎のニーズに合わせて、看護師・医
師を対象とした説明会を行い、実施の記録を残している。 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

(1) 調剤室等の薬剤師及び病棟薬剤師は処方情報から適応外・禁忌・未承認の医薬品使用を把握し、
医師に必要性を確認している。医師がその医薬品を使用する場合は、患者への説明とカルテ記
載を依頼し、リスクに応じて、医薬品安全管理小委員会あるいは高難度医療・未承認医薬品等
管理室への申請が必要なことを伝えている。収集した情報は「適応外・禁忌・未承認薬データ
ベース」に入力している。 

(2) 「適応外・禁忌・未承認薬データベース」に入力された情報は、病棟業務リーダー（医薬品安
全管理補助者）が並行して確認し妥当性を評価している。さらに一覧表形式にまとめて毎月、
医薬品安全管理責任者に報告し、指示事項があれば、病棟薬剤師を通じて医師にフィードバッ
クしている。 

(3) 薬剤師が把握した未承認等の医薬品の使用に関する情報は「医薬品安全管理小委員会」に報告
し情報共有している。 

 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種：別紙 2「医薬品安全管理補助者指名書」のとおり 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 



 
 
 

 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内
容 

 
遵守状況の確認 
1. 無作為抽出による IC内容の確認（〜12月） 
これまで、毎月各診療科（部）でランダムに 5件の診療記録を抽出し、ICのプロセスが適切に記

録されているかを確認する。具体的には、説明内容、説明時の患者さんの反応、同席者の有無など
がチェック項目に基づき記載されているかを点検する。 
2. 手術患者さんに対する IC実施状況の量的点検（1月〜） 
1月からは、手術を受けられた患者さんを対象に、術前の ICがどの程度実施されているかを量的

に確認している。 
3. 患者さんへのアンケート調査 
年 1回、実際に ICを受けられた患者さんを対象にアンケート調査を実施している。このアンケ

ートでは、IC時に同席者がいたか、説明内容を理解できたか、納得できたかといった点を確認し、
ICの質の向上に役立てている。 
 
指導と周知 
ICの実施状況については、IC責任者から医療問題対策・臨床倫理委員会へ報告している。さら

に、病棟医長・看護師長会議や病院協議会などを通じて、院内の各部署へ情報共有し、周知徹底を
図っている。 
 

 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

責任者の監督下において診療情報管理士及び病歴管理室運営専門委員会委員の中から責任者が指
名した委員による診療録監査を実施している。 
京都大学医学部附属病院規程第３条に定める診療科のうち、主科として患者を受け入れる診療科を
対象として年２回行う。ただし１回で対象とする診療科数は１０以内とし、２会計年度をあけず、
対象の診療科が全て監査を受けるよう計画する。 
監査結果は病院長報告後に各診療科へフィードバックを行っている。 

 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（３）名、専任（３）名、兼任（３）名 

 うち医師：専従（１）名、専任（２）名、兼任（２）名 

 うち薬剤師：専従（１）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 

 うち看護師：専従（１）名、専任（１）名、兼任（１）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 



 
 
 

 

・活動の主な内容： 

・インシデント・アクシデント報告に関すること。 
・医療安全管理対策の調査・分析及び指導に関すること。 
・医療安全管理対策の教育・研修に関すること。 
・定められた手順やルールが実践されているかどうかのモニタリング。 
①画像診断結果報告書の未確認件数（月別、診療科別） 
（ルール：放射線診断科医が読影診断結果を報告している。オーダー診療科の医師が報告内容
を確認後、確認ボタンを押すと、報告書の内容がカルテに転記される。カルテへの転記がない
場合、報告内容の確認がされていない可能性があるため、診断結果の見落としエラー対策とし
て作成したルールである。併せて、未読影率をフィードバックする。） 

②注射薬を患者に投与する直前に、照合端末を用いて、薬剤ラベルと患者リストバンドを照合し
た率（月別、病棟別） 
（ルール：注射薬投与時は患者誤認事故をゼロにするため、ひとによる確認＋器械による確認
を組み合わせる。） 

③抗がん剤の調製確定後の変更件数（月別、診療科別） 
（ルール：医師が抗がん剤を前日締め切り時刻までにオーダーし、前日締め切り後に薬剤師が
監査する。当日 10時までに医師は、患者に投与してよいか患者の状態やデータで判断し、調
製確定を入力する。薬剤師は確定されたオーダーに基づいて薬剤を調製する。） 

④バイタルデータターミナルを用いてバイタルデータを転送している率（月別、病棟別） 
（ルール：血圧、体温、SpO2、脈拍などのデータは、患者ベッドサイドに設置した端末にかざ
すことで、当該患者の電子カルテにタイムリーに転送される。今までは、看護師が電子カルテ
に転記していたため、測定時刻から転記まで時間がかかっていた。また誤記も散見された。） 

⑤患者誤認報告件数 
（ルール：全ての医療・看護行為を実施する際は、患者自身にフルネームで名乗らせる。名乗
れない場合は、リストバンドもしくは診察券で確認をする。） 

   ⑥患者受け持ち忘れ報告件数 
（ルール：受け持ち看護師は、勤務初めに受け持ち登録を実施する。各勤務帯リーダー看護師
は、勤務開始後１時間以内に受け持ち患者登録漏れがないかを確認する。） 

⑦肺血栓塞栓症予防対策                                 
（ルール：マニュアルに沿った予防対策に取り組む。） 

 
・ルールの逸脱（やむを得ない場合も含む）をインシデント報告対象として、逸脱件数を測定する。 

①入院患者へのリストバンド未装着（月別、病棟別） 
（全員にリストバンドを装着するルールがあるが、皮膚の脆弱性などでやむを得ない場合も含
め、未装着は全例報告する。） 

②高濃度カリウム製剤投与に関する院内規程からの逸脱事例 
（医学的理由があっても、ルールから逸脱している場合には報告しておく。） 

 
・リスクアセスメント（褥瘡リスク・転倒リスク）のアウトカムを評価するための事故件数のモニ
タリング 
①院内褥瘡発生率 
②転倒転落事故発生 

 
・その他医療安全管理対策に関すること。 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（７件）、及び許可件数（６件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 



 
 
 

 

・活動の主な内容： 

「京都大学医学部附属病院高難度新規医療技術取扱規程」に、高難度新規医療技術の定義、高難度
新規医療技術の提供に係る申請事項（既存の技術との優位性、医療提供体制の整備状況、執刀医等
の経験、患者への説明同意の取得方法等）、倫理委員会審査の受審、実施体制の確認及び報告、遵
守状況の確認、病院長への報告など、高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合における必
要な事項、遵守・確認すべき事項を定め活動している。 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（9件）、及び許可件数（9件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

「京都大学医学部附属病院未承認新規医薬品等取扱規程」に、未承認新規医薬品等を用いた医療の
定義、未承認新規医薬品等を用いた医療の提供に係る申請事項（既存の医薬品等との優位性、未承
認新規医薬品等の使用条件、有害事象の把握方法、患者への説明同意の取得方法等）、倫理委員会
審査の受審、実施体制の確認及び報告、遵守状況の確認、病院長への報告など、未承認新規医薬品
等を用いた医療を提供する場合における必要な事項、遵守・確認すべき事項を定め活動している。 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

 
・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 347件 
 
・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になった
ものとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及
び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 108件 
 
・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 
医療サービスに起因し、影響度レベルが重症・重大なものについて、医療安全管理室は、毎月開催
の医療安全管理委員会にて報告する。委員会では、これらのうち、調査が必要と判断したものにつ
いては、外部委員を含めるか含めないかなども含め、調査方法を決定する。また、影響度レベルが
3a 以下または未遂であっても、インシデントが潜在的に危険を有しているものがあれば、調査を命
じることがある。医療安全管理委員会の審議結果は病院長に報告される。調査結果についても医療
安全管理委員会及び病院長に報告される。 



 
 
 

 

⑩ の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名： 熊本大学      ）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名： 北海道大学      ）・無） 

・技術的助言の実施状況 

立入り後に技術的助言を含む報告書として取りまとめ、相手方病院へ送付した。 
立入り受入れ後には相手方病院から技術的助言を含む報告書を受け取り院内で周知対応した。 

 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

本院には患者やその家族からの相談、苦情に対して適切な処理を行うことを目的とする患者相談窓
口がある。 
各診療科（部）は、患者等からの相談内容について、患者相談窓口から対応を要請された場合は、
責任をもって協力するものとする。 
各診療科（部）に患者支援担当者を置き、患者等からの相談内容について患者相談窓口と連携し、
責任をもって対応するものとする。 
各診療科（部）のリスクマネージャーが、患者支援担当者として兼務する。 
相談内容が医療安全に関する事項については、インシデント報告を行い、医療安全管理部門が把握
する。  

 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

いつでも受講可能な e-learning を整備し、受講状況をモニタリングしている。 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

管理者                 : 特定機能病院管理者研修（令和 7年 2月 3日） 
医療安全管理責任者     : 特定機能病院管理者研修（令和 7年 1月 17日） 
医薬品安全管理責任者   : 特定機能病院管理者研修（令和 7年 2月 3日） 
医療機器安全管理責任者 : 特定機能病院管理者研修（令和 7年 2月 3日） 

 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

 

 

 

 

 



 
 
 

 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

令和 6年度（令和 7年 1月 20日～1月 22日に ISO9001審査）に審査を受けた。 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

病院ホームページに審査結果を掲載している。 

 

・評価を踏まえ講じた措置 

別紙 3「品質マネジメントシステム(QMS) 維持審査第 1,2,3回(SV) 最終報告書」のとおり 

 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 
 

 

規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     

 

 ・ 基準の主な内容 
１.医療法第10条に規定された病院の管理者として要件を満たす医師である

こと。 
２.大学附属病院の管理運営に必要な資質・能力を有すること。 
３.医療安全確保のために必要な資質・能力を有すること。 
４.京都大学医学部附属病院の基本理念を理解し、その実現に向けた強い意

思とリーダーシップを有すること。 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 
大学ホームページに掲載 
https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/about/publication/conference/ihoukoku/
hospital/rinen 

 

 

 
 
 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

 

 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 特別の関

係 

岩井 一宏 
理事（企画・調整、

評価、附属病院） 
○ 病院担当の理事 

有・無 

波多野 悦朗 医学部  医学部長 有・無 

髙折 晃史 医学部附属病院  医学部附属病院長 有・無 

松田 秀一 医学部附属病院 
 医学部附属病院副病院長 

（診療、労務、病床管理担当） 

有・無 

平井 豊博 医学部附属病院 

 医学部附属病院副病院長    

（医療安全、安全衛生、広報担当

） 

有・無 

井川 順子 
医学部附属病院看

護部 

 
医学部附属病院看護部長 

有・無 

西村 敏信 
医学部附属病院事

務部 

 
医学部附属病院事務部長 

有・無 

  



 
 
 

 

田中 一成 
静岡県立病院機構 

本部参与 

 医学・医療に関し識見を有する学

外者 

有・無 

松井 道宣 
京都府医師会 

（会長） 

 医学・医療に関し識見を有する学

外者 

有・無 

古川 博規 
京都府 

（副知事） 

 医学・医療に関し識見を有する学

外者 

有・無 

 
  



 
 
 

 

規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

 

・合議体の主要な審議内容 
病院運営に関する重要事項を協議するため、協議会を置く。 
協議会の組織及び運営に関し必要な事項は、協議会が定める。 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 
院内ホームページに議事要旨を掲載 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 

 
 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

別紙 4 のとおり    
 
 
  



 
 
 

 

規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 
 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 ・ 公表の方法 
 
 
 ・ 規程の主な内容 

別紙5のとおり 
 

 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 
副病院長（診療、労務、病床管理担当）、副病院長（経営、施設担当）、副病院長（研究経営戦略
担当）、副病院長（医療安全、安全衛生、広報担当）、副病院長（教育、人事、男女共同参画推進
担当）、病院長補佐（病院長が指示した特定の事項について企画立案及び連絡調整を行う。）、病
院運営企画室（病院長の指示により病院運営及び経営に関し、情報の収集及び分析を行うとともに
必要事項について企画立案し、病院長に提言する。） 

 

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 
・国立大学病院長会議が主催する「病院経営次世代リーダー養成塾」に病院長補佐が参加。 
・病院協議会構成員を病院長補佐へ積極的に選任し、週１回開催される執行部会議に出席させるこ
とで病院マネジメントを経験させている。 

・本院が開講する「実践的医療経営プロフェッショナル教育事業プログラム(KUMAHOPE)」を 
 職員に受講させている。 

 

 
 
  



 
 
 

 

規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年 2 回 

・活動の主な内容： 

本院における医療安全管理に係る業務執行状況の監査、及び監査結果に基づき、必要に応じて総長
や病院長に対し是正措置を講じるよう意見する。 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

京都大学ホームページに掲載 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

笠井 正俊 
京都大学法学

研究科 

 総長が指名する副

学長 
有・無 3 

平野 哲郎 
立命館大学 

法科大学院 

 法律に関する専門

的知識を有する者 
有・無 1 

中村 猛 

京都府立医科大

学医療安全推進

部 

 医療に係る安全管

理に関する専門的

知識を有する者 

有・無 1 

伊藤 英樹 
広島大学病院 

医療安全管理部 

 医療に係る安全管

理に関する専門的

知識を有する者 

有・無 1 

山口 育子 

認定 NPO 法人 

ささえあい医療

人権センター

COML 

 

○ 

医療を受ける者そ

の他の医療従事者

以外の者 

有・無 2 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

  



 
 
 

 

規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置 

 
 
管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 

 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 

総長の命により実施する内部監査として、本学の監査担当部署が病院管理者の業務が法令に適合
していることを確保するための監査を行っている。 

 
 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 

京都大学ホームページに掲載 
 

 

 
  



 
 
 

 

規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置 

 
 
開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 

 

 
 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 

以下に掲げる委員7名以上で組織されており、うち過半数は②の委員で構成されている。 
①総長が指名する理事又は副学長 
②本学の役員又は職員以外の者のうちから総長が任命するもの 
③その他本学の教職員のうちから総長が必要と認める者 若干名 
議長は①の委員のうち、総長が指名するものを充てており、委員の半数以上の出席で会議を開
会する。 

 
 ・ 会議体の実施状況（ 年1回 ） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年1回 ） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 

京都大学ホームページに掲載 
   https://www.kyoto-u.ac.jp/uni_int/kitei/reiki_honbun/w002RG00001420.html 
 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称： 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

塩見 淳 京都大学副学長 ○ 有・無 

江上 雅彦 京都大学理事（財務、施設、環境担当）  有・無 

稲垣 暢也 
公益財団法人田附興風会  

医学研究所北野病院 理事長 
 有・無 

坂井 義治 大阪赤十字病院 院長  有・無 

清水 恒広 京都市立病院機構 京都市立病院 院長  有・無 

松井 道宜 京都府医師会 会長  有・無 

山口 育子 
認定 NPO 法人 

ささえあい医療人権センターCOML 理事長 
 有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



 
 
 

 

規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（年 0 件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法 

院内ホームページと医療スタッフマニュアルに記載 

 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

病院ホームページ(https://www.kuhp.kyoto-u.ac.jp)および広報誌「京大病院広報」 

「京大病院のご案内」(https://www.kuhp.kyoto-u.ac.jp/relation/publish.html)、 

YouTubeの京大病院公式チャンネル（https://www.youtube.com/c/KUHPofficial）に 

おいて、各診療科の紹介や院内活動の報告、疾患の情報提供等を行っている。 

 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

1）「集学的がん診療ユニット」と呼ばれる診療科横断的な診療体制を構築している。 

がん種ごとに専門とする内科医・外科医・放射線治療医、あるいは病理診断医・放射線 

診断医・各種専門職医療スタッフが、診療科・職種を越えてカンファレンス・診療を 

行い、迅速かつ最適な治療を提供している。また、がん種ごとに毎週定期カンファレンス 

を実施することにより、患者の情報および専門性の高い知識を共有することで医療の 

質を高め、専門医・スタッフの教育の場としても大きな効果を上げている。さらに、 

分子標的薬やがん免疫チェックポイント阻害薬の普及により、全身管理を必要とする 

有害事象対策が求められており、非がん領域の様々な診療科との連携体制を構築し、 

治療を受ける患者の安全対策に万全を期している。 

 

2） 2019年6月より遺伝子パネル検査が保険適応となり、がんゲノム医療中核拠点病院として

がんゲノム医療を先進的に提供する体制を構築している。全国の28のがんゲノム医療連携病

院等と連携しがん遺伝子パネル検査施行症例に関して、京大をホストに各施設と週1回のWeb

会議でエキスパートパネルを開催するとともに、セミナーや情報提供の場を設け人材育成に

努めている。エキスパートパネルでは、院内の専門家（領域の異なるがん薬物療法の専門医

、病理専門医、遺伝医学の専門医、認定遺伝カウンセラー、担当医）が各症例ごとに検討し

、推奨治療の有無や遺伝カウンセリングの必要性の検討を行っている。各施設からも、腫瘍

内科医、病理医、腫瘍外科医、婦人科医、脳外科医、小児科医、臨床遺伝専門医、遺伝カウ

ンセラーなどの複数の職種が参加して、非常に活発な議論を行い治療方針を提示し、高度な

医療を提供している。セミナーは、年1回対面で開催し、その時点での課題に対して、施設を

超えた多職種でグループディスカッションを行い、改題解決と情報共有の場を提供している

。 

 

 

 

 

 



別紙1

未承認等の医薬品の具体的な使用事例

適応外•禁忌•未承認のデータベース集計

2024/4/1〜2025/3/31



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2024/4/1-4/15

情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 別紙1

2024/04/01 適応外 その他
乾燥弱毒生おたふくかぜﾜｸ

ﾁﾝ
小児外科 感染予防のため

2024/04/02 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
デクスメデトミジン 小児外科 鎮静

2024/04/04 適応外 その他 クリアクター静注用40万 眼科
黄斑出血に対するt-PA製

剤の使用

2024/04/05 適応外 その他 ウトロゲスタン腟坐剤 産婦人科 子宮頸管短縮予防

2024/04/05 適応外 その他 ホクナリンテープ1mg 呼吸器内科 徐脈に対して

2024/04/08 適応外 抗がん剤 ローブレナ錠25mg 小児科
神経芽腫（ALK融合遺伝

子陽性）

2024/4/11 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
デキサート 産婦人科 HELLP症候群

2024/4/15 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
ｾﾙｾﾌﾟﾄｶﾌﾟｾﾙ250mg 腎臓内科 ﾈﾌﾛｰｾﾞ症候群　C3腎症

2024/4/24 適応外 その他 アデムパス
小児外科、小

児科

肺内シャントに対して

NOから切り替え



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2024/4/16-5/15

情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 別紙1

2024/04/16 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/04/16 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/4/19 適応外 抗がん剤
イリノテカン+ネダプラチ

ン
泌尿器科

セミノーマの精巣癌のⅢ

ステージ

2024/4/19 適応外 抗がん剤
イリノテカン+ネダプラチ

ン
泌尿器科 精巣癌　Ⅲライン

2024/4/22 禁忌 その他 乾燥弱毒生水痘ワクチン 小児外科 感染予防のため

2024/4/22 禁忌 その他 乾燥弱毒生水痘ワクチン 小児外科 感染予防のため

2024/4/22 適応外 抗がん剤 キイトルーダ 血液内科
進行性多巣性白質脳症の

治療

2024/4/22 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/4/22 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/4/23 適応外
要注意薬（抗が

ん薬以外）
リツキシマブBS注

免疫膠原病内

科
全身性エリテマトーデス

2024/4/23 適応外 抗がん剤
カルボプラチン、パクリタ

キセル
呼吸器内科 胸腺癌

2024/4/25 適応外 抗がん剤
注射用メソトレキセート

50mg
産婦人科 帝王切開瘢痕部妊娠治療

2024/4/25 適応外 抗がん剤 エスワンタイホウ 呼吸器内科 胸腺癌

2024/4/25 適応外 その他 クリアクター静注用40万 眼科
黄斑出血に対するt-PA製

剤の使用

2024/4/26 適応外 麻薬 ケタラール 呼吸器内科 帯状疱疹神経障害性疼痛

2024/4/26 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/4/30 禁忌 その他
乾燥弱毒生おたふくかぜワ

クチン
小児外科 感染予防のため

2024/4/30 適応外
要注意薬（抗が

ん薬以外）
イグザレルト錠2.5mg

免疫・膠原病

内科

結節性多発性動脈炎にお

ける血栓抑制

2024/4/30 適応外 抗がん剤 ﾊﾟｸﾘﾀｷｾﾙ/ｶﾙﾎﾞﾌﾟﾗﾁﾝ 腫瘍内科 原発不明癌の治療目的

2024/5/2 禁忌 その他 レボフロキサシン 小児科 発熱性好中球減少症

2024/5/2 適応外 その他 ﾎﾟﾌﾟｽｶｲﾝ 呼吸器内科 帯状疱疹後疼痛

2024/5/2 適応外 その他 アナペイン 呼吸器内科 帯状疱疹後疼痛

2024/5/2
適応外

禁忌
その他 レボフロキサシン 小児科

移植前処置における消化

管殺菌

2024/5/5 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/5/9 適応外 麻薬 ケタラール静注用200mg
血液・腫瘍内

科
鎮痛

2024/5/9 適応外 抗がん剤
カルボプラチン/パクリタ

キセル
腫瘍内科

原発不明癌に対しての治

療

2024/5/10 適応外
要注意薬（抗が

ん薬以外）

バファリン配合錠A81

81mg
産婦人科 習慣流産

2024/5/10 適応外 その他 ウトロゲスタン腟用坐剤 産婦人科 子宮頚管短縮予防

2024/5/10 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2024/4/16-5/15

情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 別紙1

2024/5/11 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/5/14 適応外
要注意薬（抗が

ん薬以外）
ミダゾラム注10mg 脳神経外科 鎮静

2024/5/14 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/5/15 適応外 その他 ミダゾラム 呼吸器内科 入眠



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2024/5/16-6/15

情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 別紙1

2024/5/16 適応外 その他 シムレクト静注用20mg 呼吸器外科
肺移植後の急性拒絶反応

の抑制

2024/5/16 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/5/16 適応外 その他 ウトロゲスタン腟用坐剤 産婦人科 子宮頚管短縮予防

2024/5/17 適応外 その他 メファキン「ﾋｻﾐﾂ」錠275 血液内科 PMLに対して使用

2024/5/17 適応外 抗がん剤 オプジーボ 腫瘍内科

CDK12変異を有する去

勢抵抗性前立腺癌に対す

るオプジーボ使用

2024/5/20
禁忌

適応外
その他 インテバン坐剤25 産婦人科 子宮収縮抑制

2024/5/20 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/5/20 適応外 その他 ウトロゲスタン腟坐剤 産婦人科 子宮頸管短縮予防

2024/5/20 適応外 その他 フランドルテープ40mg 呼吸器内科 高血圧

2024/5/20 適応外 その他 シムレクト静注用20mg 呼吸器外科 肺移植後の拒絶予防

2024/5/20 適応外 その他 シムレクト静注用20mg 呼吸器外科 肺移植後の拒絶予防

2024/5/27 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/5/27 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/5/30 禁忌 その他 コアテック 小児科
閉塞性肥大型心筋症に対

する強心作用

2024/5/31 禁忌 その他 乾燥弱毒生水痘ワクチン 小児外科 感染予防のため

2024/5/31 禁忌 その他
乾燥弱毒生おたふくかぜワ

クチン
小児外科 感染予防のため

2024/5/31 禁忌 その他 乾燥弱毒生水痘ワクチン 小児外科 感染予防のため

2024/5/31 禁忌 その他 乾燥弱毒生風しんワクチン
肝胆膵移植外

科
感染予防のため

2024/5/31 禁忌 その他 乾燥弱毒生風しんワクチン 小児外科 感染予防のため

2024/5/31 適応外 その他
プレバイミス点滴静注

240mg
小児科 移植後のCMV感染予防

2024/5/31 適応外
要注意薬（抗が

ん薬以外）
マブキャンパス 小児科 骨髄移植前処置

2024/6/4 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/6/6 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/6/6 適応外 抗がん剤 ビノレルビン 呼吸器内科 悪性胸膜中皮腫

2024/6/7 禁忌 その他 乾燥弱毒生風しんワクチン 小児外科 感染予防のため

2024/6/7 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/6/7 適応外 抗がん剤 アブラキサン 呼吸器内科 小細胞肺がん

2024/6/8 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/6/12 適応外 その他 シムレクト静注用20mg 呼吸器外科 肺移植後の拒絶予防

2024/6/12 適応外 その他 クリアクター静注用40万 眼科
黄斑出血に対するt-PA製

剤の使用



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2024/6/16-7/15

情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 別紙1

2024/6/19 適応外
要注意薬（抗がん

薬以外）

リウマトレックスカプセル

2mg

免疫膠原病内

科
高安動脈炎

2024/6/20 適応外
要注意薬（抗がん

薬以外）
ミダゾラム注10mg 腫瘍内科 苦痛緩和のための鎮静

2024/6/21 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/6/21 適応外 抗がん剤 シスプラチン 婦人科
子宮体癌に対し放射線療

法との併用

2024/6/21 適応外
要注意薬（抗がん

薬以外）
バイアスピリン錠100mg 産婦人科

抗リン脂質抗体症候群の

妊娠に対し妊娠予後の改

善

2024/6/24 禁忌 その他 乾燥弱毒生水痘ワクチン 小児外科 感染予防のため

2024/6/24 禁忌 その他 乾燥弱毒生麻しんワクチン 小児外科 感染予防のため

2024/6/24 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/6/24 適応外
要注意薬（抗がん

薬以外）
アクテムラ

免疫膠原病内

科
再発性多発軟骨炎

2024/6/27 適応外 その他 クリアクター静注用40万 眼科
黄斑出血に対するt-PA製

剤の使用

2024/6/27 適応外
要注意薬（抗がん

薬以外）
リツキシマブBS注

免疫膠原病内

科
IgG4関連疾患

2024/7/1 禁忌 その他 乾燥弱毒生麻しんワクチン 小児外科 感染予防のため

2024/7/1 禁忌 その他 乾燥弱毒生麻しんワクチン 小児外科 感染予防のため

2024/7/3 適応外 その他 リメタゾン静注2.5mg 1mL 血液内科 血球貪食症候群

2024/7/3 適応外
要注意薬（抗がん

薬以外）
ミダゾラム注10mg

肝・胆・膵移

植外科
苦痛緩和のための鎮静

2024/7/4 適応外 抗がん剤 ローブレナ錠25mg 小児科
神経芽腫（ALK融合遺伝

子増幅）

2024/7/6 適応外 その他 ニフェジピンCR錠２０ｍｇ 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/7/8 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/7/10 適応外 その他 トービイ吸入液300mg 呼吸器外科
点滴で治療困難な緑膿菌

肺炎

2024/7/11 適応外 その他 ニフェジピンCR 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/7/11 適応外 その他 ウトロゲスタン腟坐剤 産婦人科 子宮頸管短縮予防

2024/7/12 適応外 その他
ボンゾール錠（ダナゾー

ル）100mg
血液内科 貧血に対して

2024/7/13 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/7/16 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/7/16 適応外 麻薬 MSコンチン、オプソ 呼吸器内科 咳嗽



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2024/7/16-8/15

情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 別紙1

2024/7/16 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/7/16 適応外 麻薬 MSコンチン、オプソ 呼吸器内科 咳嗽

2024/7/17 適応外 その他
ニフェジピンCR錠20mg

「トーワ」
産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/7/18 適応外 その他
ウトロゲスタン腟錠カプセ

ル 200ｍｇ
産婦人科 子宮頚管短縮予防

2024/7/18 適応外 抗がん剤 5FU+CDDP 泌尿器科 陰茎癌

2024/7/19 適応外 その他 ボンゾール錠100mg 血液内科 再生不能性貧血

2024/7/19 適応外 その他 クリアクター静注用40万 眼科
黄斑出血に対するt-PA製

剤の使用

2024/7/22 禁忌 その他 乾燥弱毒生麻しんワクチン 小児外科 感染予防のため

2024/7/24 適応外 その他 アジスロマイシン250mg錠 呼吸器内科 閉塞性細気管支炎

2024/7/24 適応外 抗がん剤
カルボプラチン、アブラキ

サン
呼吸器内科 胸腺癌

2024/7/25 禁忌 その他 乾燥弱毒生麻しんワクチン 小児外科 感染予防のため

2024/7/25 適応外 その他 クリアクター静注用40万 眼科
黄斑出血に対するt-PA製

剤の使用

2024/7/25 適応外

要注意薬

（抗がん薬以

外）

リツキシマブ
肝胆膵・移植

外科
EBV感染症

2024/7/25 適応外

要注意薬

（抗がん薬以

外）

ミダゾラム注10mg 呼吸器内科 終末期の呼吸困難感緩和

2024/7/29 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/7/30 禁忌 その他 乾燥弱毒生風しんワクチン 小児外科 感染予防のため

2024/7/30 禁忌 その他 乾燥弱毒生水痘ワクチン 小児外科 感染予防のため

2024/7/30 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産科 子宮収縮抑制目的

2024/7/30 適応外 その他 ウトロゲスタン腟坐剤 産科 子宮頚管短縮予防

2024/7/31 禁忌 その他 乾燥弱毒生麻しんワクチン 小児外科 感染予防のため

2024/7/31 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/8/1 適応外 その他 ルタテラ 放射線治療 ルタテラ投与5回目

2024/8/1 適応外

要注意薬

（抗がん薬以

外）

ミダゾラム注10mg 乳腺外科 苦痛緩和のための鎮静

2024/8/2 適応外 その他
イオパミロン300 20mL

経口
婦人科

消化管（直腸または小

腸）損傷の有無の確認

2024/8/5 適応外 その他 ウトロゲスタン腟坐剤 産婦人科 子宮頸管短縮予防

2024/8/5 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/8/5 適応外 抗がん剤 ロイケリン散10% 消化器内科 クローン病治療

2024/8/5 適応外 抗がん剤 イマチニブ錠100mg 血液内科
肥満細胞肉腫（稀少疾

患）に対して使用



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2024/7/16-8/15

情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 別紙1

2024/8/6
適応外

禁忌
その他

マーカイン注脊麻用0.5%等

比重
眼科 白内障手術時の麻酔

2024/8/9 禁忌 その他
ミネブロ、アスパラカリウ

ム
呼吸器内科

2024/8/13 適応外 その他
シムレクト静注用20mg (溶

解液付)
呼吸器外科 肺移植後の免疫抑制

2024/8/13 適応外 麻薬 オプソ内服液5mg 呼吸器内科 息切れ

2024/8/15 適応外

要注意薬

（抗がん薬以

外）

サイレース静注 消化器内科 せん妄時の睡眠確保



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2024/8/16-9/15

情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 別紙1

2024/8/19 禁忌 その他 乾燥弱毒生水痘ワクチン 小児外科 感染予防のため

2024/8/19 適応外 抗がん剤
ﾄﾞｷｿﾙﾋﾞｼﾝ、ｼｽﾌﾟﾗﾁﾝ、ｵﾝｺ

ﾋﾞﾝ、ｴﾝﾄﾞｷｻﾝ
呼吸器内科 胸腺腫

2024/8/19 適応外 抗がん剤
イリノテカン/シスプラチ

ン
腫瘍内科

胃癌/神経内分泌腫瘍に

対する抗がん剤治療

2024/8/20 禁忌 その他
乾燥弱毒生おたふくかぜワ

クチン
小児外科 感染予防のため

2024/8/20 禁忌 その他
乾燥弱毒生おたふくかぜワ

クチン
小児外科 感染予防のため

2024/8/20 適応外 抗がん剤
エトポシド/カルボプラチ

ン
腫瘍内科

神経内分泌腫瘍に対する

抗がん剤治療目的

2024/8/27 禁忌 その他
乾燥弱毒生おたふくかぜワ

クチン

肝胆膵移植外

科
感染予防のため

2024/8/27 禁忌 その他 乾燥弱毒生水痘ワクチン 小児外科 感染予防のため

2024/8/27 適応外 その他 ﾃﾞﾄｷｿｰﾙ注2g 腎臓内科 カルシフィラキシス

2024/8/28 適応外 抗がん剤 ロイスタチン注8mg 血液内科 肥満細胞肉腫の治療

2024/8/31 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/9/2 適応外 その他 クリアクター静注用40万 眼科
黄斑出血に対するt-PA製

剤の使用

2024/9/4 適応外 その他 インジゴカルミン注20mg 救急科

腹直筋膿瘍治療中の患者

が尿道穿孔が疑われてい

る。ドレーンよりインジ

ゴカルミンを注入し尿道

への交通がないか確認す

る目的で適応外使用。

2024/9/4 適応外 その他
タダラフィル20mg（アド

シルカ）

免疫膠原病内

科

全身性強皮症に伴う手指

潰瘍

2024/9/4 適応外 その他 シベクトロ錠200mg 呼吸器外科 肺ノカルジア症

2024/9/4 適応外 抗がん剤
エトポシド/カルボプラチ

ン
呼吸器内科 肺カルチノイド

2024/9/5 適応外 その他 クリアクター静注用40万 眼科
黄斑出血に対するt-PA製

剤の使用

2024/9/5 適応外 その他 クリアクター静注用40万 眼科
黄斑出血に対するt-PA製

剤の使用

2024/9/10 適応外 その他
アイピーディカプセル

100mg
循環器内科 間質性膀胱炎

2024/9/10 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/9/11 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/9/11 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/9/11 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2024/8/16-9/15

情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 別紙1

2024/9/11 適応外 抗がん剤 エンハーツ
婦人科・腫瘍

内科

HER2陽性（免疫染色；

中等度）の再発卵巣癌に

対する使用

2024/9/12 適応外 抗がん剤
パクリタキセル、カルボプ

ラチン
腫瘍内科

原発不明癌の抗がん剤治

療目的

2024/9/12 適応外
要注意薬（抗がん

薬以外）
リウマトレックスカプセル

免疫膠原病内

科
皮膚筋炎

2024/9/13 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/9/13 適応外 その他 ランプレンカプセル50mg 呼吸器外科 他剤に耐性のNTM症



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2024/9/16-10/15

情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 別紙1

2024/09/17 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mgさ 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/9/17 適応外 抗がん剤 エンハーツ点滴静注 産婦人科 卵巣明細胞癌

2024/9/18 適応外 その他 ウトロゲスタン腟坐剤 産婦人科 子宮頸管短縮予防目的

2024/09/19 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/9/19 適応外
要注意薬  （抗が

ん薬以外）

セルセプトカプセル250

250mg

免疫膠原病内

科
多発血管炎性肉芽腫症

2024/9/21 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
リツキシマブBS注

免疫膠原病内

科

抗IFN-γ抗体陽性・播種

性NTM症・髄膜炎

2024/09/24 適応外 その他 ニフェジピンCR 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/09/25 禁忌 その他
乾燥弱毒生おたふくかぜワ

クチン
小児外科 感染予防のため

2024/09/25 禁忌 その他
乾燥弱毒生おたふくかぜワ

クチン
小児外科 感染予防のため

2024/09/25 禁忌 その他 乾燥弱毒生風しんワクチン 小児外科 感染予防のため

2024/09/26 適応外 その他 リメタゾン静注2.5mg 1mL 血液内科 血球貪食症候群

2024/09/30 適応外 その他 コルヒチン錠0.5mg 循環器内科 心膜炎疑い

2024/09/30 適応外 その他 ウトロゲスタン腟坐剤 産婦人科 子宮頸管短縮予防

2024/09/30 適応外 その他 コルヒチン錠0.5mg 循環器内科 心膜炎

2024/10/01 禁忌 その他
乾燥弱毒生おたふくかぜワ

クチン
小児外科 感染予防のため

2024/10/2 適応外 抗がん剤 メソトレキセート注 眼科 眼内悪性リンパ腫

2024/10/4 適応外 抗がん剤 エンハーツ 腫瘍内科
子宮体癌エキパネで抗

HER2療法推奨

2024/10/07 適応外 その他 クリアクター静注用40万 眼科
黄斑出血に対するt-PA製

剤の使用

2024/10/07 適応外 その他 クリアクター静注用40万 眼科
黄斑出血に対するt-PA製

剤の使用

2024/10/09 禁忌 その他 ラタチモ配合点眼液 眼科
喘息患者に対して、緑内

障治療目的で使用



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2024/10/16-11/15

情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 別紙1

2024/10/16 適応外 抗がん剤 ETP/CBDCA 耳鼻科
胸腺がんに対する抗がん

剤治療

2024/10/17 適応外 その他
アルプロスタジルアルファデ

クス500μg注射用
消化管外科 腸管虚血に対して

2024/10/21 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/10/21 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/10/21 適応外
要注意薬（抗がん

薬以外）
バイアスピリン錠100mg 産婦人科

抗リン脂質抗体症候群の

妊娠に対し妊娠予後の改

善

2024/10/22 適応外 抗がん剤 エンハーツ 産科・婦人科 子宮癌肉腫

2024/10/22 適応外 抗がん剤 カルセド、カルボプラチン 呼吸器内科 胸腺癌

2024/10/23 適応外 その他 サイトテック錠200 200μg 産婦人科 産後の異常出血

2024/10/23 適応外
要注意薬（抗がん

薬以外）
ミダゾラム注

血液・腫瘍内

科
苦痛緩和のための鎮静

2024/10/29 適応外
要注意薬（抗がん

薬以外）
ゼルヤンツ錠5mg

免疫膠原病内

科

抗MDA5抗体陽性皮膚筋

炎性間質性肺炎

2024/10/30 適応外
要注意薬（抗がん

薬以外）
ミダゾラム注 腫瘍内科 苦痛緩和のための鎮静

2024/10/31 適応外 その他 デクスメデトミジン 呼吸器内科 夜間不穏

2024/10/31 適応外 抗がん剤 ビノレルビン 呼吸器内科 悪性胸膜中皮腫

2024/11/01 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/11/06 適応外 その他
シムレクト静注用20mg (溶

解液付)
呼吸器外科 肺移植後の免疫抑制

2024/11/06 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/11/06 適応外 麻薬 オプソ内用液5mg 呼吸器内科 咳のひどい時

2024/11/06 適応外
要注意薬（抗がん

薬以外）
レペタン坐剤 腎臓内科

カルシフィラキシーによ

る全身の痛み

2024/11/08 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mgｓ 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/11/08 適応外
要注意薬（抗がん

薬以外）

アクテムラ点滴静注用

200mg
呼吸器内科

ステロイドに不応のirAE

肺炎

2024/11/12 適応外 抗がん剤 マイトマイシン注用10mg 呼吸器外科 気管内肉芽

2024/11/15 適応外 抗がん剤
エトポシド（ｼｽﾌﾟﾗﾁﾝとの

併用療法）
婦人科

子宮頸癌小細胞神経内分

泌癌



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2024/11/16-12/15

情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 別紙1

2024/11/19 禁忌 その他 乾燥弱毒生水痘ワクチン 小児外科 感染予防のため

2024/11/19 禁忌 その他 乾燥弱毒生水痘ワクチン 小児外科 感染予防のため

2024/11/19 禁忌 その他 乾燥弱毒生風しんワクチン 小児外科 感染予防のため

2024/11/25 禁忌 その他 乾燥弱毒生風しんワクチン 小児外科 感染予防のため

2024/11/17 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20ｍｇ 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/11/17 適応外 その他
ウトロゲスタン腟用カプセ

ル
産婦人科 子宮頸管短縮予防目的

2024/11/18 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20ｍｇ 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/11/20 適応外 その他
アナペイン注10mg/mL 1%

20mL
整形外科 膝関節の疼痛緩和

2024/11/21 適応外 その他 リメタゾン静注2.5mg 1mL 小児
血球貪食症候群に対して

使用

2024/11/25 適応外 その他 リメタゾン静注2.5mg 1mL 小児科
血球貪食症候群に対する

使用

2024/11/26 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20ｍｇ 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/12/5 適応外 その他 クリアクター静注用40万 眼科
黄斑出血に対するt-PA製

剤の使用

2024/12/5 適応外 その他 クリアクター静注用40万 眼科
黄斑出血に対するt-PA製

剤の使用

2024/12/6 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20ｍｇ 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/12/7 適応外 その他
ウトロゲスタン腟用カプセ

ル
産婦人科 子宮頸管短縮予防目的

2024/12/9 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20ｍｇ 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/12/9 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/12/9 適応外 その他
ウトロゲスタン腟用カプセ

ル
産婦人科 子宮頸管短縮予防目的

2024/12/9 適応外 その他
ウトロゲスタン腟用カプセ

ル
産婦人科 子宮頸管短縮予防目的

2024/12/4 適応外 抗がん剤 ｱﾌﾞﾗｷｻﾝ、ｶﾙﾎﾞﾌﾟﾗﾁﾝ 呼吸器内科 胸腺癌

2024/12/4 適応外
要注意薬（抗がん

薬以外）
ラパリムス錠1mg 呼吸器外科 肺移植後の免疫抑制

2024/12/10 適応外
要注意薬（抗がん

薬以外）
アクテムラ点滴静注用

免疫膠原病内

科
再発性多発軟骨炎



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2024/12/16-2025/1/15

情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 別紙1

2024/12/18 適応外 その他 プリモボラン錠5mg 血液内科
骨髄異形成症候群に伴う

貧血に対して使用

2024/12/19 適応外 その他 クリアクター静注用40万 眼科
黄斑出血に対するt-PA製

剤の使用

2024/12/19 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/12/20 禁忌 その他 乾燥弱毒生水痘ワクチン 小児外科 感染予防のため

2024/12/20 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20ｍｇ 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2024/12/25 適応外 その他 クリアクター静注用40万 眼科
黄斑出血に対するt-PA製

剤の使用

2024/12/26 禁忌 その他 乾燥弱毒生風しんワクチン 小児外科 感染予防のため

2024/12/29 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2025/01/07 適応外 抗がん剤 テモゾロミド錠 皮膚科
悪性黒色腫の脳転移加療

目的

2025/01/09 適応外 抗がん剤 ゲムシタビン 呼吸器内科 悪性胸膜中皮腫

2025/01/10 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制

2025/01/10 適応外 その他
ウトロゲスタン腟用カプセ

ル
産婦人科 子宮頸管短縮予防目的

2025/01/10 適応外 抗がん剤

ドキソルビシン、シスプラ

チン、オンコビン、エンド

キサン

呼吸器内科 胸腺腫

2025/01/10 適応外 抗がん剤 アブラキサン 呼吸器内科 小細胞肺がん

2025/01/14 適応外 その他 トービイ吸入液300mg 呼吸器外科 緑膿菌肺炎

2025/01/14 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
プラケニル 呼吸器外科

間質性肺疾患に対するﾋ

ﾄﾞﾛｸﾛﾛｷﾝ使用（適応外）

2025/01/15
禁忌

適応外

要注意薬

（抗がん薬以外）
バイアスピリン錠100mg 産婦人科

抗リン脂質抗体症候群の

妊娠に対し妊娠予後の改

善

2025/01/15 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20ｍｇ 産婦人科 子宮収縮抑制

2025/01/15 適応外 抗がん剤 カルセド、カルボプラチン 呼吸器内科 胸腺癌



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2025/1/16-2/15

情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 別紙1

2025/01/16 適応外 その他
ウトロゲスタン腟用カプセ

ル
産婦人科 子宮頸管短縮予防目的

2025/01/20 適応外 その他 セルセプトカプセル250mg 呼吸器内科
再発性かつ難治性の放射

線肺炎

2025/01/21 適応外 その他 クリアクター静注用40万 眼科
黄斑出血に対するt-PA製

剤の使用

2025/1/21 適応外 抗がん剤
パクリタキセル、カルボプ

ラチン
呼吸器内科 胸腺腫

2025/1/22 適応外 抗がん剤 カルボプラチン 呼吸器内科 悪性胸膜中皮腫

2025/01/23 適応外 その他 オクトレオチド注100μg 心臓血管外科 乳び胸

2025/01/23 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2025/1/23 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
サイレース静注2mg

血液・腫瘍内

科
過活動方せん妄

2025/01/27 禁忌 その他
乾燥弱毒生おたふくかぜワ

クチン
小児外科 感染予防のため

2025/01/27 禁忌 その他 乾燥弱毒生風しんワクチン 小児外科 感染予防のため

2025/01/28 適応外 その他
ニフェジピン20mg徐放CR

錠
産婦人科 子宮収縮抑制

2025/01/31 適応外 その他
ウトロゲスタン腟用カプセ

ル
産婦人科 子宮頸管短縮予防

2025/02/01 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2025/02/03 適応外 その他
ウトロゲスタン腟用カプセ

ル
産婦人科 子宮頸管短縮予防目的

2025/2/3 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2025/2/3 適応外 その他
ボンゾール錠（ダナゾー

ル）100mg
血液内科 再生不良性貧血

2025/2/3
適応外

禁忌
その他

マーカイン注脊麻用0.5%等

比重
眼科 白内障手術時の麻酔

2025/2/4 適応外 抗がん剤 ゲムシタビン点滴静注用 呼吸器内科 悪性胸膜中皮腫

2025/2/7 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2025/2/7 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2025/2/10 適応外 抗がん剤 ドセタキセル 皮膚科 血管肉腫

2025/2/10 適応外 抗がん剤
Atezo or

Durva/ETP/CBDCA

耳鼻咽喉科・

頭頸部外科
左上顎洞原発小細胞癌

2025/2/10 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
オルミエント錠4mg

免疫膠原病内

科

皮膚筋炎に対して使用→

アトピーについて使用

2025/2/11 適応外 その他
ウトロゲスタン腟用カプセ

ル
産婦人科 子宮頸管短縮予防目的

2025/2/11 適応外 その他
ウトロゲスタン腟用カプセ

ル
産婦人科 子宮頸管短縮予防目的

2025/2/12 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2025/1/16-2/15

情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 別紙1

2025/2/12 適応外 その他
ウトロゲスタン腟用カプセ

ル
産婦人科 子宮頸管短縮予防目的

2025/2/13 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2025/02/14
禁忌

適応外

要注意薬

（抗がん薬以外）
バイアスピリン錠100mg 産婦人科 PE予防

2025/2/14 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2025/2/16-3/15

情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 別紙1

2025/2/17 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2025/02/17 適応外 その他
ウトロゲスタン腟用カプセ

ル
産婦人科 子宮頸管短縮予防

2025/02/17 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2025/2/18 適応外 抗がん剤 メソトレキセート注 眼科 眼内悪性リンパ腫

2025/2/21 適応外 抗がん剤 ゲムシタビン、ドセタキセル
産婦人科、腫

瘍内科
子宮体癌肉腫

2025/02/27 適応外 その他
ウトロゲスタン腟用カプセ

ル
産婦人科 子宮頸管短縮予防目的

2025/02/28
禁忌

適応外
その他 インテバン坐剤 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2025/02/28 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2025/02/28 適応外 その他
ウトロゲスタン腟用カプセ

ル
産婦人科 子宮頸管短縮予防

2025/03/02 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2025/03/03 禁忌
要注意薬（抗がん

薬以外）
ナディック錠 循環器内科 QT延長症候群 LQT1

2025/03/03 禁忌
要注意薬（抗がん

薬以外）
ナディック錠 循環器内科 LQTS

2025/03/03 適応外 その他
ウトロゲスタン腟用カプセ

ル
産婦人科 子宮頸管短縮予防目的

2025/3/3 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2025/03/05 禁忌 その他 乾燥弱毒生風しんワクチン 小児外科 感染予防のため

2025/03/05 禁忌 その他
乾燥弱毒生おたふくかぜワ

クチン
小児外科 感染予防のため

2025/03/05 禁忌 その他 乾燥弱毒生水痘ワクチン 小児外科 感染予防のため

2025/03/05 禁忌 その他
乾燥弱毒生おたふくかぜワ

クチン
小児外科 感染予防のため

2025/3/5 適応外 その他
デトキソール静注液2g

10%20mL
小児科 CDDPの聴覚障害対策

2025/3/6 適応外 その他
セルセプトカプセル250

250mg
皮膚 SLE

2025/3/6 適応外 抗がん剤 キイトルーダ 腫瘍内科 小腸癌に対して

2025/3/10 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2025/3/10 適応外 その他
ウトロゲスタン腟用カプセ

ル
産婦人科 子宮頸管短縮予防目的

2025/3/13 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2025/3/14 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的



適応外•禁忌•未承認のデータベース集計 2025/3/16-3/31

情報入手日 分類 薬剤分類 薬剤名 診療科 別紙1

2025/3/17 適応外 その他 ガバペン錠200mg 小児科 咳嗽に対して

2025/3/17 適応外 その他 クレセンバカプセル40mg 小児科
ボリコナゾールからの切

り替え

2025/3/19 適応外 その他 メファキン「ﾋｻﾐﾂ」錠275 血液内科
進行性多巣性白質脳症

（PML)に対して使用

2025/3/19 適応外 その他 ニフェジピンCR錠20mg 産婦人科 子宮収縮抑制目的

2025/3/19 適応外 その他
ウトロゲスタン腟用カプ

セル
産婦人科 子宮頸管短縮予防目的

2025/3/24 適応外 その他
ウトロゲスタン腟用カプ

セル
産婦人科 子宮頸管短縮予防目的

2025/3/25 適応外 抗がん剤 キイトルーダ 血液内科
進行性多巣性白質脳症

（PML)の治療

2025/3/26 適応外 その他
メファキン「ヒサミツ」

錠275
脳神経内科 進行性多巣性白質脳症

2025/3/28
禁忌

適応外
その他 インテバン坐剤25 産婦人科 子宮収縮抑制

2025/3/28 適応外
要注意薬

（抗がん薬以外）
レミケード 消化器内科

Cronkhite Canada症候

群

2025/3/31 適応外 その他
シムレクト静注用20mg

(溶解液付)
呼吸器外科 肺移植後の免疫抑制

2025/3/31 適応外 抗がん剤
カルセド（アムルビシ

ン）
呼吸器内科 肺カルチノイド
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令和６年４月１日 
 
 
                    京都大学医学部附属病院 
                    医薬品安全管理責任者 寺田智祐 
 
 

医薬品安全管理補助者指名書 
 

 
医療法施行規則第九条の二十の二* 第一項第三号イ及びロに掲げる措置を適

切に実施するため、担当者として下記の者を指名します。 
                                        *平成三十年改正省令 

 
記 

 
所 属 職 名 氏 名 指 名 日 
薬剤部 准教授・副薬剤部長 中川 俊作 平成 29年 10月 2日 

 准教授・副薬剤部長 津田 真弘 令和 5年 4月 1日 

 講師 平 大樹 令和 3年 6月 1日 

 副薬剤部長 池見 泰明 平成 28年 9月 28日 

 副薬剤部長 尾崎 淳子 平成 28年 9月 28日 

 副薬剤部長 野村 久祥 令和 6年 4月 1日 

 薬剤主任 杉本 充弘 平成 28年 9月 28日 

 薬剤主任 山際 岳朗 平成 28年 9月 28日 

 薬剤主任 吉田 優子 平成 28年 9月 28日 

 薬剤主任 松田 裕也 平成 28年 9月 28日 

 薬剤主任 岡村みや子 平成 30年 9月 3日 

 薬剤主任 片田 佳希 令和 4年 4月 1日 

 薬剤主任 田上 裕美 令和 6年 1月 1日 

 薬剤主任 志田 あゆみ 令和 6年 4月 1日 

医務企画掛１
??????????????????????????????????????????????????????????????????????????????
別紙２
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 薬剤師 石塚 良子 平成 28年 9月 28日 

 薬剤師 上杉 美和 平成 28年 9月 28日 

 薬剤師 森田 洋亮 平成 28年 9月 28日 

 薬剤師 川田 将義 平成 28年 12月 12日 

 薬剤師 佐藤 裕紀 平成 30年 9月 3日 

 薬剤師 早田 千容 令和 4年 4月 1日 

 薬剤師 髙橋 悠 令和 5年 4月 1日 

 薬剤師 川上 恵 令和 5年 6月 1日 
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TEL: 045-651-4784（代）, FAX: 045-641-4330

中岡　美紀 様
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(ご契約番号: 19351875)

1． 審査の結果

2. 中間報告書からの変更点

3. その他

ビューローベリタスジャパン株式会社

システム認証事業本部　審査チームリーダー署名： 日付：

ビューローベリタスジャパン株式会社　システム認証事業本部　業務管理部

 TEL： 045-651-4710
e-mail: cert@bureauveritas.com

※認証の決定は、審査チームリーダーからビューローベリタスジャパン㈱に送付された報告書をテクニカルレ
ビュワが承認した時点となります。この過程で、組織名称、認証範囲の表現、報告書の記述内容など報告書に
書かれているすべてにチェックが入ります。そのレビュー時点で問題があった場合、審査チームリーダーから
送付させていただいている最終報告書に変更が生じる可能性がありますことをご了承ください。もし、変更が生
じた場合は、審査チームリーダーから最終報告書を再送させていただきます。

相川　敦

　該当するものはありません。

　特記事項はありません。

2025/3/28

※免責事項
この審査は、入手可能な情報の中のサンプリングプロセスに基づき実施されています。
審査の指摘事項に反映されるかもしれない不確実性要素が必然的に存在する場合が
あります。

審査報告書内容に関するお問合せ先
（原則、お問い合わせは審査チームリーダーにお願いします。ただし、連絡がとりにくい場合下記にお願いします）

品質マネジメントシステム(QMS)  維持審査第1,2,3回(SV) 最終報告書

京都大学医学部附属病院

品質管理室（総務課 企画・広報掛）　

　審査の結果、不適合は確認されず規格要求事項に適合と判断し、ビューローベリタスジャパン㈱
に認証決定の推薦をいたします。
添付報告書一式をご参照下さい。
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認証範囲 (日本語)

Scope of Audit (English)

Major(s) Minor(s)

審査の結論 (Conclusion of the audit)

内部監査の有効性、信頼性 (Effectiveness and reliability of internal audit)

マネジメントレビューの有効性 (Effectiveness of the management review)

方針､目的･目標達成システムの有効性､活動状況 (Effectiveness and progress of the system to meet the policy and objectives)

法令･規制要求事項順守を含むコンプライアンスの状況 （Compliance including statutory and regulatory requirements）

-

チームリーダー
相川　敦

日付
2025/3/28

Team Leader signed Date(yyyy/mm/dd)

審査の範囲においてコンプライアンス上の問題は見受けられなかった。医療関連法令とともに個人情報保護に関
しても配慮した活動が実施されている。

審査チームリーダーの推薦 不適合の是正処置
完了 (Yes)

認証(維持)の推薦
推薦する (Yes)

Team Leader Recommendation: All NCR's now cleared Proceed to/ Continue cert.

Bureau Veritas Certification Audit Report

品質マネジメントシステム(QMS)  維持審査第1,2,3回(SV)　審査報告書
ビューローベリタスジャパン株式会社　システム認証事業本部

外来患者および入院患者への医療サービスの提供

THE PROVISION OF MEDICAL SERVICES FOR OUT-PATIENTS AND IN-
PATIENTS

Company Name KYOTO UNIVERSITY HOSPITAL
認証・契約番号 審査の種類

審査日程
2025/01/20 ～ 2025/01/22

Audit Date(s):

審査基準

なし
Audit criteria

適用規格 ： ISO9001:2015, JIS Q 9001:2015

マニュアル ： Q-1-1-000-17-001、　第６版

マネジメントシステムで取り決めたプロセス､文書類（含むAmd.1:2024）

適用不可能

他契約番号　なし

Certificate/Reference Number Type of audit

〒231-0021 横浜市中区日本大通18番地（KRCビル 8F）　TEL: 045-651-4784(代), 　FAX: 045-641-4330

組織名 京都大学医学部附属病院

19351875 維持審査第1,2,3回(SV)

審査の結論　（Summary of Audit Findings）

マイナー
2

Number of SF02's Raised

不適合の件数
2

メジャー
0

今年度の内部監査は2024/7/1～9/30の期間に27部門を対象に実施していた。全ての部門を隔年ごとに監査対
象としており、合わせて前回監査時のNCや部署の変化等を考慮して監査対象に加えている。監査は2024年度内
部監査計画・実績管理表で管理され、315名の監査員から122名（育成対象者含む）が参加して実施されていた。
事務局から提供された「内部監査質問シート 2024年度共通」に加えて各チームが策定したチェックシートの質問
内容は鋭く、QMSの有効性にも目を向けた有効な内容であった。NCの指摘はなく、GP:35件、適合:136件、
OBS:11件の結果であった。監査目的の達成状況および組織の手順に沿った監査の実行状況から、内部監査の
有効性及び信頼性は維持されているものと判断した。

今回審査の範囲において、審査目的を満たしたことを確認した。貴組織マネジメントシステムの一部に不適合事項
が見られたが、当該不適合事項の是正対応により規格要求事項等の審査基準に適合と判断できる。また、システ
ム/プロセスの運用状況、有効性/妥当性については認証を阻害する重大事案は確認されなかった。従って、是正
対応の確認後、認証維持を推薦するとともに審査計画に示した目的が達成されたものとする。

2024年度マネジメントレビュー報告書 2024/12/17を確認した。インプット情報は品質管理室で取りまとめられ、全
ての項目に対して詳細な情報が投入されていた。内部監査を通じた所見により、病院長からは品質目標の定量的
な管理の必要性が指摘されていた。アプトプットは個々のインプット項目ごとになされ、これまでどおりの活動の確
実な継続が指示されていた。マネジメントレビューは有効に継続している。

審査の総括 （Audit Summary）

経営層が設定した年度目標は部門別目標シートに展開され、具体的達成指標を定めたうえでいずれの部門にお
いても積極的な達成活動が行われている。達成状況は半期で中間評価を行い、その後の活動の充実につなげて
いた。目的・目標達成システムは継続して有効に機能している。また内部監査を通じて一部における定量的指標
を用いた管理の充実化が指摘され、病院長からの改善指示もなされていた。
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契約番号:　19351875 京都大学医学部附属病院

Details of the changes

変更なし 審査対象人数

審査対象人数
Number of employees

7.50 MD
Audit Manday(s)

3000 名
審査工数

認証書表記サイト、住所 別紙参照
Site(s) address(es) See attached sheet

中岡　美紀 様

被審査組織管理責任者 病院　病院長
Management Representative 髙折　晃史 様

審査報告書送付先

審査報告書の送付

変更内容 変更事項なし

【認証書表記との相違】

変更なし

なし

Audit Report Recipient

変更点
Changes

組織/ｻｲﾄ名称/住所 変更なし 担当部署/担当者
認証範囲/認定機関

Audit Report Distribution

品質管理室（総務課 企画・広報掛）

変更なし その他

Accreditation's number of certificate(s): N/A N/A

認定機関/認証書発行 部数 JAB (和文) JAB (英文)

審査内容及び結果等 不適用(N/A)
Follow-up visit remarks:

認証書の発行
なし

Date(s) of follow up visit:

Audit Team: Team Leader

チームメンバー 水島　智昭,小田　徹
Team member

Certificate issuance

オブザーバー、その他 なし
Observer, etc.

フォローアップ審査
不要 (No)

フォローアップ審査日程
不適用(N/A)

Is a follow up visit required;

審査チーム チームリーダー 相川　敦

※免責事項：この審査は、入手可能な情報の中のサンプリングプロセスに基づき実施されています。審査の指摘事項に反映されるかもしれない不
確実性要素が必然的に存在する場合があります。

変更なし

産業区分コード

変更なし
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メジャー
(Major)

マイナー
(Minor)

X

是正処置記入、完了後のご提出は下記へお願いします。

e-mail ： atsushi.aikawa.ext@bureauveritas.com

フォローアップコメント (Follow Up Comments)

--

チームリーダー
Team Leader

相川　敦 日付
Date

2025/3/28

是正処置の受理
Corrective Action Accepted

受理 (Accepted)
Nonconformance

Downgraded
不適用 （N/A)

取引先評価分析を実施し、分析結果の執行部会議への報告を３月１８日に行った。

＜原因の特定：Root Cause Analysis＞

執行部会議へのインプットは問題がある取引が発生した場合にのみ必要と考えていた。

＜是正処置（再発防止）：Corrective Action Response＞

医療サービスに対するリスクに応じて取引先評価分析を実施し、分析結果は年１回１２月頃に執行部会議で定期的な報告を行う。
報告漏れを防ぐため、取引先評価の手順を定め、課内に周知した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　是正確認報告　(CLEARANCE REPORT)                   　　     ビューローベリタス記入欄

＜他部署、他サイト等への影響 ： Effects on other department (s), other site (s). ＞            (  なし ) 【不要を消す】

　　＜＜影響ありの場合：調査結果とその処置内容の記述をお願い致します＞＞
　　＜＜影響なしの場合：どのように影響を調査し判断したかの記述をお願い致します＞＞
納品時の検収・検査をもって取引評価自体は実施しており、不適な取引はなかった。その評価分析結果を記録し、執行部会議へ
のインプットはできていなかったが不適当な取引先はなかったことから他部署への影響はない。

＜確認したエビデンス：The evidence to support the resolution of nonconformities shall be recorded.＞

２０２４年度取引先評価分析報告(2025年3月18日付）、２０２４（令和６）年度 第４１回執行部会議議事概要、
経理・調達課 取引先評価分析の手順（2025年3月7日作成　初版）、評価手順の周知メール（2025年3月19日、同3月27日)

2025/4/12 2025/3/27 髙折　晃史

修正、原因の特定と是正処置回答 (Correction, Root Cause Analysis and Corrective Action Response)

＜（直ちに正すべき）修正：Correction＞

【注】 上記不適合の内容について、他部署、他サイトへの影響、同様の不適合の有無及び処置内容を下記是正処置回答に含めて下さい。
尚、当該内容が全体的システムの不適合に相当する場合、各関連の部署/サイト 及び それらの統括部門における是正処置状況を確認させて
いただきます。

　　　　　　　　修正、原因の特定と是正処置 (CORRECTION, ROOT CAUSE ANALYSIS AND CORRECTIVE ACTION)　　　　　被審査組織記入欄

完了予定日
Proposed Completion Date

是正完了日
Actual Completion Date

管理責任者
Management Representative

組織は，品質マネジメントシステムのパフォーマンス及び有効性を評価しなければならない。
組織は，この結果の証拠として，適切な文書化した情報を保持しなければならない。

不適合の内容 (OBSERVED NONCONFORMITY)

外部提供者のパフォーマンスの分析において、調達（物品の購入）に関わる納入業者に対する分析結果の記録に該当するも
のはなかった。結果として外部提供者のパフォーマンス分析結果として執行部会議にインプットされた事実も確認できなかっ
た。

確認したエビデンス(The objective evidence on which the nonconformity is based. )

医療の質マニュアル第6版およびインタビューによる。

関連文書　(Related Documents (if applicable)) 管理責任者 (Management Representative)

-- 髙折　晃史

規格要求事項 (REQUIREMENT OF AUDITED STANDARD)

日付 (Date) 規格・条項番号 (Standard and Clause#) 審査チームメンバー (Team Member)

2025/1/20
ISO9001:2015, JIS Q
9001:2015

9.1.1 --

契約番号 (ref:) 部署/プロセス (Department/Process) 審査チームリーダー (Team Leader)

19351875 経理・調達課 相川　敦

SF02
不適合報告書

NONCONFORMITY REPORT

組織名及びサイト名　(Company Name and Site) SF02#:

京都大学医学部附属病院 AIA-1/1
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メジャー
(Major)

マイナー
(Minor)

X

是正処置記入、完了後のご提出は下記へお願いします。

e-mail ： atsushi.aikawa.ext@bureauveritas.com

フォローアップコメント (Follow Up Comments)

--

チームリーダー
Team Leader

相川　敦 日付
Date

2025/3/28

＜確認したエビデンス：The evidence to support the resolution of nonconformities shall be recorded.＞

はかり点検一覧表（2025年3月実施分）、はかり点検一覧表書式、はかり点検マニュアルQ（2020）-3-4-302-25-0302

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　是正確認報告　(CLEARANCE REPORT)                   　　     ビューローベリタス記入欄

是正処置の受理
Corrective Action Accepted

受理 (Accepted)
Nonconformance

Downgraded
不適用 （N/A)

　　＜＜影響ありの場合：調査結果とその処置内容の記述をお願い致します＞＞
　　＜＜影響なしの場合：どのように影響を調査し判断したかの記述をお願い致します＞＞
契約掛が管理する計量器定期検査対象リストに、当部署で使用する秤が掲載されていなかった。そのため、計量器定期検査の実施に関する
通知（院内メール）に添付されるリストに当部署名が記載されず、検査対象であることを認識できなかった。検査対象（校正シール有り）
の秤について契約掛に報告し、リストへの追加を依頼した。

2025/4/12 2025/3/14 髙折　晃史

修正、原因の特定と是正処置回答 (Correction, Root Cause Analysis and Corrective Action Response)

＜（直ちに正すべき）修正：Correction＞

現在使用中の秤の精度を確認するため、分銅（5kg、500g）を用いて点検を実施した。校正シールの有無にかかわらず、厨房内のすべての秤を対象と
し、誤差が許容範囲内であることを確認した。（2025年3月3日点検完了）

＜原因の特定：Root Cause Analysis＞

2010年の厨房移転時に、新たに厨房用の秤を購入した。校正シールのある秤については、購入後初回の京都市による計量器定期検査を受検
した。しかし、部署内で秤の点検・校正の必要性が認識されておらず、その後も点検・校正に関する手順や計画が作成されないまま経過し
た。
その結果、経理・調達課 契約掛（以下、契約掛）が管理する計量器定期検査対象リストに当部署の秤が未掲載であることについて発見さ
れず、計量器定期検査の通知時にも当部署に対象となる秤が存在することを認識できなかった。

＜是正処置（再発防止）：Corrective Action Response＞

① 厨房内で使用する秤の一覧表と以下を定めた点検手順（はかり点検マニュアル）を作成した。
② 点検方法については、校正シールのある秤は2年ごとに京都市の計量器定期検査を受検し、それ以外の秤については「はかり点検一覧
表」に基づき毎年7～8月に自主点検を実施する。また、校正機能のある秤については校正を実施する。
③ 校正シールのある秤を契約掛へ報告し、計量器定期検査の対象に加えるとともに契約掛が管理するリストに掲載する。
④「はかり点検一覧表」は、点検・校正結果の記入用紙を兼ねており、これにより実施漏れを防止する。
⑤ 本点検の担当は部署内の厨房施設班とし、厨房機器の保守メンテナンスのリストに加えて点検時期を把握するとともに、厨房機器一覧
の更新と連動させることで、秤の追加購入や交換時に点検対象から外れないよう管理する。

＜他部署、他サイト等への影響 ： Effects on other department (s), other site (s). ＞            ( あり  )

確認したエビデンス(The objective evidence on which the nonconformity is based. )

約束食事箋規約、現場審査で確認した台秤（盛付室1台、調理室４台）

【注】 上記不適合の内容について、他部署、他サイトへの影響、同様の不適合の有無及び処置内容を下記是正処置回答に含めて下さい。  尚、当該内容が全体的シス
テムの不適合に相当する場合、各関連の部署/サイト 及び それらの統括部門における是正処置状況を確認させていただきます。

　　　　　　　　修正、原因の特定と是正処置 (CORRECTION, ROOT CAUSE ANALYSIS AND CORRECTIVE ACTION)　　　　　被審査組織記入欄

完了予定日
Proposed Completion Date

是正完了日
Actual Completion Date

管理責任者
Management Representative

管理栄養士が作成している特食はじめ普通食など1食当たりの食材ごとの量目が規定されていた。調理室では、喫食数に換算して各種食材を計量
した上で調理されていた。そこで使用されている盛付室の秤量が0g～3,000gの秤1台、計量室の0kg～10kgの秤2台及び0g～3,000ｇの秤2台は点
検・校正が行われていなかった。秤量が10ｋｇの2台の台秤は、校正シールが平成22年のシールでそれ以降の校正は未実施とのことであった。管理
栄養士が作成した献立の食材及び塩分相当量、炭水化物、糖分などの栄養成分の指定数値が規定されており、その数値を保証するための秤の精
度管理が必要であるが、精度管理されていることが確認できなかった。

2025/1/21
ISO9001:2015, JIS Q
9001:2015

7.1.5.1 小田　徹

関連文書　(Related Documents (if applicable)) 管理責任者 (Management Representative)

-- 髙折　晃史

規格要求事項 (REQUIREMENT OF AUDITED STANDARD)

7.1.5 監視及び測定のための資源
7.1.5.1 一般　要求事項に対する製品及びサービスの適合を照明するために監視または測定に用いる場合、組織は、結果が妥当で信頼できるもの
であることを確実にするために必要な資源を明確にし、提供しなければならない。
組織は、用意した資源が次の事項を満たすことを確実にしなければならない。
a) 実施する特定の種類の監視及び測定活動に対して適切である。
b) その目的に継続して合致することを確実にするために維持されている。
組織は、監視及び測定のための資源が目的と合致している証拠として文書化した情報を保持しなければならない。

不適合の内容 (OBSERVED NONCONFORMITY)

19351875 疾患栄養治療部/台秤管理プロセス 相川　敦

日付 (Date) 規格・条項番号 (Standard and Clause#) 審査チームメンバー (Team Member)

契約番号 (ref:) 部署/プロセス (Department/Process) 審査チームリーダー (Team Leader)

SF02
不適合報告書

NONCONFORMITY REPORT

組織名及びサイト名　(Company Name and Site) SF02#:
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病院協議会　構成員 2025.10.1現在
協　　議　　員 氏　　名 所 属 職位 備　　　　考

第２条第１項第１号 髙折　晃史 病院長（血液内科） 教授 ※議長
第２条第１項第２号 松田　秀一 副病院長、整形外科長 教授
第２条第１項第２号 矢部　大介 副病院長、糖尿病・内分泌・栄養内科長 教授
第２条第１項第２号 妹尾　浩 副病院長、消化器内科長 教授
第２条第１項第２号 平井　豊博 副病院長、呼吸器内科長 教授
第２条第１項第２号 溝脇　尚志 副病院長、放射線治療科長 教授
第２条第１項第３号 黒田　知宏 病院長補佐、医療情報企画部長 教授
第２条第１項第３号 江木　盛時 病院長補佐、病院長補佐、麻酔科長 教授
第２条第１項第３号 小濵　和貴 病院長補佐、消化管外科長 教授
第２条第１項第３号 長尾　美紀 病院長補佐、検査部長 教授
第２条第１項第３号 大鶴　繁 病院長補佐、初期診療・救急科長 教授
第２条第１項第３号 青山　朋樹 病院長補佐、人間健康科学系専攻長 教授 14号にも該当
第２条第１項第３号 寺田　智祐 病院長補佐、薬剤部長 教授
第２条第１項第３号 井川　順子 病院長補佐、看護部長 看護部長
第２条第１項第３号 西村　敏信 病院長補佐、事務部長 事務部長
第２条第１項第４号 山下　浩平 血液内科長 准教授
第２条第１項第４号 尾野　亘 循環器内科長 教授
第２条第１項第４号 森信　暁雄 免疫・膠原病内科長 教授
第２条第１項第４号 松本　理器 脳神経内科長 教授
第２条第１項第４号 柳田　素子 腎臓内科長 教授
第２条第１項第４号 武藤　学 腫瘍内科長 教授
第２条第１項第４号 嶋田　和貴 緩和医療科長 准教授
第２条第１項第４号 中島　貴子 早期医療開発科長 教授
第２条第１項第４号 石井　隆道 肝胆膵・移植外科長 特定准教授
第２条第１項第４号 増田　慎三 乳腺外科長 教授
第２条第１項第４号 湊谷　謙司 心臓血管外科長 教授
第２条第１項第４号 荒川　芳輝 脳神経外科長 教授
第２条第１項第４号 辻川　明孝 眼科長 教授
第２条第１項第４号 岸本　曜 耳鼻咽喉科・頭頸部外科長 准教授
第２条第１項第４号 廣田　誠 歯科口腔外科長 教授
第２条第１項第４号 森本　尚樹 形成外科長 教授
第２条第１項第４号 万代　昌紀 産科婦人科長 教授
第２条第１項第４号 小林　恭 泌尿器科長 教授
第２条第１項第４号 滝田　順子 小児科長 教授
第２条第１項第４号 中本　裕士 放射線診断科長 教授
第２条第１項第４号 椛島　健治 皮膚科長 教授
第２条第１項第４号 村井　俊哉 精神科神経科長 教授
第２条第１項第４号 池口　良輔 リハビリテーション科長 教授
第２条第１項第４号 羽賀　博典 病理診断科長 教授
第２条第１項第５号 近藤　祥司 高齢者医療ユニット長 准教授
第２条第１項第５号 伊藤　孝司 臓器移植医療部長 准教授
第２条第１項第７号 松村　由美 医療安全管理部長 教授
第２条第１項第８号 永井　純正 医療開発部長 教授
第２条第１項第８号 森田　智視 クリニカルトライアルサイエンス部長 教授
第２条第１項第８号 永井　洋士 臨床研究支援部長 教授
第２条第１項第９号 中山　健夫 倫理支援部長 教授
第２条第１項第１３号 片岡　仁美 医学教育・国際化推進センター 教授
第２条第２項 新井　康之 細胞療法科長 講師
第２条第２項 中島　大輔 呼吸器外科長 講師
第２条第２項 池田　昭夫 てんかん診療支援センター長 特定教授
第２条第２項 加藤　源太 病床運営管理部 特定教授
第２条第２項 河井　昌彦 総合周産期母子医療センター副センター長 特定教授
第２条第２項 千草　義継 総合周産期母子医療センター長 講師

医務企画掛１
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管理者権限の明確化について 

 

厚生労働省令 

○ 管理者が有する病院の管理運営に係る権限及び病院の管理運営のために必要とな

る一定の人事・予算執行権限について明確化することを求める。 

○ 管理者が有する権限を明確化した内部規程を特定機能病院の承認申請時に提出さ

せるとともに、毎年報告させることで確認する。 

 

病院の管理運営に係る権限 

１．京都大学医学部附属病院規程（最終改正令和７年４月１日）に次のように定めて

いる。 

  （略） 

第２条 病院に、病院長を置く。  

２ 病院長は、理事又は医学研究科若しくは病院の専任の教授をもつて充てる。  

３ 病院長は、病院の院務を掌理する。 

（略） 

第１３条 この規程に定めるもののほか、病院の内部組織については、病院長が定め 

る。 

  （略） 

 

２．京都大学医学部病院協議会規程（最終改正令和５年４月１日）に次のように定め

ている。病院協議会は、病院運営に関する合議体である。 

  （略） 

第２条 協議会は、次の各号に掲げる協議員で組織する。 

(1) 病院長 

(2) 副病院長 

(3) 病院長補佐 

(4) 病院規程第３条に掲げる診療科の長のうち医学研究科、医学部又は病院の教授又

は准教授であるもの 

(5) 病院規程第６条に掲げる診療部門の長のうち医学研究科、医学部又は病院の教授

又は准教授であるもの 

(6) 病院規程第７条に掲げる中央施設部門の長のうち医学研究科、医学部又は病院の

教授又は准教授であるもの 

(7) 病院規程第８条に掲げる運営部門の長のうち医学研究科、医学部又は病院の教授

又は准教授であるもの 

(8) 病院規程第９条第２項に掲げる先端医療研究開発機構の各部、センター及び室の

長のうち医学研究科、医学部又は病院の教授又は准教授であるもの 

(9) 病院規程第１０条に掲げる臨床研究・研修部門の長のうち医学研究科、医学部又

は病院の教授又は准教授であるもの 

(10) 看護部長 

医務企画掛１
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別紙５
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(11) 事務部長 

(12) 病院教授の称号を付与された者 

(13) 医学研究科附属医学教育・国際化推進センター専任教授 

(14) 医学研究科人間健康科学系専攻長 

２ 前項のほか、病院長が必要と認めるときは、協議会の議を踏まえて、医学研究科、

医学部又は病院の教授、准教授又は講師を協議員として加えることができるものとす

る。 

第３条 協議会に議長を置き、病院長をもって充てる。 

２ 議長は、協議会を主宰する。 

３ 議長に事故があるときは、第２条第１項第２号の協議員のうちからあらかじめ議長

が指名するものがその職務を代行する。 

第４条 協議会は、病院長が招集する。 

２ 病院長は、原則として、毎月１回招集する。ただし、必要があるときは、臨時に招

集することができる。 

  （略） 

 

３．京都大学医学部附属病院執行部内規（最終改正令和２年４月１日）に次のように

定めている。病院執行部は、病院の業務に関し迅速な意思決定を行い、病院執行部

会議において企画・実施する。 

（設置） 

第１条 京都大学医学部附属病院規程第１３条の規定に基づき、京都大学医学部附

属病院（以下「病院」という。）に、病院の業務に関し迅速な意思決定を行うた

め、京都大学医学部附属病院執行部（以下「病院執行部」という。）を置く。 

（組織） 

第２条 病院執行部は、次の各号に掲げる者で組織する。 

(1) 病院長 

(2) 副病院長 

(3) 病院長補佐 

(4) その他病院長が必要と認めた者 

（業務） 

第３条 病院執行部の業務は、次に掲げるとおりとする。 

(1) 病院の診療、教育、研究に関する企画及び実施に関すること。 

(2) 病院の経営に関する企画及び実施に関すること。 

(3) その他重要事項に関すること。 

（病院執行部会議） 

第４条 前条の業務を企画・実施するため、病院執行部に病院執行部会議（以下 

「会議」という。）を置く。 

（議長） 

第５条 病院長は、会議を招集し、その議長となる。 

２ 議長に事故あるときは、副病院長のうち議長が指名する者がその職務を代理す 

る。 

  （略） 
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人事権限 

１．京都大学医学部附属病院規程（最終改正令和７年４月１日）に次のように定めて

いる。 

第６条 病院に、診療部門として、次の部、室、センター及びユニットを置く。 

デイ・ケア診療部 

臓器移植医療部 

遺伝子診療部 

心臓血管疾患集中治療部 

女性のこころとからだの相談室 

脳卒中診療部 

脳卒中療養支援センター 

がんセンター 

VHL病センター 

リウマチセンター 

もやもや病支援センター 

高度生殖医療センター 

頭蓋底腫瘍センター 

てんかん診療支援センター 

摂食嚥下診療センター 

アレルギーセンター 

総合周産期母子医療センター 

小児集中治療センター 

こども医療センター 

児童思春期こころの相談センター 

黄斑疾患治療センター 

高齢者医療ユニット 

漢方診療ユニット 

睡眠呼吸障害診療ユニット 

２ 前項に掲げる各組織に関し必要な事項は、病院長が定める。 

 

各組織の長は、各組織の内規において一定の対象者から病院長が指名すると定めて

いるか、本規定条文にて必要な事項を病院長が定めることとされている。 

 

第７条 病院に、中央施設部門として、次の部、室及びセンターを置く。 

検査部 

感染制御部 

手術部 

放射線部 

リハビリテーション部 

医療器材部 

人工腎臓部 
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病理部 

疾患栄養治療部 

集中治療部 

内視鏡部 

臨床心理室 

細胞療法センター 

高気圧酸素治療センター 

救命救急センター 

２ 前項に掲げる各組織に関し必要な事項は、病院長が定める。 

 

各組織の長は、各組織の内規において一定の対象者から病院長が指名するあるいは

委嘱すると定めている。 

 

第８条 病院に、運営部門として、次の部、センター及び室を置く。 

看護部 

薬剤部 

医療情報企画部 

医療安全管理部 

病院運営企画室 

診療報酬センター 

PFMセンター 

病院整備推進部 

病歴管理室 

品質管理室 

事業場安全衛生管理室 

（略） 

１２ 第２項から前項までに定めるもののほか、第１項に掲げる各組織に関し必要な

事項は、病院長が定める。 

 

各組織の長は、各組織の内規において一定の対象者から病院長が指名すると定めて

いるか、本規定条文にて必要な事項を病院長が定めることとされている。 

（ただし、病院整備推進部長は病院長をもって充てると定めており、看護部長は、候補

者選考内規において、選考委員長は病院長をもって充てると定めている。） 

 

第９条 病院に、先端医療研究開発機構を置く。 

２ 先端医療研究開発機構に、次の部、センター及び室を置く。 

医療開発部 

データサイエンス部 

臨床研究推進部 

次世代医療・iPS細胞治療研究センター 

先端医療機器開発・臨床研究センター 

先制医療・生活習慣病研究センター 
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クリニカルバイオリソースセンター 

戦略・広報室 

ビジネスディベロップメント室 

３ 前項に定めるもののほか、先端医療研究開発機構に関し必要な事項は、病院長が

定める。 

 

各組織の長は、それぞれの内規において、一定の対象者から病院長が指名すると定

めている。 

（ただし、先制医療・生活習慣病研究センターは、病院長が指名する副病院長又は

病院長補佐をもって充てると定めている。） 

 

第１０条 病院に、臨床研究・研修部門として、次のセンター、部及び室を置く。 

総合臨床教育・研修センター 

iPS細胞臨床開発部 

看護職キャリアパス支援センター 

レセプト情報等オンサイトリサーチセンター（京都）運用部 

倫理支援部 

共同機器研究室 

２ 前項に掲げる各組織に関し必要な事項は、病院長が定める。 

 

各組織の長は、それぞれの内規において、一定の対象者から病院長が指名すると

定めている。 

（ただし、看護職キャリアパス支援センター長は看護部長、レセプト情報等オン

サイトリサーチセンター（京都）運用部長は医療情報企画部長をもって充てると

定めている。） 
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予算執行権限 

１．国立大学法人京都大学予算規則（最終改正令和７年３１日）において病院の予算

責任者は、病院長と定めている。 

   （略） 

 （予算単位と予算責任者） 

第３条 会計規程第６条に定める予算単位及び予算責任者は、別表に定めるところによ

る。 

   （略） 

 別表（抜粋） 

医学部附属病院  病院長  

 

２．京都大学医学部附属病院予算委員会規程（最終改正令和７年４月１日）に次のよ

うに定めている。 

第１条 京都大学医学部附属病院における予算について審議するため、京都大学医学部

附属病院予算委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

第２条 委員会は、次に掲げる事項を審議する。 

(1)  概算要求事項に関すること。 

(2)  予算配分に関すること。 

(3)  予算の執行に関すること。 

(4)  その他予算に関し、委員会が必要と認めること。 

第３条 委員会は、次に掲げる委員で組織する。 

(1)  病院長 

(2)  内科系教授２名 

(3)  外科系教授２名 

(4)  中央施設部門の部（室）長 ３名（但し、前各号の委員を兼ねることはできな

い。） 

(5)  薬剤部長、看護部長及び事務部長 

(6)  その他病院長が必要と認める者。 

２ 前項第１号及び第５号以外の委員は、病院長が委嘱する。 

３ 第一項第１号及び第５号以外の委員の任期は、２年とし再任を妨げない。ただし、

補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

第４条 委員会に委員長を置き、病院長をもってあてる。 

２ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 

３ 委員長に事故があるときは、あらかじめ委員長の指名する委員がその職務を代行す

る。 

４ 委員長が必要と認めたときは、委員以外の者に委員会への出席を求め、説明又は意

見を聞くことができる。 

 （略） 
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※以下の内規等は、上述の規程等を補完するもの 

 

病院の管理運営に係る権限 

１．京都大学医学部附属病院運営企画室内規（最終改正令和５年４月１日）に次のよ

うに定めている。 

  （設置） 

第１条 この内規は、京都大学医学部附属病院規程（昭和４１年達示第１８号）第８

条第１２項の規定に基づき、病院運営企画室（以下「運営企画室」という。）に

関し必要な事項を定めるものとする。 

（業務） 

第２条 運営企画室は、病院長の指示により病院運営及び経営に関し、情報の収集

及び分析を行うとともに必要事項について企画立案し、病院長に提言する。 

  （略） 

 

２．外来医長・看護師長会議規程（最終改正平成２９年９月２６日）に次のように定

めている。 

第１条 病院に、外来医長・看護師長会議（以下「会議」という。）を置く。  

第２条 会議は、各診療科外来における管理・運営の円滑化をはかるため、病院長

の諮問に応じて、次の各号に掲げる事項を審議する。  

(1) 各診療科外来における診療及び診療事務に関すること。  

(2) 各診療科外来間の連絡及び調整に関すること。  

(3) その他各診療科外来に関すること。 

 （略） 

 

３．病棟医長・看護師長会議規程（最終改正平成２９年９月２６日）に次のように定

めている。 

 第１条 病院に、病棟医長・看護師長会議（以下「会議」という。）を置く。  

第２条 会議は、病棟における管理・運営の円滑化をはかるため、病院長の諮問

に応じて、次の各号に掲げる事項を審議する。  

(1) 病棟における診療及び診療事務に関すること。  

(2) 病棟間の連絡及び調整に関すること。  

(3) その他病棟に関すること。 

 （略） 

 

４．京都大学医学部附属病院危機管理会議内規（最終改正平成２９年２月２日）に次

のように定めている。構成員は、病院執行部である。 

（目的）  

第１条 京都大学医学部附属病院（以下「病院」という。）において発生した緊急か

つ重大な事案に迅速に対応するため、京都大学医学部附属病院危機管理会議（以下

「危機管理会議」という。）を置く。  

（業務等）  
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第２条 危機管理会議は、病院において発生した緊急かつ重大な医療事故、研究活動

における不適合事案、院内感染、集団食中毒、天災、人災等に迅速な対応を行う。

ただし、医療法に定める特定臨床研究活動及び再生医療等技術を用いる臨床研究活

動における不適合事案については、この限りでない。  

２ 前項における対応のうち、診療行為及び研究活動の継続又は中止の判断について

は、危機管理会議の議を踏まえて、病院長が行う。  

（組織）  

第３条 危機管理会議は、次の各号に掲げる者で組織する。  

(1) 病院長  

(2) 副病院長  

(3) 病院長補佐  

(4) その他病院長が必要と認める者  

（議長）  

第４条 病院長は、会議を招集しその議長となる。 

 （略） 

 

 

人事権限 

１．外来医長・副医長職務内規（最終改正平成１９年４月１日）に次のように定めて

いる。 

第二条 病院各診療科外来に、外来副医長一名を置くことができる。 

２ 外来副医長は、当該診療科の講師または助教から、当該診療科長の推せんによ 

り病院長が任命する。 

 

２．病棟医長・副医長職務内規（最終改正平成１９年４月１日）に次のように定めて

いる。 

第二条 病院各病棟に、病棟副医長一名を置くことができる。 

２ 病棟副医長は、当該部局の講師または助教から、当該部局長の推せんにより病 

院長が任命する。 

 

３．京都大学医学部附属病院医員等取扱要項（最終改正令和６年１月１日）に次のよ

うに定めている。 

 １．医員 

 第２ 医員の採用は、関係診療科又は部等の長（以下「診療科長等」という。）の意

見を参考に、病院長が選考のうえ、決定する。 

   （略） 

 ２．医員（研修医） 

 第７ 医員（研修医）の採用は、別に定める要件を満たした者の中から病院長が決定

する。 
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